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　決して裏切られない方法が一つある。

　誰も信じない事だ。

　こいつは絶対に裏切らないとか。

　あいつは信じてくれてるとか。

　絆きずながあるとか、ましてや愛情があるなんて──決して思ったりしない事だ。

　あいつはどうせ裏切ると思っていれば、裏切られても「分かってたぜ」って顔をして乗り切れる。

　優しい言葉に裏があると分かっていれば、その裏が見えても「下手な噓うそだ」と笑っていられる。

　大切な誰かを作らなければ、それを失った苦しみに泣き叫ぶ必要もない。

　永遠の孤独？

　哀れな自己防衛？

　何とでも言えばいい。

　綺き麗れい事ごとを並べている連中だって、最終的に信じられるのは自分だけだと、きっといつか思い知る日がくるはずだ。

　誰かを信じて裏切られ、立ち直れない傷を負うくらいなら、一人でいた方がずっといい。

　ずっと、そう思いながら生きてきた。




　──そのはずなのに。




　どうして俺は、あの女を信じたりなんかしたんだ。
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　夜、腕の中で眠る体温がふと身じろぎしたのを感じて、俺は目を覚ました。

　目を開くと、ぎょっとするほど整った顔をした女が、じっと俺の顔を見つめている。

「な──」

「君が死ぬ夢を見た」

　何してんだてめぇ、と俺が声をあげるより先に、ゼロがそう言って静かに俺の首に腕を回した。そのまま強く抱きしめられて、軽く首が絞まる。

「おい、絞め殺す気かよ……！」

「よかった」

「あん？」

「君の首は、今も体についている」

　妙に、しみじみと言いやがる。

　おかげで俺まで、自分の首がちゃんと体にくっついてるのか不安になってくる。

「当たり前だろうが……俺の寝首をかこうとする奴やつなんざ、〈女神の浄火デア・イグニス〉の殺人神父くらいのもんだっつの」

　そして幸いな事に、殺人神父は現在のところ、南に位置するルートラ大聖堂にいるはずだ。つまり北のノックス大聖堂を目指している俺達とは、まったくの逆方向にいる事になる。

「にわか魔女や盗賊が狙うだろう」

「悪魔が蠢うごめくウェニアス以北に出るにわか魔女や盗賊ね……そりゃ神父よりやばそうだ」

「我わが輩はい、君が死ぬのは嫌だ」

「俺だって死にたかねぇよ」

「しかし、君は我わが輩はいと来た。──危険を承知で、きてしまった」

　俺は軽くヒゲを揺らして、未いまだに首にしがみついているゼロの体を引ひき剝はがした。

「まるでついてきて欲しくなかった、みたいな言い方するじゃねえか」

「そう聞こえたか？」

「聞こえたな」

「……そうなのかもしれないな……ウェニアスにいれば、少なくとも君は安全だった」

「なんだそりゃ。お前の夢で、俺はそんなに悲惨な死に方をしたのか？」

　からかうつもりで言ったのだが、ゼロは素直に頷うなずいた。

　ゼロが深刻になるくらいだから、俺はこいつの夢の中で想像を絶する非ひ業ごうの死を遂とげたんだろう。話を聞くと俺まで夢に見ちまいそうだから、夢の内容には触れないでおこう。

「まあ、夢で俺がどんな死に方をしてたとしてもだ──現実の世界にゃお前がいる」

「我わが輩はい？」

「守ってくれるんだろ？　魔女さんよ」

　ゼロは軽く目を瞬またたき、少しだけいつもの調子を取り戻したように微笑ほほえんだ。

「我わが輩はいがそれを言うと、君はいつも〝俺がお前の護衛なんだ〟と反論するではないか」

「人には本音と建前ってもんがあるんだよ」

　俺がうそぶくと、ゼロは「調子のいい男だ」とクスクス笑う。

　それから、改めて俺の腕の中で丸くなった。
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　かくして、俺達はノックス大聖堂を目指し、北に向かって進軍を続けた。

〈禁書館〉で下した悪魔〝万ばん里りを掌しよう握あくせし千せん眼がんの哨しよう〟の力で道の先を警戒し、ゼロがその対策を考え、レイラントが実益を考え、ジェマが理想を語り、バルセルがその間を取った案を考える行軍は、出足の酷さが思い出せなくなるほど順調に進んだ。

　もちろん俺だって働いてる。……飯作ったりとか。

　襲撃があれば戦うし、力仕事は任せとけって感じだが、まあ派手な事はしない。所しよ詮せん俺は傭よう兵へいだからな。

　北に近づくほどに寒さは厳しくなり、夜には必ず雪が降るようになった。

　時には吹ふ雪ぶく事もあり、行軍は難航するかに思われたが──そこはそれ、さすがは稀き代だいの天才魔女が同行する行軍だ。

　ゼロは道を塞ぐ積雪を溶かせるし、溶かした雪は安全な飲み水になったので、逆に雪がありがたいとさえ感じた。

「私も魔法を覚えられないだろうか……」

　と真顔で呟つぶやくのは、教会騎士団の北部遠征部隊の隊長を務める、ジェマだ。

　生きつ粋すいの教会騎士団であり、根っからの教会信者。生まれてこの方魔女憎しで生きてきたジェマが、恥ずかしげもなくそんな台詞せりふを吐くほどに、ゼロは部隊に貢献していた。

　隊長がそんな調子なら、当然配下の兵士も同じような考えを持ったりする。

　火打石なしで火が点つけば、矢が尽きても弓が射うてれば──もし、自分に少しでも魔法の才能があったなら、この行軍を今よりずっとましにできる。

　一部の兵達はゼロに魔法の指南の願い、隊長もそれを咎とがめず、当初は魔女に否定的だったレイラント副隊長さえもその流れを黙認した。

　ゼロが教会騎士団に魔法を広める事で、辛く苦しい行軍の気が紛れる。なんとも奇妙な話だが、それは間違いなく事実だった。

　名目上、魔女の魔法について詳しく知る事で、今後の教会騎士団としての活動がしやすくなるって事にはなってるが──。

　世界の破壊と再生を目もく論ろむ泥どろ闇やみの魔女によって、世界の半分が崩壊している状況で、〝今後の教会騎士団としての活動〟もクソもないもんだ。

　少なくとも、行軍に参加している連中は、雑ぞう兵ひようにいたるまで、完全に理解していた。もはや魔女や魔法などという小さな事をグダグダと問題視している場合じゃないと。

　その両方を受け入れてでも、もっと巨大な〝脅きよう威い〟を倒す必要があると。




　相変わらず、通りかかった村や町はほとんどが全滅状態だったが、いくつかの教会で生き残りを見つけた。

　教会施設が悪魔に対する強力な結界になってるってのは疑いようもない事実で、この俺ですら、道中で教会を見つけるといくらかホッとしたような気持ちになる。

　教会の隅っこで、寒さと飢えに震えてるガキどもに、あったかい飯を食わせてやれたときなんかは、自分が少しまともな存在になれたんじゃないかとさえ錯覚するほどだ。

　──とは言え、俺が姿を見せると、悪魔に襲われた連中は悲鳴を上げて泣き叫ぶから、俺は極力姿を隠してなきゃならなかったが……。

　そんな非戦闘員も巻き込みながら、北に進軍する事およそ六十日──。

　枯れた針葉樹の森を抜けると、目の覚めるような赤レンガの町が、周囲の荒廃をものともせずに、傷一つない状態で広がっていた。

「……すごいな。結界が目に見えるようだ」

　思わずといったように、ゼロがほう、と息を吐く。

　確かに俺の目から見ても、結界の外と中に明確な一線が引かれているのが分かった。

　結界の外部にある農作業の小屋や、物見台、風車などはすべて壊れているが、結界内部の牧草地では家畜が闊かつ歩ぽしているし、町ではいくつもの風車がのどかに回っているのが見える。

「これがノックス大聖堂を抱く町……私もきたのは初めてだ」

「教会騎士団なのにか？」

　涙さえ浮かべて感動に震えていたジェマは、俺の質問に気まずそうな笑みを浮かべた。

「我々教会騎士団は、基本的に決められた地域から離れないんだ。警備も討とう伐ばつも、配属された部隊の管轄内で行われるから……」

「隊長のおっしゃる通りだ。特に若くして教会騎士団に入団した者は、巡礼の機会を得られぬまま日々を過ごす事になる。多くは年老いて一線を退いた後、巡礼の旅に出るのだ」

　ジェマの言葉を、老兵レイラントが補足する。

「んで？　お前さんは。一体いつ一線を退くわけだ……？」

　と、思わず口から本音が溢あふれると、レイラントは「この命尽きるとき」と断言した。

　まったく恐ろしいジジイだ……。

「じゃあ、副隊長殿もノックス大聖堂は初めてで？」

　日よけの帽子をついと上げて、ジェマの従卒バルセルが素朴な疑問を口にする。

「私は全ての大聖堂に巡礼済みだ。遠方へ赴く任務も多かったのでな。ユードライト騎士団長殿が、私を遠征部隊の副隊長に据すえたのはそういう理由もあってだろう。私は現在のノックス大聖堂の主教と付き合いも長い」

「ははぁ。なるほど。そりゃ、道中隊長を切り捨てたくもなりますわな……」

　ギロリとレイラントに睨にらまれて、バルセルは「おっと失言」と口を押さえる。

「──行こう。美しい町を見て、兵達が浮き足立っている。久々に、襲撃に怯おびえず眠る事ができそうだ」

「〝館長〟はどうするんだ？」

　ふと気になって、俺は踵きびすを返したジェマの背中に問いかけた。

　館長ってのは……まあ、俺達が連れてる悪魔だ。

　本来の呼び名は〝万ばん里りを掌しよう握あくせし千せん眼がんの哨しよう〟だが、〈禁書館〉で館長を名乗ってた関係で、今もそう呼んでいる。

　対外的には、〈禁書館〉の若き館長が犠牲となり、その体に悪魔を封印する事で、悪魔の力を操れるようになった──って事になってるし、見た目も普通の人間だが、その中身は悪魔なわけで、果たしてそいつが教会の結界に入っていけるのか……。

「あ、そうか……どうだろう、ゼロ殿」

「入れはするだろうが……結界の内部では能力を失う。悪魔としての意識を失う可能性もある。館長の力で危険を察知できなくなるのは損失だ」

「では、外で待機か……護衛をつけねばならないな……」

　館長は自力じゃ動けないし、野犬にでも襲われたら一発で死ぬような存在だ。どう考えても、一人で結界の外に放置しておいて無事で済むわけがない。

「どの道、この人数が一気に町になだれ込んだら混乱が起きます。まず、負傷者や消しよう耗もうの激しい兵を優先して町の中に入れましょう。残りは館長と一緒に結界外で待機って事にしちゃどうでしょう？」

　バルセルの提案に、ジェマは二つ返事で頷うなずきかけ、慌あわててレイラントを見た。

「どう思います、副隊長殿。私も……バルセルの意見は妥当かと思いますが……」

「ご自分の思うようになさいませ。隊長はあなたです」

　あ、とジェマは声を上げた。

　行軍中、何度も繰り返された会話だ。

　ジェマは今まで──それこそ物心ついた時からずっと、従卒であるバルセルの顔色をうかがい、その意見に従って行動してきた。

　自分で何かを決断しているようでも、その根底には「バルセルがどう思うか」って考えが働いてる。

　その支配から逃れる事を決意したジェマだが、体に染しみ付ついた習慣と言うか、生き方ってのは中々変えられない。

　バルセルの意見に従う事をやめた結果、副隊長であるレイラントの意見を強く求めるようになった。

　だが、レイラントはそんなジェマの〝甘え〟を許しはしない。

　自分で考えろ。自分で決めろ。

　その意見が間違っていると感じたとき、自分は初めて意見を口にする。

　そういう明確な線を引き、ジェマに隊長と副隊長の関係を叩たたき込こんだ。

「ええと……そうだな。それじゃあ、こうしよう。まず、魔女殿を館長の護衛として結界の外に残す。それから、異変があった時のために伝令役を十人程度。魔女殿と館長が揃そろってさえいれば、結界の外でもさほど危険はないはずだから……」

「残りの兵は？」

　レイラントの問いに、ジェマは町を指差す。

「見たところ、結界はある程度町の外部にも及んでいるようだ。バルセルの言う通り、消しよう耗もうの激しい兵だけ町に運び入れ、残りは町の外で天幕を張らせよう。──それで構わないだろうか、魔女殿。あなたに負担を強いる事になってしまうが……」

「引き受けよう。無論、すぐに使いをよこして、暖かな毛布と柔らかなパンを届けさせてくれるのだろうな？」

　ゼロの快諾に、ジェマはほっとした表情を見せた。

「もちろんだ！　町の状況にもよるが、可能な限りの物資を届けさせよう。本当は、全員で入れるのが一番なんだが……」

「まあ、この状況で獣けもの堕おちが町に入ってったら、大騒ぎになりそうだしな。俺らとしても、外で待たせてもらった方が多少は気楽か」

　現時点で、大陸中の獣けもの堕おちはほとんど悪あく魔ま憑つきって状況だ。

　俺がいくら「誤解です。俺はただの善良な獣けもの堕おちです」と主張したって、そう簡単に信じられるわけがない。

「バルセル。外に残る兵を、交代要員も含めて二十名ほど選出しろ」

「は。──あの隊長。その二十名の中に、あたしが混ざっても？」

「何？」

　ジェマは怪け訝げんそうに聞き返した。

　バルセルが自分からジェマの傍そばを離れる提案をしたのは、俺が見ているうちではこれが初めてだ。

　ジェマとしても意外だったんだろう。一瞬どう反応すべきか迷ったが、

「いいだろう。私と副隊長は、先んじて大聖堂に向かい、主教様にお目通りを願う」

　とだけ言ってあっさりバルセルに背を向けた。

　その背中を見送ってしばし──バルセルはへらりと俺に笑いかける。

「何か言ってくれてもいいんですぜ、旦那」

「やっと子離れする気になったのか？　それとも、隊長さんが副隊長のジジイにべったりだから、見てるのがしんどくなったのか？」

「旦那には情け容赦ってもんがねぇなぁ……」

　バルセルは嫌そうに苦笑する。

「いやまあ、両方当たりですわ。時間が解決するかと期待してみましたが、〈禁書館〉以来、隊長はまともにあたしの目を見ないし、仕事以外であたしと口をきかなくなった。それでも、隊長は立派にこの行軍を乗り切った。──隊長はもう、あたしなしでもやっていける。だとしたら、憎い男につきまとわれちゃ、隊長がおかわいそうだ」

「じゃ、従卒もやめるのか？」

「傭よう兵へいにでも転職しようかと。どうです、旦那？　あたしと組みません？」

　一瞬、俺は〝何か〟を待った。

　それが〝ゼロからの横よこ槍やりだ〟と思い至って、ぐるりと視線を巡らせる。

　ゼロは特に変わった様子もなく、俺の傍そばに立っていた。俺の視線に気がついてちょいと顔を上げ、どうかしたかと言うように首を傾かしげる。

「いつもの感じだと、お前が〝傭よう兵へいは我わが輩はいのだ〟とか言い出す流れだったと思ってな」

「ほう？　言って欲しかったか？」

「そうじゃねえが……」

「なぁに、君が従卒と組んで傭よう兵へい稼か業ぎようを始めたとて、我わが輩はいが傭よう兵へいとともにある事は変わらないと思ってな。君が従卒と組みたいのなら、我わが輩はいは止めないぞ」

「いや、組まねぇけどよ」

「ちょっと。あたしをダシにしていちゃつくの、やめてくれませんかね……こう見えて結構傷心なんですから……」

　別にいちゃついてるつもりはねぇが……。

「〝信じてた育ての親が、実は父親の仇かたきでした〟って状況なんだ。口をきいてもらえるだけ、マシだと思うがな」

　俺が率直な感想を述べると、バルセルは不満そうに唇くちびるを歪ゆがめた。

「実際に手を下したのは旦那じゃないですか」

「だから、俺もまとめて嫌われてんだろうが」

「あーあ、旦那の事だけ憎んでくれりゃよかったのになぁ」

　冗談めかして言ってはいるが、心底からの気持ちだろう。

　しかしあいにく、実行犯より黒幕の方が憎まれるのが世の常だ。

「まあそんなわけで、あたしも旦那や魔女殿と一緒に結界の外に居残りです。いつも通り飯をたかりに行きますんで、あたしの分も用意しといてくださいよ」




　いくらかの兵と、俺達を結界の外に残し、ノックス大聖堂に向かう教会騎士団の隊列を眺めながら、ゼロがふと口を開いた。

「なあ、傭よう兵へい。隊長は、従卒を慕っていただろう？　育ての親として、師として、友として」

「なんだ突然。まあ──父親の仇かたきだって知る前はな」

「それが分からないのだが……」

「分からない？」

　最近、随分人間らしい考え方をするようになってきたと感じていたが、魔女であるゼロは、根本的に人間の心の機微にうとい。

「隊長がそれと知らなかっただけで、従卒はずっと隊長の親の仇かたきだった。十数年もの間、隊長はその従卒を慕って生きてきたし、多少の逸脱はあったにせよ、従卒はその信頼に足る行動をとり続けていた。──そうだな？」

「まあ、そうだな」

「最近になって従卒が父の仇かたきだったと知ったところで、今更だろう。隠し事が一つあるだけで、十数年築き上げてきた関係が崩壊するのか？」

「それを、他人と関係を築き上げてこなかった俺に聞くのか？」

　質問する相手を間違えてるぞ、完全に。

　俺が顔を顰しかめると、ゼロは「君も分からないか」と、少しほっとしたような顔をする。

「分からない事はねぇがな。いわゆる〝常識的に考えて〟ってやつだが……十数年も信じてきたのに、噓うそを吐つかれてた、騙だまされてた──裏切られてた。他にも噓うそがあるのかもしれねぇし、これからも騙だまされるかもしれねぇ。そういうふうに思っちまったら、築き上げてきた関係が深い方が、より派手に壊れるんじゃねえか？」

「関係が深まるほどに、崩壊は派手になる……か」

　ふむ、とゼロは呟つぶやいて、なぜか俺をうかがい見た。

「なんだよ？」

「ならば我わが輩はいと君の関係が崩壊する時は、さぞかし派手だろうと思ってな」

　俺は失笑した。

「あーそうだな。世界の一つも滅ぶかもしれねぇな」

「それは恐ろしい。我わが輩はい、この関係が永久に続く事を望んでやまないぞ」

「永久って？　世界を救った後もか？」

　俺の質問に、ゼロは当然とばかりに頷うなずいた。

「そうだ。我わが輩はいが世界を救い、君は晴れて人間に戻り、夢だった酒場を開く。そして君が酒場で出す料理を、我わが輩はいは毎日食べに行く──どうだ？　いいだろう」

　想像してみて、俺は苦笑した。

　あまりにも理想通りで、不覚にも〝いいな〟と素直に思ってしまった自分が滑こつ稽けい過ぎて。

　それでも。

「ああ……いいな」

　こう答える以外にない。

　ゼロは俺の返事に満足げに微笑ほほえんで、

「だろう、だろう」

　と繰り返した。





２






　ジェマが険しい表情をして戻ってきたのは、日の暮れかかる夕飯時だった。

　バルセルは宣言通り、飯をたかりに来てたので、図らずも俺とゼロとバルセルの三人が揃そろっているところに、ジェマがやってきた事になる。

「追加の物資を届けにきたって顔じゃなさそうだな……どうした？」

「館長は馬車か？」

　俺の質問には答えず、ジェマは鋭い口調で言った。

「ああ、馬車で本読みながら飯食ってるが……」

「話がある。邪魔をするぞ」

　それだけ言って、ジェマは俺達を半ば素通りし、馬車に乗り込んでいく。

　ただならぬ気配を察し、俺達は食事を中断してジェマに続いた。

　防寒用の薄汚れた幌ほろを押しのけて馬車に踏み込むと、館長は特に驚いた風もなく本を読みながら、パンを山や羊ぎの乳でぐずぐずに煮たものを無表情で食っている。

　虫の獣けもの堕おちだった館長には、〝ものを嚙かむ〟って動作が上う手まくできないからだ。それでも、手指の動かし方を早い段階で習得できたのは、館長の本への執念の賜たま物ものだろう。

　歩けるようになるのはまだまだ先になりそうだが、とりあえず座った状態で、自力で本を読む事はできる。

　そんな状態の館長の胸ぐらを、ジェマは容赦なく摑つかんで引き寄せた。

「ちょ、ちょっと隊長！　暴力は──」

「下がれバルセル！　火急の用向きだ！」

　鋭く牽けん制せいされて、バルセルはぎくりと動きを止めた。ジェマは館長から目を逸そらさず、震える声で短い質問を口にする。

「……本当なのか？」

　館長は眠たげな目でジェマを見返した。

「わ、ワタシ、は……結界の中を、み、見る事は、できない。せ、説明しろ。何を聞きたい？　大聖堂で……何を知った？　知りたい事は……ど、どれだ」

「主教様は、祭壇に代行様はいないと言った。そもそも、代行などという役職を持つ者はいないのだと……七大聖堂の主教が死ぬと、代行の名を与えられて祭壇に葬ほうむられるのだと！」

「なんだと!?」

　思わず、俺は身を乗り出した。

　この北部遠征任務の第一の目的は、教会の最高指導者である〝代行様〟とやらを、ジェネロス島にある祭壇から救い出す事だ。

　その代行が──そもそも存在しないだと？

　館長はジェマの質問を理解すると、仮面のように動かなかった表情を不器用に歪ゆがめて笑った。

「キヒ……キヒハハ……ああ、それか、その話か。そうだ、そうだ……主教、の、言う通り。だ、だ、代行など……いない。わ、ワタシが召喚されて、百年もの間……い、い、一度もだ。一度も代行など、い、いた事がない……祭壇、に、行くのは……死んだ主教の、し、死体だけ。そ、それをお前達は、だ、代行を救うと息巻き、ウェニアスを旅立った……滑こつ稽けいだ、実に、滑こつ稽けい、だ……」

「貴様……知っていたのなら、なぜ今までそれを黙っていた！」

「わ、ワタシは……聞かれた事しか、こ、答えない……。き、聞かれたのは、祭壇の、様子だ。ワタシ、は……け、結界に阻はばまれ、見えない、と答えた。それは、事実だ。噓うそではない」

　館長の能力も完全ではなく、魔女や教会の結界の前では無力化する。

　ジェマは拳こぶしを握り締めたが、すんでのところで、館長を殴なぐるのを堪こらえた。

　その体を乱暴に突き放し、苦々しい表情で俺達に向き直る。

「あの、隊長……今のは一体、どういう……」

「聞いたままの話だ。我々が代行様を救出するためにウェニアスからきた事を伝えたら、主教様が話して下さった。救うべき者は祭壇にいないと……五百年の昔から、祭壇に代行が存在した事は一度もないと……！」

　それじゃあ、と俺は顎あごを落とす。

「無駄足だったって事か……？　ここまでの行軍が？」

　ジェマは唇を引き結ぶ。

「……あるいは、これ以上の犠牲が増える事を恐れた主教様が、我々に偽りを話しているのではと思ったが……」

　館長が主教の話を肯定し、教会騎士団の無駄足は決定した。

「ですが、隊長。我々は行軍の結果、多くの民を救いました。南が安全だという情報を、ノックス大聖堂に伝える事もできた。まったくの無駄足という事はありません」

「それは結果に過ぎない！　ここでそれを知れたからよかったものの、もし大聖堂が悪魔の手に落ちていたら……？　主教様が亡くなっていたら？　私は存在しない代行様を救うため、多くの兵を死地に送り込む事になっていたんだぞ！」

　俺とゼロの目的は〝ゼロの師匠を倒す〟であって、〝代行を救う〟じゃねぇからさほどの衝撃はないが、教会騎士団からすりゃたまったもんじゃないだろう。

　もし祭壇で代行を救うなんて無茶な任務じゃなかったら、北を目指す兵力はもっと少数で済んだ。そうしたらウェニアスの守りも固くなり、周辺国家への救出活動もはかどっただろう。

「つーかよ、なんで教会はそんな噓うそついてたんだ？　別に代行がいるって事にしとかないと困る話なんて、一つもありゃしねぇだろうに」

「……それについて、副隊長殿が主教様に詳しく話をうかがっているところだ。私は取り急ぎ、真偽の確認のためこちらに……」

　くそ、とジェマは罵ののしり声ごえを上げた。

「兵になんと説明したら……こんな茶番のために、危険な行軍を……！」

「落ち着いてください、隊長。教会にも何か事情が──」

「事情など、命を落とした兵にはなんの慰めにもならない！」

　ジェマはバルセルを睨にらみつけた。

「もう二度と、耳みみ障ざわりのいい言葉で私を操ろうとするのはよせ」

「あ、あたしは何もそんなつもりじゃ……」

「忘れたか、バルセル。貴様との休戦は、ノックス大聖堂に到着するまでが期限だった。無事にその任務を果たした今、私は貴様への怒りを抑えはしない」

　言い捨てて、ジェマは馬車から飛び降りた。

　それを追いかけるように、ゼロもゆうゆうと馬車から降りる。俺とバルセルは様子見だ。どう考えても、俺達がジェマに何か言ったところでますます興奮させるだけだろう。

「少し落ち着くのだ、隊長。君がうろたえては、兵達が不安がる」

「魔女殿。しかし──」

「行軍を終えて気でも抜けたか？　結界に守られているとはいえ、北の地には多くの悪魔がうごめいている。君はこの先どうするかを決め、兵を率いなければならない。違うか？」

　あ、とジェマは声をこぼし、ふと周囲を見渡した。

　館長の護衛と伝令任務のため、結界外の天幕で過ごしていた兵達が、苛いら立だつジェマを遠巻きに眺めている。

「……すまない。少し、頭に血が昇って……」

「だろうとも。我わが輩はいとて、少しばかり驚いた。…‥だが、代行が祭壇にいないにしても、悪魔の群れが北に向かったのは事実だ。代行が目的でないのなら、悪魔達は何な故ぜ北に？」

「ああ、そうか……確かに、妙だな……」

「そうだ。敵の目的は、今ひとつ判然としていない。結果論でしかないのは事実だが、多くの兵力がノックス大聖堂に到達できたのは、喜ばしい事だと我わが輩はいは思う。最悪の場合、ノックス大聖堂の民を護衛しつつ、ウェニアス王国まで撤退する可能性もあり得るのだ。人員が多ければ、取れる作戦も増えるだろう」

「……状況を前向きに捉とらえろ、と？」

　ジェマの探るような問いかけを、ゼロは「事実を言ったまでだ」とスルリとかわす。

「しかし、起きてしまった事を悔いても何も解決しないのは事実だ。ひとまず、副隊長が主教から聞き出しているという、教会の事情とやらを待とうではないか。ときに隊長よ、我わが輩はい達は食事の最中だったのだが──」

　はっと、ジェマは食いかけのまま放置されている、器や鍋なべに気がついた。途端に、自分の横おう柄へいな態度を思い出したように、赤くなって小さくなる。

「す、すまない！　私ときたら……食事の邪魔をするつもりでは……」

「ああ、いやそうではない。君も食事はまだなのかと思ってな。我わが輩はい、食事の邪魔をされるのは大嫌いだが、邪魔が入ったところで食事をやめるほどやわでもない」

　確かに、ゼロは俺が馬車に跳ね飛ばされても、飯を食い続けたという実績を持っている。実際、ジェマが館長に詰め寄ってる時だって、パンを頰ほお張ばる手を止めはしなかった。

「副隊長を待つ間、一緒にどうかと思ってな。従卒と傭よう兵へいが同席する事になるが……」

　ゼロの言葉に、ジェマは馬車から身を乗り出して様子をうかがっている俺達に視線を投げた。

　ぐっと唇くちびるを引き結び、腹に力を入れて頷うなずく。

「……いただこう。確かに、随分空腹だ」

　よかった、とりあえず俺達を許容できる程度には落ち着きを取り戻したようだ。

　焚たき火びの傍そばに腰を下ろしたジェマに満足げに微笑ほほえんで、ゼロは俺達を呼んだ。

「──という事だ、二人とも。馬車から出てくるといい」
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「これはこれは……勢せい揃ぞろいのようですな」

　副隊長のジジイこと、レイラント・タンガーが愛馬を走らせて現れたのは、俺達が食事を終え、日が暮れた野営地に火が灯ともり始める頃だった。

「遅かったではないか。我わが輩はい、待ちくたびれた」

「日をまたぐ前に参じた事を、むしろ賞賛していただきたい」

「そんなに長い話だったのかよ……」

「長くはない。だが……受け入れるのには、少し時間がかかりそうだ」

　渋い表情で馬を下りた副隊長を、ジェマは自分の隣に呼び寄せる。

　火を囲んで丸太に腰を下ろすと、副隊長はバルセルに渡された葡萄ぶどう酒しゆを一口含んだ。

「はっきり言って、私はまだ受け入れる事ができていない。今後受け入れられるかも分からない。ですから、ただ聞いたままをお伝えします」

「ず、随分改まるのですね……代行様がいらっしゃらないというだけで、十分に受け入れがたいというのに……」

「さよう。教会は我々に、長年噓うそを吐ついてきた。だが、きっと高潔な理由が……我々教会信者を納得させるだけの理由があるのだと私は信じ、その信頼を打ち砕かれた」

　なるほど、受け入れがたそうだ。

　俺とゼロはそもそも教会信者ってわけじゃないから大して気にならないだろうが、ジェマが聞いたら卒倒するかもしれない。

　って言うか、話を聞く前から気を失いそうな勢いだ。

「やめておきますかな？」

「いえ、副隊長。お聞かせください」

　組み合わせた両手に力を込めて、ジェマは話の続きを促した。

　レイラントは重い口を開く。

「──五百年前。教会は魔女に勝利し、世界に平和をもたらした。教会という組織を立ち上げたのは、一人の代行様と、それに従う七人の主教──これは魔女殿もご存知でしょうな？」

　ゼロは頷うなずいた。

「つまり、今は存在しない代行も、最初の一人は存在した──という事で間違いないのだな？」

「いかにもそうです。そして主教様が言うには、教会を結成した最初の人──代行様は、一人の高名な魔女であったと」

　一瞬、全員が凍りついた。

　言うまでもなく、魔女と教会は対立する存在だ。

　それが、そもそも教会を立ち上げたのは魔女だったと言われたって、「何言ってんだこいつ」としか思えない。

　そして、副隊長は俺達のそんな顔を見回して、

「ええ……私もそんな顔になりました」

　と呻うめくように言った。

「白魔女という言葉を、聞いた事があるでしょう。人々の暮らしに寄り添い、病を癒いやし、日照りが続けば雨を呼び、氾はん濫らんする川を鎮しずめる──そういう魔女達です。遥はるか昔、人々はそんな魔女を頼って生きていた。しかし同時に、強い力を持つ魔女を恐れてもいた。なぜなら、ひとたび魔女の機嫌を損ねれば、人々は魔女に対抗する術を何一つ持たなかったからです」

　俺はちらとゼロを見た。

　ゼロは俺の視線を受けて、ジジイの話を肯定するように頷うなずく。

「そんな世の中で、民は〝魔女ではない勢力〟を求めていました。怒り狂った魔女を鎮しずめられる勢力を──悪あしき魔女を征せい伐ばつできる救い手を。そこで教会の始祖は、自らが魔女であるという事実を隠して〝神の代行者〟と称し、魔女に対抗する勢力として民の信仰を得る事に成功したのです」

　自らが魔女である事を隠し、魔女を敵と定めた集団──それが教会の始まり。

　ジェマはそっと手のひらで額を押さえ、酒の入った水筒を手に取って一気に煽あおった。禁酒の誓いなど、とても守ってはいられない心境らしい。

「あの」

　バルセルが難しい顔で声を上げた。

「代行様が魔女だったってのが事実だとして……それに従ったっていう七人の主教は？　それも魔女だったんですか？」

「魔女は、代行様お一人だけだったという。七人の主教はそれを知らされず、代行は自らが魔女である事を隠し続けた。教会は順調にその勢力を広げ、多くの白魔女が、教会に賛同した」

「我わが輩はいもそれは聞いた事がある。悪あしき魔女を狩り、世界を混こん沌とんから解放すべく活動していた教会に、多くの魔女が賛同し、協力したと」

　それは俺も聞いた事がある──つっても、ゼロから聞いた事があるってだけだが。

　墓掘り人こと、〝背はい徳とく〟の名を持つ裁定官が暴れた一件の時、ゼロは〝教会を信じてはいないが、悪だとも思っていない〟と言っていた。

　教会は世界の安あん寧ねいに尽力してきたし、それに魔女が協力した事もあるのだと。

「ですが」

　ジェマが声を上げた。

「い、今の教会の教えでは……魔女はすべて悪であると……」

「あぁ……最悪なのはここからだ」

　レイラントは、脅おどかすように更に声を低くした。

「教会が勢力を広げるうち、人々は〝正義の魔女〟と〝悪の魔女〟がいる事を知った。人々は白魔女を〝聖女〟と呼んで敬ったという。だが〝悪の魔女〟は、〝聖女〟を騙かたる事を覚えた」

「ああ……まあ、そうなるよな」

「民はうろたえた。結局魔女は正義なのか、悪なのか。明確な答えを欲しがり、教会に救いを求めた。魔女と協力している教会は、本当に信じるに値する存在なのかと。──それが五百年前。大戦の直前です」

　嫌な予感がしてきた。

　なぜなら、俺は教会の現状を知っている。

　全ての魔女を敵と定めて、延々と残党狩りまで続けている徹底した魔女嫌いを。

「教会は──いえ〝七人の主教〟は、魔女を教会から切り離すべきだと主張しました。悪あしき魔女と正義の魔女など、区別してはいられない。魔女を自称する者はすべて狩らねば、民は心安らかに日々を過ごす事はできないと」

「それを聞いて、代行様は……」

　ジェマは息を吞のむ。

　副隊長は額を押さえ、背を丸めた。

「七人の主教に対し、自分も魔女である事を明かしたと」

　バカ野郎、と。五百年も昔の人間に対する罵ののしり声ごえが喉まで出かけた。

　その状況で自分が魔女だとバラしたら、どうなるかは想像できたはずだ。

「主教達は驚かなかったと言います。何十年も共に布教に努めてきた代行だけが、決して衰おとろえぬ若さを保っていたから。それが神の奇跡ではなく、魔女の魔力によるものだと気づいていたから。主教達は、代行が魔女だと知りながら、魔女を排除せよと進言したのです」

　事実上、決別の宣告だろう。

　教会は大きくなった。

　魔女に対抗する手段も知れた。

　もう、魔女が教会の頂点に立っている必要はないのだと。むしろ、多くの教会信者にその事実が知られたら、教会の不利益にしかならないと。

「その話し合いが行われたのが、ジェネロス島の祭壇。──主教達はあらかじめ、祭壇という名の牢ろう獄ごくを作り上げ、そこに代行様を誘い出したのです。もし代行様が魔女の排除に反対し、自らが魔女である事を告白したとき、代行様を永遠に幽ゆう閉へいするために」

「──噓うそだ！」

　ジェマは立ち上がった。

「冗談にしても、少々度が過ぎております、副隊長。このような話を聞きたくて、私はお待ちしていたのではありません」

「私とて、このような話をしたくはありませんでした。私も先ほど何度も主教様に詰め寄って、噓うそだと言ってくれと懇願した。ですがノックス大聖堂の主教様は、これが事実であると私に断言した。事実、なぜ祭壇に代行様がお一人で暮らす習わしなのか。なぜ代々の主教様しか会いに行く事が許されないのか。全ての疑問がこの説明で解決してしまうのです、隊長」

　ジェマはふらりとよろけ、焚たき火びから数歩離れた。

「少し……一人にさせてくれ」

　それだけ言い残して、ふらふらと町の方に歩いていく。

　少し時間を空けて、バルセルが立ち上がった。

「追いかけるのか？」

「隊長、酒入ると危なっかしいんで……まあ、下手に近づきゃしませんよ」

「嫌われてるってのに、過保護なこったな」

「ぼんくらながらも、一応育ての親ですんでね」

　俺の軽口に苦笑しながら、バルセルはジェマが歩いていった方向に足早に消えていく。

　さて、とゼロも立ち上がった。

「ともあれ、我わが輩はいは無事に教会騎士団をノックス大聖堂まで送り届けた。これにて任務は完了だ」

　うむ、と副隊長も立ち上がる。そうすると、俺も立ち上がらざるを得ない。

「道中、この上なく心強かった。魔女殿がおらねば、今の兵の半数もここにたどり着けはしなかったでしょう」

「教会騎士団の働きあればこそ、我わが輩はいもそれなりに楽ができた。まあ──初めはどうなる事かと思ったがな」

　ゼロがにやりと笑うと、副隊長は気まずそうに苦笑する。

「祭壇行きの任務はなくなりましたが、ノックス大聖堂近辺の、小さな教会を探索して生存者を探す事はできまいかと、主教様に相談されました。明日からはそちらの任務に兵を割きますが……もし世界を救う任務に兵力が必要ならば、遠えん慮りよなく頼って頂きたい」

「魔女のために、命を捨てる覚悟があるのか？」

「世界のためなら、いつでも覚悟はできている。──教会の始まりがどうであれ、な」




　副隊長も立ち去り、いよいよ二人きり──まあ館長が馬車にいるが──になった。

　今まで集団で行動していたせいか、急に心もとない気分になる。

「……で？　俺らはこれからどうするよ。お前の師匠を探すんだろう？」

「うむ……実を言うと、すでに館長に居場所は聞いてあるのだ」

「へぇ？　なんであの場で言わなかったんだよ」

「──祭壇にいる、と言われたのでな」

　ぎょっとして、俺はゼロに振り向いた。

「じゃあ、お前最初から──！」

「先走って我わが輩はいを悪い魔女と責めるのは感心しないぞ、傭よう兵へい。館長は、祭壇の中まで見通す事はできない。お師匠様は確かに祭壇の付近で観測不能になったが、祭壇の内部で何が行われているかまでは、我わが輩はいにも分からなかった。無論、代行が生きているのか、存在しているのかどうかもな」

「そりゃまあ……そうかもしれねぇがよ……」

　世界を破壊した張本人が祭壇の近くで消えたなんて重大な情報を隠してたわけだから、十分悪い魔女だと思うんだが……。

　まあ、深く追及しないでおこう。実際、その情報を開示したところで、ジェマや兵を不安にさせるだけだっただろうしな。

「つー事は……だ。俺達は結局、祭壇に行く事になるのか？」

「そうだ」

「離れ小島だろ？　船に乗るのか？」

「館長が言うには──海が凍っているそうだ。歩いて行ける」

「海って凍るもんなのか……？」

「事実凍っているのなら、そういうものだと言うしかないな」

「どうりで寒いわけだよ……」

　俺は、ウェニアス王国でゼロの師匠に対面した時の事を思い出した。

　あの時は一瞬で周りが凍りつき、流れる川まで凍っていた。って事は、北がこんなに寒いのも、海が凍っているのも、全部ゼロの師匠の仕業だろう。

「居場所が分かりやすいのは結構な事だが……どうも嫌な感じがするな。待ち伏せされてる気分だ」

「待ち伏せ……か。いや、どうだろうな……」

「なんだ？　含みのある言い方するじゃねえか」

「我わが輩はいとて、時には明言を避ける事もある。──怖いか？」

「怖いな」

　何がと言わず、大体において全部が怖い。

　正直に答えると、ゼロはくつくつと肩を揺らした。

　そして、いつもの言葉を口にする。

「心配するな、傭よう兵へい。君の事は我わが輩はいが守る。絶対にな」
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「……いるんだろう、バルセル。こそこそ隠れていないで、出てこい」

　星も月も見えない漆しつ黒こくの空から、ひらひらと雪が降り始めていた。

　ジェマは町の外に展開した天幕の間を通り抜け、回廊に囲まれたノックス大聖堂の中庭に立ち尽くしていた。

　ジェマに呼ばれて、バルセルは回廊の柱の陰から姿を現す。

「おかしいな……絶対に気づかれてないと思ったんですが……」

「お前なら、きっとどこかで私を見ているだろうと思ってな」

「カマかけたんですか？　人がお悪い」

　冗談めかして笑ったバルセルに対し、ジェマは黒い空を見上げたまま眉一つ動かさない。

「……隊長、あの」

「みな、噓うそばかりだな」

「は？」

「父は私の前で、善人のように振舞った。弱者をいたぶる俗悪な人間だったにも関わらず、まるで高潔な騎士であるかのように。そしてお前は、私にその噓うそを信じさせた。父を殺した事実を隠し、私を今まで守り、育ててくれた。──そして、最後は教会だ。私が信じていたものは、どれもこれも私に噓うそを吐ついている」

　ふ、とジェマが自嘲のこもった笑いをこぼし、ようやくバルセルに目を向ける。

「もう、何を信じたらいいのか分からなくなってしまった。信じるものがことごとく間違いならば、私は兵を率いてどの道を進めばいい？　私はここまで多くの兵を率いてきたが、結局お前と副隊長に頼ってばかりだった。ならば私など、最初から──」

「お忘れのようですが、隊長。副隊長が兵を率いていたら、魔女殿は火ひ炙あぶりにされて、教会騎士団は全滅でしたよ」

「あ、そうか」

　急にいつもの調子で呟つぶやいたジェマに、バルセルは思わずといったふうに吹き出した。

「な、何がおかしい！」

「ああいや、すみません。〝そんな事はない〟と否定されるかと思ってたんですが、意外とあっさり認めたなと」

「事実、副隊長殿は一度私を放ほう逐ちくしているからな。そこは否定しようもない」

「ですね」

　くつくつと肩を揺らしながら、バルセルは一歩、回廊から中庭に足を進める。だがジェマがギクリとして引いたので、再び回廊に後退した。

「あたしが言えた義理じゃあないでしょうが……隊長の美徳は、他人を信じる力です。魔女殿を信じた事もそうですし、一度自分を裏切った副隊長も信じた。長年隊長に噓うそを吐ついてきたあたしの意見だって、正しいと思えば受け入れてくださる。それがどれほど難しいか、あたしには分かります」

「そう言われると、私はまるでお人ひと好よしみたいだ」

　ジェマの顰しかめ面つらに、バルセルはへらりと笑った。

「まるで、お人ひと好よしが悪い事のようにおっしゃる。──実際、組織の上に立つ人間には、さほどの能力はいらないんですよ。部下が有能なら組織は回るし、上の人間が部下に好かれていれば、その組織は長続きする」

「隊長などお飾りだと？」

「最終的な意思決定をする人間が、お飾りでいいわきゃないでしょう。これはあたしの持論ですが、人の上に立つ唯一絶対の条件は、人道をわきまえているかどうかです。これを持たない人間が率いる部隊を、あたしは間近で見てきましたから」

　自分の父の話だと気がついて、ジェマは表情を曇らせる。

「……なぜ、教えてくれなかったんだ？　私の父が残忍な男だったと……だからお前が殺したのだと」

「教える必要がなかったからです」

「私の父だ！」

「だからなんです？　自分の父親がクズだと知って、いい事なんざ一つもねぇでしょうよ」

　ジェマははっと目を見開いた。

「隊長の頭の中には、優しいお父上の姿があったでしょう？　目指すべき高潔な騎士の姿が。隊長がそれを目指して真まっ直すぐに進んでいるってのに、わざわざお父上の本性をお伝えして何になります？　お父上があたしの家族を殺したと……あたしが隊長の父を殺したと」

「少なくとも、隠し事がばれて私を怒らせる事は避けられただろうな」

　トゲのある言い方に、バルセルは苦笑する。

「それを言われると返す言葉もありませんがね……あの悪魔さえ余計な事言わなきゃ、あたしは墓場までこの話を持っていくつもりだった」

「だが、しくじった」

「ええ……ですから父親面も終わりにできりゃいいんですが、さすがに長く続け過ぎました。できるだけ距離を置くよう努力しますが、今回みたいに酒を飲んで一人でフラフラどっかに消えられた日にゃ、どうしたって追いかけずにはいられない」

　ジェマはむっとして言い返しかけたが、何を言ったらいいのか分からないまま、真っ白な息を細く吐き出す事しかできなかった。

　言葉にできなかった思いは、忌いま々いましさを伴って胸の奥につっかえたようになる。

　イライラと、ジェマはまた手袋を嚙かんだ。

「隊長、そのクセは──」

「隊長殿。こちらにおいででしたか」

　ふと背後から声をかけられ、ジェマは振り向いた。

　回廊の向こうから、長身の老人が歩いてくる。

「副隊長殿……！」

「部屋にお戻りでないようでしたので、いささか心配いたしました。お邪魔でしたかな？」

「いえ、ただ……部屋に戻る気になれなくて……奇妙に思われるかもしれませんが、私の足は無意識に大聖堂に向かっていました。教会の大罪を知った直後だというのに……」

「分かります」

　レイラントは穏やかに頷うなずき、同意を示した。

「私も主教様から話をうかがい、神を疑う心の中で、神に祈っていた。体に染しみ付ついた習慣は、そう簡単には消えないものですな。──しかし、そろそろ部屋にお戻りください。だいぶ冷えてまいりました。隊長に倒れられては事だ」

　それじゃあ、と、バルセルが回廊の柱の陰にすっと下がった。

「あたしは魔女殿達んところに戻ります。副隊長、隊長をお願いします」

「言われずとも」

　呆あつ気けないほど簡単に遠ざかっていくバルセルの足音に、ジェマは「あ」と声を上げかけ、苦々しい表情でそれを吞のみ込こんだ。

「……呼び戻してまいりましょうか？」

「あ、いえ……！　そういうわけでは……ただ……」

「……あの従卒が、隊長の父を殺した話ですか？」

　ジェマはぎょっとした。

　行軍の間中、その話題は避けてきた。〈禁書館〉で何があったか問われても、バルセルとの事だけは伏せてきたのだ。

　てっきり、レイラントは何も知らないと思っていたのに──。

「あれほど従卒にべったりだった隊長が、〈禁書館〉から戻ってきて以来、従卒を避けている。何かあったと思わない方がおかしいでしょう。従卒を問い詰めたところ、あっさりと話しました。心されませ、兵は常に将を見ています」

「……肝きもに銘めいじます」

「立ち入るべき領域ではないと思い、知らぬふりをしておりましたが……何か問題が？」

　ジェマは首を左右に振った。

「分からないのです……そもそも、何が問題なのかが。副隊長は、私の父が尊敬に値しない男だとご存知だったのでしょう？」

「吐き気を催もよおす邪悪さを、信仰心で隠すのが上う手まい男でした」

「だから私も、そういう類の人間だとお思いに？」

「その件につきましては、深く謝罪いたします。私が浅はかだった」

　いえ、とジェマは慌あわてて首を左右に振る。

「私の父は、それほど酷ひどい男だったのでしょう？　私がその事実を知らされたとき……私はこう思ったのです。〝バルセルが私に噓うそを吐つくはずがない〟と。──〝父がそんな事をするわけがない〟とは思いませんでした」

「……ほう？」

「本当は、父が高潔な存在ではないと、薄々感づいていたのかもしれません。噂うわさはときおり耳にしましたし……父の話をするとき、バルセルは少し緊張しているようでした。バルセルが私の父を殺したと聞いた時より、私の父がバルセルの妻子を殺したと聞いた時の方が辛かった。それで、気づいてしまったのです。私は実の父を、少しも愛してはいなかったのだと」

　では、とレイラントは頷うなずく。

「従卒に恨みはないと？」

「……私は罪深い」

「それを言うなら、あなたの父が獣けもの堕おちに殺されたと聞いたとき、私は密ひそかに祝杯をあげました。これこそ罪深い。続きは歩きながらでも？」

　促されて、ジェマは歩き出した。

「ですが、私は怒ってもいるのです。バルセルは、私に真実を隠し続けました。あの男は、教える必要はなかったと……教えたところで、お互いに不利益を被こうむるだけだったと」

「でしょうな。──隊長もその意見に納得を？」

「ええ、してしまった。ですが、ここが」

　ジェマは胸の奥につっかえた、忌いま々いましさの塊に顔を歪ゆがめた。

「ひどく、苦しいのです。あの男が正しい事を言うたび、あの男の言葉に納得するたび、苦々しさが湧き上がってくる。私は話して欲しかったのです。真実を話しても大丈夫だと信じていて欲しかった。──私がバルセルを信じたように」

「それは……」

　レイラントはそっと顎を撫なでた。

「極めて難しい要求ですな」

「何な故ぜです！　私が至らないからですか？　私が──」

「親は子に嫌われる事を何より恐れるからです」

「……は？」

　まったく予想していなかった答えに、ジェマは思わず足を止めた。

　ジェマの寝室は、大聖堂に隣接する教会騎士団の兵舎にある。悪魔の群れによる襲撃で、ノックスを守る教会騎士団員にも多くの犠牲が出た。

　それゆえ、上等な部屋が余っているという状況だった。

　ジェマが部屋に戻りたくなかった理由はここにもある。

　ジェマとレイラントの寝室がある兵舎二階に向かう階段の半ばで、ジェマはレイラントと向かい合った。

「親……というのは……その……バルセルの事でしょうか……？」

「血の繫つながりがあるにせよ、ないにせよ、あの従卒は自らの人生をかけてあなたを育て、お守りしてきた。ならばあれはあなたの養父でしょう」

「それは……そうですが……」

「そして親というものは時々、子供可愛かわいさにひどく馬鹿な事をするものです。話すべき事実を隠しておくとか、そういう事ですな。ゆえに子は親を叱しかり、正してやらねばならない」

「し、しかし教会では、子は親を敬うものだと教えられます……！」

　レイラントは笑った。

「教会もまた然りです。五百年の長い歴史の中で、民の親たる教会は幾度も過あやまちを犯してきました。そのつど子である信者が怒り、過あやまちを正してきた。その始まりからして、過あやまちを犯していた事にはいささか衝撃を受けましたが……」

　レイラントはため息を吐つくが、ジェマの目には、その衝撃からすでに立ち直っているようにも見える。

「お分かりになりますか？　誰もが過あやまちを犯す。私も、あなたもそうであったはずだ」

「……はい」

「その過あやまちを正す機会を得たとき、どう行動するか──それが全てです。教会の大罪に関して言えば、現在に至るまでの教会の教えが私を高めてきた事実と、今後も民のために尽くすだろうという事実を考慮し、私は教会の噓うそを許容する事に決めました」

「そ、そんなに簡単に割り切れるものでは……！」

「ええ、隊長はまだお若い。存分に悩まれませ。私のようなおいぼれには、もはや悩む時間も残ってはおりませんゆえ」

「そんな、副隊長殿！　おいぼれだなんて……どうか気弱な事をおっしゃらないでください」

「……ここは笑うところです、隊長。そう深刻に取られては逆に傷つく」

　低く言われて、ジェマは青ざめた。

「も、申し訳ありません！　副隊長殿が冗談を言うとは思わず……わ、私ときたら、とんだご無礼を……！」

「もう結構。どうかお忘れください。まあ……私個人の意見を言わせていただけば、あの従卒は許すには値しませんがな」

「何な故ぜです？」

「隊長の怒りから逃げているからです」

　ジェマは息を吞のんだ。

「決定的な拒絶を恐れるあまり、数歩下がって曖あい昧まいな距離を保とうとしている。卑ひ怯きようとしか言いようがありませんな」

　ジェマはレイラントを凝ぎよう視しした。

　そうだ、と思う。

　ジェマは確かにバルセルを拒絶した。するとあの男は拒絶された分だけ後ろに下がり、「このくらい下がれば十分ですか？」とでも言うような顔をする。

　バルセルは最初からジェマの信頼を必要としていないし、拒絶されても好きなようにやらせてもらう──そんな態度が気に入らない。

「よく……見ていらっしゃるのですね……」

「伊だ達てに歳としをとっているわけではありません。しかしこう言ってはなんですが……丁度良かったとも思っているのです」

「何がです？」

「距離感の話です。親と子は、本来成人して早々に引き離されますが……隊長の場合、〝親〟が〝従卒〟として常に傍そばにいた。これはひどくいびつな事だ。今までが近すぎたのです、あなた方は」

　かっと、ジェマは頰が赤くなるのを感じた。

　確かに、少し過保護だなとは思っていた。

　だが第三者から改めて〝近すぎた〟と言われると、それほどでもなかったような気がしてしまうくらいには、ジェマにとってバルセルは、傍そばにいて当たり前の存在だった。

　それがひどく恥ずかしい。

「そ、それほど……異常でしたでしょうか？　私は……あ、あれが普通だと……」

「隊長はもう少し、〝普通〟について学ばれるべきでしょう。──ときに、隊長。明日には近隣の教会に向けての救出任務について話し合う事になります。では、よくお眠りください」

　折り目正しく礼をして、レイラントはジェマを置いて階段を上っていき、与えられた寝室へと消えていった。

　ジェマは階段の半ばで、ただただ毒気を抜かれたような気分になる。

　ジェマはそっと胸を押さえた。

　胸につかえていた忌いま々いましさが、少しだけ和らいだような気がした。
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　夜、俺は奇妙な寒さで目が覚めた。

　起き上がってみると、腕の中で丸くなっているはずのゼロがいない。

　馬車を見回すと、館長が隅っこの方で毛布を被かぶって丸くなって眠っているだけだった。

「……魔女？」

「外だ」

　呟つぶやくと、すぐに答えがあった。

　幌ほろを押しのけて馬車の外に出てみると、夜のうちに降り積もった雪が俺の腰まで届く勢いで、馬車の車輪を完全に埋め尽くしている。

「うーわぁ……こりゃまた積もったなぁ……」

　真っ白な息で霞かすむ視界に目を細め、ゼロの姿を探すと、

「上だ」

　とまた声がある。

　馬車の上によじ登っているらしい。

　なんでそんなところに、と思いながら御者台に上がると、この雪の中、毛布の一枚もはおらずに膝ひざを抱えているゼロの姿が目に入った。
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「馬鹿、凍死する気かお前……！」

「我わが輩はいは魔女だ。このくらいで凍死などしない」

「の割に、耳と鼻が真っ赤だがな……」

　俺はゼロを馬車の屋根から御者台まで引きずり下ろすと、膝ひざの間に座らせた。俺の分厚い毛皮ごしでも、ゼロの体が氷みたいに冷たくなっているのが分かる。

「外で何やってたんだ、お前」

「考え事を少しな」

「それは馬車の中じゃできなかったのか？」

　呆あきれて聞くと、ゼロは無言で肩を竦すくめる。

「……君は暖かいな、傭よう兵へい」

「獣けものだからな」

「我わが輩はい、君とこうしているのが好きだ。とても安心するし、ずっとこうしていたくなる」

「……魔女？」

　なんだ突然、とその顔を覗のぞき込こむと、ゼロは遠くを見つめるばかりで、俺と目を合わせようとしなかった。

　いよいよ様子がおかしいが、俺にはその理由が分からない。

「……君は、どうだ？」

「何？」

「我わが輩はいとこうしているのは、好きか？　ずっとこうしていたいと思うか？」

　違和感の正体に、ふと気づいた。

　今までゼロはほとんどの場合、「君も我わが輩はいが好きだろう」と、断定するような言い方ばかりをしていた。

　だが今は、明確に俺からの答えを求めている。

　俺は口を開き、閉じた。

　しばらく躊ちゆう躇ちよし、ゼロの体に腕を回すと、ガキが人形を抱いてるような形になる。

　う、とゼロが声を上げ、首だけ反らして意外そうに俺を見た。

「……そういうのを口に出して言うのは……苦手だ」

「ああ……うん、そうだな。確かに、君はそうだった」

「でだ……その……なんだ。これじゃ伝わらねえか？」

「いや……伝わる」

　笑って、ゼロは俺の腕に冷えた頰をすり寄せる。

「そうか。ならまあ……そういう事だ」

　どういう事だよ、と自分で自分に突っ込みたい気分だ。なんつーか、首の後ろがざわざわして落ち着かない。

「……しかし、傭よう兵へい」

「あん？」

「我わが輩はいは魔女なのだ」

「そうだな」

「君は……我わが輩はいより先に死んでしまう」

　そりゃあ、と俺は顔を顰しかめた。

「さすがに五百年は生きねぇな、俺がどんなに健康でも」

「笑い事ではないぞ、傭よう兵へい」

　俺が交ぜっ返すと、ゼロは不機嫌そうに唇くちびるを尖とがらせる。

「なんだお前……わざわざ馬車の外に出て、そんな事考えてたのか？」

「色々だ。世界の事、教会と魔女の事、お師匠様の事、君と我わが輩はいの事……どうする事が一番いいのか、考えていたのだ」

「お前のお師匠様をぶっ殺して、めでたしめでたしだろうが」

「ああ……我わが輩はいは今、神父のツッコミが切実に恋しいと感じている。あの男ならば、君の頭をひっぱたいて〝バカは黙っていろ〟と言ってくれただろう」

　今度は俺が不機嫌顔になる番だった。

　不機嫌ついでにゼロを肩に担かつぎ上あげ、御者台から馬車の中に戻る。

「いいからもう寝ろ。お前に倒れられたら、世界の終わりだ。考え事は寝ながらするんだな」

「それは無理な相談だな」

　くあ、とゼロはあくびする。

「君の腕の中は、あまりに寝心地が良すぎる。これでは考え事などする暇もない」
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　朝、目覚めの一声にどんなものを望むかと聞かれれば、そりゃあ人それぞれだろう。

　鳥のさえずりが一番無難だが、通りを走るガキどもの笑い声ってのもありそうだ。なんなら、飯ができたと教えてくれる誰かの声でも構わない。

　少なくとも──だ。

「お二人さん、ちと朝寝がすぎるんじゃねぇですか？　あたし腹減ったんですけど」

　飯をせびるおっさんの声で目を覚ましたいと思う奴やつはいないだろう。

　実際、俺の目覚めの気分はたった今最悪になった。

「……なんで俺が下したっ端ぱの飯のために早起きしなきゃなんねぇんだよ……！」

　俺は不機嫌もあらわに起き上がり、馬車の幌ほろを押し上げて中を覗のぞき込こんでいるバルセルを睨にらみつけた。

「おー、こわ……軽い冗談ですって。今日はあたしが朝飯用意しましたんで、口に合わないかもしれませんが、よけりゃあどうぞって話です」

「はーん？　どういう風の吹き回しだ、そりゃ」

「何せあたしは、旦那の傭よう兵へい仲間の座を狙ってますんで」

　忘れたんですか？　と問われて、忘れたな、と答える。

　実際完全に忘れてた。って言うかマジで本気だったのかその話……。

「ん……んぅ……なんだ、朝か……」

　俺が起き出す気配を見せると、ゼロも眠い目をこすりこすり起き上がった。館長はとっくに目を覚まし、相変わらず馬車の隅すみっこで本を読んでいる。

　獣けもの堕おちとしての能力をすべて失った館長だが、悪魔としての〝見る〟力は健在で、どんな暗闇でも本の小さな文字を追いかけられるらしい。

「館長も、そろそろ柔らかいパンくらいならいけるんじゃないですか？　行軍中はガッチガチの黒パンしかありませんでしたが……今朝、補給兵が焼きたてを届けてくれたんで」

　そう言って、バルセルは布にくるんだパンを差し出す。

　館長はそんなバルセルを半眼でじっと睨にらみ、

「……せ、世話を焼く、相手、を……ささ、探しているなら……わ、ワタシ、はよせ」

　と切り捨てた。

「別にあたしは、他人の世話焼いてなきゃ死んじまう病気でもないんですがね……隊長を娶めとろうとした時はぶっ殺そうと思いましたが、そんなガリガリにやせたガキの姿見せられちゃ、教会信者の博愛精神が放っておけねぇんですよ」

「い、いらん……不要な、世話だ……ワタシ、は……一人でいい……一人がいい……」

「まあ、人間の体で健康体を維持するにゃ、獣けもの堕おちの時より気ぃ張っとかなきゃならんのは事実だろうしな。今日は館長も外に出して、軽く太陽に当てとくか」

「そんな使い古しの枕みたいな言い方せんでも……」

　嫌だ、ワタシはここにいる、と言い張る館長を無理やり馬車の外に引っ張り出して、椅子代わりの倒とう木ぼくで焚たき火びを囲んだ朝飯の席に安置する。

　毛皮も皮下脂肪もあったもんじゃない館長が冷えすぎないよう毛布を巻きつけ、さらに荷物を重ねて背もたれを作ってやると、館長の不満顔も多少はマシになった。

　さらに柔らかなパンをちぎって口に押し込むと、

「……甘い」

　と、無表情のまま驚くという器用な芸当を成し遂げた。

「こ、この体は……味覚も違う……小麦、を、練って焼いただけのものが……こんなにも、甘いのか……なるほど……どうりで、本では〝甘いパン〟と書かれる……わけだ」

　館長の感想に、バルセルが目をしばたたく。

「獣けもの堕おちだったときと、味の感じ方が違うんで？」

「ち、違う。なな、何も、かも……すべて……すべて、が……かわる……な、何よりとても、話しやすい……」

　そういえば、獣けもの堕おちの姿でいた時よりもいくらか流りゆう暢ちように話せるようになっている。

　つっかえつっかえではあるが、言葉の組み立て方も前より上う手まい。以前の館長の言葉のたどたどしさは、発音できない言葉の多さが原因だったらしい。

「俺はこの面でも、そんなにしゃべりにくいとは思わねぇが……」

「そこまで顕けん著ちよに違って感じられるのは、館長は虫の魂を持つ身体だったからだ。まさに、生まれ変わったような感覚だろう。中身が悪魔でなければ、正気を保てたかも分からん」

　ゼロが口にした推測に、バルセルはほうほうと頷うなずく。

「じゃあ、旦那が人間に戻ったら？　どんな感じになるんです？」

「お、おい……！　てめぇ無神経だぞ！」

「だって気になるじゃねぇっすか」

　俺が気にしつつも怖くて聞けなかった事を、この野郎他ひ人と事ごとだと思って簡単に……。

「傭よう兵へいは……」

　ゼロはじっと俺を見た。

　そう言えば完全に忘れてたが、こいつは俺の人間としての姿が見えてるんだったな。

「そうだな……結構大きい」

「大おお雑ざつ把ぱ過ぎるだろうが！」

「それから……うーむ……なんと言えばいいのか……そうだな、我わが輩はい好みだ」

「んぐ!?」

「凜り々りしいながらも、愛あい嬌きようがあって……む？　これは今の姿でも同じか……ちょっとよく見せるのだ」

　ゼロが俺の顔をがっしと摑つかみ、まじまじと目を覗のぞき込こんでくる。

「ちょ、馬鹿やめろ！」

「何を今更。恥ずかしがる仲でもないだろう」

　押しのけると、ゼロが不思議そうに首を傾かしげる。

「昨晩だって、あれほど強く抱きしめ──」

「やぁあぁめぇえぇろぉおお！　おま、ちが……あれはお前が変な事言い出すから……！」

「旦那……女性を抱きしめたくらいで、何をそんなにうろたえてるんで……？　十五のガキだって、もうちょい堂々としてますよ」

「うるせぇ！　余計なお世話だ！」

　憐あわれむような目で見られ、俺は思い切り吐き捨てる。

「見た目はともかくとして……感覚的なもんはどうなるんです？」

「味覚については、今より少し敏感になるかもしれないな。鼻は当然悪くなる。耳もだ。動体視力は落ちるが、色を見分ける能力は上がるかもしれない。獣けものの戦士とは、本来〝そもそも人間として育った者〟に動物の力を付加する魔術だ。あらゆる感覚の強化はするが、人間だった頃とあまり感覚のズレが発生しないよう気を遣う。生活できなくなっては困るからな」

「へーぇ……よかったですねぇ、旦那。人間に戻っても正気を保てそうで」

　へらりと笑ったバルセルの頭を、俺は無言で殴りつけた。

　悪気がまったくねぇところが、神父より始末が悪い。

「……楽しそうだな、随分と」

　背後から声をかけられて、俺は首を巡らせた。

　すると、部下に大荷物を抱えさせたジェマが、複雑そうな表情で立っている。途端に、バルセルが立ち上がった。

「隊長……！　どうしてこちらに……？」

「きてはいけなかったか？」

「いえ……そういうわけでは……」

「主教様にお願いして、本を何冊かお借りしてきたんだ」

　本と聞いて、館長が食事の手を止める。

「ほ、本の、閲覧、は……せ、世界を救った、後だと……」

「それはお前とゼロ殿の約束だろう。これは私からだ。昨日、感情に任せて館長に乱暴を働いたので、その侘わびの意味も込めてな……受け取ってくれ、館長」

「ヒ、キヒヒ……ハハ……素晴らしい、す、素晴らしい。さ、さすがは……ワタシの選んだツガイ、だ」

「やはり本は持ち帰ろうか」

　ツガイと呼ばれて、ジェマはさっと表情をなくし、差し出しかけた本を引っ込めた。

　すると、今まで無表情だった館長が露骨に傷ついた表情になり、がっくりと項うな垂だれる。

「そ、そんな顔をされては、私が悪者みたいではないか！　本は置いていくから、そんなに落ち込まないでくれ……！」

「さすがにチョロすぎんだろう、隊長さん……」

「し、仕方ないだろう！　行軍では館長の力に救われたし……もしゼロ殿の許可を頂けるなら、今日の会議でもお前に力を貸して欲しい」

「ほう？　近隣の生存者の探索に、館長の目を使う気か」

「それと、我々を脅おびやかす可能性がある悪魔の名前と特徴を片っ端から教えてもらいたい。館長は字が書けるだろう？　悪魔の名前が分かれば、魔女殿の護衛がなくとも、比較的安全にノックス大聖堂を離れられる」

　館長はジェマから本を受け取り、軽く手を閉じ開きした。

「す、少し……みみ、乱れる、ぞ……ゆ、指が、上う手まく……動かせない……」

「それは私が手伝う。どうだろうか、ゼロ殿」

「我わが輩はいは構わない。その、悪魔の名を連ねた紙束を我わが輩はいももらえるのならば、両もろ手てを上げて賛成しよう」

「よかった……では決まりだ。バルセル」

「は！」

　急に声をかけられて、バルセルはぎくりとして背筋を正した。

「館長に専用の天幕を用意してお連れしろ」

「は……はぁ？」

　気の抜けた返事に、ジェマは片眉を吊つり上あげた。

「なんだ？　不満でもあるのか？」

「いえ、とんでもありません！」

「では取り掛かれ。私は大聖堂にいる。終わったら私を呼びに来い」

　命じられて、バルセルは天幕の準備のために走り去る。俺はその背中を見送って、改めてジェマを見た。

「……許したのか？」

　と聞くと、ジェマの眉み間けんに深々と皺しわが寄る。

「部下に命令を与えただけだ」

「それすら嫌がってたじゃねえか」

「それも馬鹿げていると思ってな」

　なるほど、正論だ。

　じゃあ俺の事はどうなんだ？　実行犯は俺だぞ？　などと、わざわざ藪やぶをつついて蛇へびを出すような馬鹿はしないでおこう。──と、思ったんだが……。

「では、傭よう兵へいはどうなのだ？」

　魔女って奴やつは藪やぶに入っていって蛇へびを引きずり出すのが大好きらしい。

　ジェマもその質問は想定していなかったようで、困ったように俺を見た。

「……傭よう兵へいという存在は、命令で動く雇われ者だ。話を聞く限り、お前も命がかかっている状況だったのだし……それに、お前から見ても私の父は……殺すに値する存在だったんだろう？」

「そりゃ……」

　どう答えるのが正解か一瞬考えたが、今聞かれてるのは〝正解〟よりも〝事実〟だろう。

「まあ……そうだな……あいつが俺にやらせようとした仕事は、どれもこれも反へ吐どが出るようなもんだった」

「ああ……私が醜しゆう聞ぶんだと切り捨ててきた噂うわさが、すべて事実なのだろう。よく、父の命令に背いてくれた。──よく、父を殺してくれた」

「やめろ」

　苦々しげな表情で俺に礼を述べたジェマを、俺は鋭く制した。

「自分が依頼したんでなきゃ、二度と家族を殺した奴やつに礼なんて言うんじゃねえ。事情は全部無視して、俺がやった事だけ考えろ。俺は自分の命と引き換えに、お前の親おや父じを殺したんだ。俺は後悔も謝罪もしねぇが、お前も俺を憎んだままでいい」

　そんな俺に対するジェマの反応は、俺が漠然としていたどの予想とも違っていた。

　虚を突かれたように黙り込んだかと思うと、突然腹を抱えて笑い出したのだ。

「な、なんだ？　なんで笑ってんだお前！」

「いや、すまない。ただ……お前が一番優しくて……」

「は……はぁあ!?」

　まったくわけが分からず、助けを求めてゼロを見ると、ゼロも「まったくもってその通り」とでも言いたげに頷うなずいている。

「憎んだままでいい……か。そうか。その結果私がお前に決闘を挑んでも、きっとお前は文句も言わずに受けてくれるのだろうな」

「いや、文句くらいは言わせてくれよ」

「受けはするのか」

　ますます可お笑かしそうに言われて、「そりゃあ」と答える。

「さすがにお前さん相手なら怪け我がもしねぇだろうしな」

　言った直後に、まずった事に気がついた。

　ジェマの笑顔が明らかに引ひき攣つり、その手がそっと腰の斧おのに伸びる。

「ま、待て！　今のは俺が悪かった！」

「そうだな、今のは君が悪かった」

「お、多くの書物によると、い、今の発言それだけで、決闘の理由に、な、なりうる」

「焚たきつけてんじゃねえよ！　この魔女と悪魔が！」

「ふふ……冗談だ。お前が強い事くらい、行軍を通してよく分かっている」

　薄く笑って、ジェマは斧おのから手を離した。

　冷や冷やさせやがって……まったく性た質ちの悪い冗談だ。──冗談？

「……お前、冗談なんか言えたのか……？」

　俺の質問に、ジェマはどこか自慢げだ。

「副隊長殿に仕込まれた。──それじゃあ、私はそろそろ行くが……傭よう兵へい」

「今度はなんだよ」

「言おうか悩んだのだが……あまり、街に近づかない方がいい」

「言われなくても近づかねぇよ。悪あく魔ま憑つきに襲われた連中が俺を見たらどうなるかは、この行軍で嫌いやってほど体験し──」

「相手は武装した騎士だ、傭よう兵へい。怯おびえる無力な民とは違う」

　チリリと、焼け付くような緊張が走った。

「……ノックス大聖堂の主教様が、俺にお引き取り願いたいってか？」

「そうじゃないんだ。主教様は魔女殿にも、傭よう兵へいにも──館長にすら寛容だ。だが、ノックス大聖堂を守っている教会騎士団は……」

　俺は、副隊長のジジイが当初俺達に見せていた態度を思い出した。

　ゼロが教会騎士団を騙だまそうとしていると考え、俺を堕だ落らくの象徴と侮あなどり、ゼロと俺を信じようとするジェマを部隊から追い出した、苛か烈れつな拒絶反応を。

「ノックス大聖堂の教会騎士団どもは、獣堕ちおれが部隊に混ざってる事を知ってるのか？」

　ジェマは苦々しげに頷うなずいた。

「主教様に我が隊についてお伝えしたおり、近この衛え兵へいが聞いていた。決して危険はないと強く主張しておいたが、強い拒絶を見せていたから……おそらく、すでに部隊全体に広まっているだろう。正直言って、彼らがお前の姿を見たら何をするか分からない。魔女殿と館長は、普通の人間のふりができるが……」

　まあ、俺は無理だな。

　フードとマントで全身を覆おおって雑踏に紛れりゃ「デカい野郎だな」で済むが、〝部隊に獣けもの堕おちが混ざってるらしい〟って情報が広まってたらどんなに取とり繕つくろっても俺だとばれるだろう。

「では君は、傭よう兵へいにこそこそと隠れろと言うのか？　ともにここまで旅をした傭よう兵へいに。館長に囚とらわれた君を救うため〈禁書館〉の塔を登った傭よう兵へいに」

　不機嫌顔で隊長に突っかかるゼロを、俺は慌あわてて押しとどめた。

「よせ魔女！　隊長さんに言ってもどうにもならねぇし、無理もねぇ話だろうが」

「……君はいつもそうだな、傭よう兵へい。得られて当然のものを奪われているのに、それが当たり前だと主張する。我わが輩はい、少しばかり不愉快だ」

　ゼロは荒々しく立ち上がり、ずかずか馬車に乗り込むと、追われる事を拒絶するようにきっちりと幌ほろを閉じた。

「……なんだあいつ。これくらい、いつもの事じゃねえか……」

「いや、私も憤いきどおっている。善意で結界の外に留まってくれているというのに、迫害するような扱いになってしまって……それを阻そ止しできない自分が情けない」

　ぎゅっと拳こぶしを握りしめたジェマの額を、俺は指先で軽くはじいた。

「バーカ。この状況で獣けもの堕おちを警戒しない奴やつがいたら、それこそ危機察知能力がイカレてる」

「しかし、君は危険な男ではない。ゼロ殿も危険な魔女ではない。それは確かなのに……」

「それを証明する手立てがねえ。証明できねぇ俺達が悪いのさ。せいぜい、従順ぶって安心させてやるしかねぇんだよ」

「だが……それでは、君やゼロ殿は一生……」

「あーもーいいから行けよ！　そういう状況なら、お前さんが俺と親しげに話してるのも危ねぇだろう」

　俺は軽く手を振って、しっしとジェマを追い払う。

　ジェマはまだ何かもの言いたげだったが、しぶしぶ町の方に戻っていった。




　──まあ、結論から言えば甘かった。

　こっちから近づかなけりゃ問題ないなんて、そんな事があるわけない。

　バルセルが館長を天幕に連れていき、ゼロが馬車でふてくされている間、祭壇行きに必要な物資の確認をしていた俺は、ふと近づいてくる物々しい足音に動きを止めた。

　足音には、友好的なものと、そうでないものがある。

　でもってこの足音は、どう考えても友好的な方じゃねえだろう。

　俺は置いといた剣を腰に提げ、纏まとめた荷物を馬車の中に放り込んだ。ゼロも状況を察したのか、のそのそと馬車から這はい出だしてくる。

　そして、

「これでも、君は〝仕方ない〟と言うのか？」

　ほら見た事かと言わんばかりに、俺を睨にらんだ。

「そりゃあな。ノックス大聖堂の教会騎士団にとっちゃ、俺は〝ともに行軍した仲間〟どころか、〝外からやってきた悪あく魔ま憑つきかもしれない獣けもの堕おち〟なんだ」

「お人ひと好よしめ……」

「いいから下手に騒ぐなよ。できれば穏便に済ませてぇんだからな」

　そんな会話をしているうちに、足音がどんどん近づいてくる。数は十人かそこらだろう。鎧よろいがガチャガチャいう音も聞こえてくるから、完全武装の騎士集団って感じだ。

　そいつらが目視できる距離まで近づき、俺は露骨に不機嫌になった。

「うわぁ……話通じなさそう……」

　集団の先頭に立って歩くのは、いかにもお育ちの良さそうな、肌ツヤのいい二十代半ばの男だった。

　威圧的な足音で歩いてくるくせに、両腕を広げて無警戒を主張し、顔には鉄壁の笑みを張り付けている。

　でもって、

「どうも、どうも。お騒がせしてすみませんね。いやあ、これはこれは──話に聞いた以上の化け物だ」

　出会い頭にこの挨拶だ。

　どっかの殺人神父との初対面も最悪だったが、あっちは殺気を剝むき出だしにしていた分まだ素直だったと言えるだろう。

「何の用だ？　見ての通り、町には近づいちゃいねえぞ」

　おや、と男は足を止める。

「どうやらジェマ隊長殿から、我々があなたを快く思っていない事は、すでにお聞き及びのようだ。だと言うのに、まだこちらにとどまっている」

「ツレが教会騎士団に協力するために、別の天幕に連れていかれちまってるからな」

「その身の内に悪魔を封じているという、〈禁書館〉館長ですか。ええ、ええ、聞き及んでおります。ですが……それが何か？」

「──はぁ？」

　俺が聞き返すと、男は笑顔のまま、困ったように首を傾かたむけた。

「館長の能力は、ノックス大聖堂の防衛に極めて有用です。ならば当然、彼はここに残る」

「あほ抜かせ！　何のために、館長に悪魔の名前の一覧を作らせてると思ってんだ！」

「教会とその民のためですけれど」

　うわぁ……横暴さが横おう柄へいの服を着て、上から笑顔の仮面を被かぶせたような下げ衆す野郎だな……。

「……つまり、役に立つもんだけ取り上げて、俺達は追い払おうって話か？」

「人聞きの悪い。本来ならば処刑すべき事案なのですが、慈悲深い主教様はそれをお許しにならないでしょう。ですので、自主的に立ち去っていただきたい、とお願いしているのです」

　お分かりになりますね？　と困ったような笑顔で言われても、ちっともお分かりにならねぇし、分かってやる気もさらさらねぇ。

「……一つ聞くが、うちの隊長さんはこの事知ってんのか？」

「ここ、ノックス大聖堂における治安維持は、この私に一任されておりますので」

「つまり、知らないと……」

「だろうとも。隊長のあの性格で、こんな卑劣なやり方を許容できるわけがない。名簿の作成が館長と我わが輩はい達を引き離すための方便だったと、隊長は気づいていなかったようだな……我わが輩はいもまんまとハメられた」

　ふうん、と男はゼロを見る。

「その口ぶりからして……あなたが魔女のゼロですか。なんでも、世界を救うのだとか」

「それがどうした？」

「いえいえ。結構、結構。素晴らしい志だ。是非とも、一秒でも早く成なし遂とげていただきたい」

　男はパチパチと両手を叩たたき、さあどうぞお立ち去りくださいとでも言うように、明後日あさつての方向を手の平で示す。

　さすがに、威い嚇かくの一つもしたくなる。

　俺は唸うなった。

「ウェニアスからずっと一緒に行軍してきた隊長さんに、別れの挨拶もさせてくれねぇのか？　第一、世界を救うにもそれなりの備えが必要だ。別に町を襲おうってんじゃねえんだから、もう一晩くらいここに置いちゃいただけませんかねぇ？」

「困りましたね……立ち去ってはいただけませんか」

「今すぐにはな」

「では我々は、あなた方が教会に害意を抱く存在だと、心苦しいながらも判断せざるを得なくなりますね」

　その言葉で、教会騎士団が全員抜剣した。

「処刑はしないんじゃなかったのか？」

「あなた方に、我らへの害意が認められれば話は別です。おお、どうか悪く思わないでいただきたい。これも教会と、教会に縋すがる民を守るためですので……お分かり頂けますね？　あなた方が、教会に従順な魔女と獣けもの堕おちならば」
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「あれ、隊長。もういらしてたんですか……」

　紙やインクを町から調達してきたジェマが天幕で待っていると、ほどなくしてバルセルが館長を背負って現れた。

「館長をお連れしましたよって、知らせに行く手間が省けましたね。紙とインクも用意してくださったんで？」

「こういうものは、お前よりも私が頼んだほうが調達しやすいのでな。──それと」

　ジェマは天幕の隅に顎あごをしゃくる。

　うわ、とバルセルは声を上げた。

「これは……鏡ですか？」

　しかも、全身を映せる巨大な姿見だ。

　大陸中から品物が集まるウェニアス王国の市場でもめったにお目にかかれない代物で、ここまで巨大な一枚鏡となると値段もかなりのものになる。

「この辺りは鏡の産地なのだそうだ。大聖堂のあちこちに鏡が飾ってあるし、私が与えられた部屋にもあった」

「はあ……で、その鏡がなんでここに？」

「〝婦人がそのような身なりでは、神もお嘆きになるでしょう。部屋に大鏡がありますので、身み繕づくろいにそちらをご活用ください。宝飾品はお持ちですか？　ご用命いただければ、その肌の色に合うドレスもご用意いたしますので〟」

　バルセルは顔を顰しかめた。

　教会騎士団に護衛されてきた姫君にでも言う言葉ならまだ分かるが、ユードライト騎士団長から正式な任命を受け、ウェニアスからここまで部隊を率いてきた騎士に対する言葉としては、あまりにも無礼が過ぎる。

「どこのどいつがそんな侮ぶ辱じよくを？」

「近この衛え騎士隊長から直々にいただいたお言葉だ」

「あー……オルルクス近この衛え騎士隊長ですか……？」

「知っているのか？」

　驚いて目をしばたたくジェマに、バルセルは呆あきれたような目を向ける。

「ノックス大聖堂の近この衛え騎士隊長を、あたしが知らないわけないでしょう。逆に隊長が知らなかった事をお叱しかりしたいところですが、立場をわきまえて控えます」

「そうしてくれ。──クソ、あの人を小馬鹿にしたような笑顔……！　私の身なりがどうだと言うんだ。思い出しても忌いま々いましい！」

　髪を短く切り、男装で、血と汗と泥にまみれているジェマではあるが、騎士として生きている身で婦人としての身み繕づくろいをどうこう言われる筋合いはまるでない。

　教会騎士団・ノックス大聖堂近この衛え騎士隊長──オルルクス・コル。

　礼儀正しく物腰柔らかな男だが、その眼には好意的な感情などまるで浮かんでおらず、実際その口から滑り出てくる言葉は、一から十までジェマを否定するものだった。

　部隊に魔女と獣けもの堕おちが混ざっていると知れば、

「女性の身にその重責、さぞやお辛かったでしょう。魔女や獣けもの堕おちに縋すがらずにいられない気持ちも分かります」

　と哀れみを示し、この決定は教会騎士団長ユードライトによるものだと主張すれば、

「体の大きい方が、器まで大きいとは限らないのですね」

　などと言い出す始末で、レイラントが止めてくれなければジェマはあの男に切りかかっていた事だろう。

「まったく理解できん。なぜあのような男が、ノックス大聖堂の近この衛え騎士隊長に……」

「逆ですよ。あの若さで近この衛え騎士隊長なんてしてるんです。まともな人間なわけがない」

「なるほど……それもそうか」

　納得しかけて、はたとジェマは顔を顰しかめた。

「私はオルルクス近この衛え騎士隊長より若いが？」

「だからジジイの副隊長が補佐についてるんです。隊長は、ユードライト騎士団長に人間性を買われて遠征隊長に選ばれたんですよ」

　そういうものかと、ジェマは今度こそ納得して頷うなずく。

「オルルクスのクソガキを一発ぶん殴なぐってやりたい事情は分かりましたが、なんで鏡をここに持ち込んだんです？　叩たたき割わっちまえばよかったじゃないですか」

「他人の所有物を破壊できるわけがないだろう。鏡はそれなりに高級品だ。……それに」

　ジェマはバルセルに背負われたまま、人形のように黙っている館長に顔を向けた。

「館長はその姿になってから、自分を見た事がないだろう？　気になるかと思ってな」

「館長はなんでも見えるんでしょう？　自分の姿くらい見えるんじゃ……」

「あ、そうか」

「いや」

　バルセルの指摘にはっとしたジェマに、館長は否定の言葉を向ける。

「じ、自分で自分は……無理だ。き、〈禁書館〉のワタシの部屋にも、鏡が、あった……」

「へぇ……意外な弱点もあったもんですね。自分の見てくれってのは、悪魔でもやっぱり気になるもんなんで？」

　館長は黙って頷うなずいた。

「じゃあ隊長、その椅子を鏡の前に持ってってもらっていいですか。ほら、館長はまだまともに立てないんで……あたしが背負ってちゃ全身が見えにくいでしょうし」

「ああ、そうか。そうだな」

　ジェマは立ち上がり、自分が腰を下ろしていた椅子を鏡の前まで引きずっていく。

　そこに館長を座らせると、館長は自分の姿に絶句した。

「……美しい」

　ほう、と深く息を吐く。

　確かに、人間に戻った館長の肉体は、ひどく整った容姿を持っていた。

　少年と呼ぶには成熟していて、青年と呼ぶにはまだ青い──そんな不安定で儚はかなげな姿は、瘦やせすぎた体と青白い顔色でますます神秘的に見える。

「に……人間の体を……苦々しく……思っていた……あまり、に、無力で……」

　だが、と館長は鏡に手を伸ばした。

　かと思うと、筋肉が削そげ落おちた細すぎる二本の脚で、よろめきながら立ち上がる。

「ずっと……欲しかった……これが。こういう、体が……」

　つうと、館長の目から涙が溢あふれるのを見て、ジェマは少しうろたえた。

「あ、悪魔の美び醜しゆうの感覚は、人間と似通っているんだな……それなら、きっとこれも気に入るだろう。バルセル、館長を支えていてくれ。せっかく立ち上がれたんだ」

「は、はい」

　今にも膝ひざから崩れ落ちそうな館長の体をバルセルが支えると、ジェマは鏡の横に置いてある木箱から、鮮やかな赤の上着を引っ張り出した。

「──それは」

　館長が目を見開き、ジェマは頷うなずく。

「お前には、私よりよほど新しい服が必要だと思ってな。侍女に用立ててもらった。赤が好きだと聞いていたから、赤い上着だ。ほかにも何着かあるが……」

　ジェマは館長の肩に上着をかけてやる。

　襟えり回まわりにふかふかの毛皮が施され、全体に金糸で刺し繡しゆうを施してあるそれは、見た目も暖かさも一級品だ。
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「へぇー、似合うもんだなぁ……こうして見ると、貴族の坊ちゃんって感じだ。しかしまた、なんで下働きの服じゃなくて、こんな上物を？」

「この〝万ばん里りを掌しよう握あくせし千せん眼がんの哨しよう〟は、〈禁書館〉の正当な館長という事になっているんだ。下働きの服を着せておくわけにはいかないだろう」

「そりゃごもっともで」

「それに、その……なんだ。あの、初夜の時……にだな。特別にあつらえた仕立てのいい服を着ていたのが、なぜか妙に印象に残っていて……」

　赤くなるべきか、青ざめるべきなのか分からず、ジェマはもごもごと答える。

〈禁書館〉にいた頃の館長は、基本的にボロ布と革の覆ふく面めんを身に着けていた。

　だが初夜の時だけは、確かに人間の貴族のような、上等な服を着て現れたのだ。

　その時は誇りを守って命を絶つか否いなかの局面だったので何も言えなかったが、実のところ、館長が部屋に入ってきた時に「そんな服も持っていたのか」と思った記憶が確かにある。

「とても古い形の服だったが……大切に着ていたようだし……」

　純粋に、こういう服が欲しいのではないかと思った。

　だからと言って、別に悪魔が欲しがるものを与えてやる義理はどこにもないのだが、館長が行軍に同行するようになったおかげで、安全にここまで来られた面は確かにある。

　ならば、本に加えてもう一つくらい、褒ほう美びがあってしかるべきではないかと思ったのだ。

「必要なければ、もう少し機能的な服を集めるが──」

「いや、これが」

　館長は肩にかけられた上着の前を、震える指でそっとかき合わせた。

「これが、いい……これが……」

「そうか。ならよかった。それじゃあ、名簿作りに取り掛かろう」

　くるりと踵きびすを返したジェマの手首を、館長がはっしと摑つかんだ。

　バルセルとジェマが同時にぎくりと動きを止めたが、ジェマはその手を振り払わず、バルセルも館長をジェマから引ひき剝はがしはしない。

　今の館長に、人間を害する力がない事は二人とも知っている。

「あ……悪魔、は……契約、と……取引によってのみ……生きる。おまえは……わ、ワタシに、服をくれた……〝館長〟の、ように……わ、ワタシの……〝館長〟の……ように……」

　ジェマは首を傾かしげた。

「〝お前の館長〟というのは……つまり、お前を召喚した魔女か？」

「そうだ……そう……だ、だからワタシは……お前に、やる……わ、ワタシが〝館長〟に、そうしたように……教えて、やる……」

「ふうん？　よく分からないが……何を教えてくれるんだ？」

　ジェマは首を傾かしげた。

　今まで〝聞かれていない事は答えない〟と言っていたのに、服を与えた程度でそうも劇的に対応が変わるとは思っていない。

　だが服の礼に何かを教えてくれると言うのなら、一応は聞いておこう。

　その程度の気持ちで返した質問に、館長は恐るべき答えを口にする。




「ま、魔女に伝えろ。に、日没前に……竜が落ちると」










【幕まく間あい　黒い殺意】










　竜が両翼を羽ばたかせるたび、叩たたきつけるような冷気が全身を襲った。

　上空の大気は地上より冷たく、竜の手綱を握る破は竜りゆう王おうゴーダの指先からは、みるみる感覚が失われていく。

　カチカチと歯が鳴ったが、速度を落とすわけにはいかなかった。

　背後から、死が迫ってくる。

　正体の分からない──それゆえ撃退もできない脅きよう威いが、疲れも知らずに追ってくる。

「すまない、ヒース……！　もう少し頑張ってくれ……！」

　ゴーダは祈るように、騎乗する竜に囁ささやいた。

　ヒースはまだ若い竜だ。

　長時間飛ぶ事には慣れていないのに、もう一日中飛び続けている。しかも、成人の男を二人と獣けもの堕おちの少女を乗せて、だ。

　騎乗しているだけのゴーダがこれほど疲労しているのだから、飛んでいるヒースが疲れていないわけがない。

　ゴーダ達がノックス大聖堂を目指してウェニアス王国を発たったのは、今から数十日も前だ。

　北に進めば進むほど、悪魔に襲われる危険が高まる事は予想していた。

　だが、ヒースの飛ひ翔しよう速度をもってすれば、もっと早い段階で教会騎士団と合流できると踏んでいたのだ。しかし隊列の最後尾の気配すら見つけられないまま、じきノックス大聖堂を抱く極北の国の領地に入る。

　焦あせりがあったのは事実だ。

　早く彼らに合流したいと。それゆえ警戒を怠おこたった。少しでも危険な空気を感じたら、遠回りでも大きく迂う回かいして進むと心に決めていたはずなのに、視界の端に蠢うごめく雷雲を〝ただの自然現象だ〟と侮あなどって最短距離を突っ切った。

　結果がこれだ。

　雷雲は飛ひ翔しようする竜に興味を示したかのように、雷を不気味なうめき声のように轟とどろかせながらどこまでも追ってくる。

　実態がないから撃退もできず、進路を変えても追ってくるので休憩も不可能だ。

　雷を回避できる洞どう窟くつでも見つけられれば休めるだろうが、そうすると一生その洞どう窟くつから出られなくなる。

　──そればかりか。

「ゴーダ！　頭を下げなさい！」

　同乗する〈女神の浄火デア・イグニス〉の裁定官、〝隠いん匿とく〟が叫んだ。

　雪の中、高速で飛ぶ竜の背では視界などほぼ利きかない。両目を眼帯で覆おおい、その聴力で周囲の状況を推し量る〝隠いん匿とく〟の言葉は、この局面ではゴーダの生死を左右する。

　命じられるままに頭を下げると、何かが頭をかすめていくのを感じた。

　直後に、ぬるりとした暖かさ。

「今のは──！」

「返り血です！　あなたの血じゃない！」

「何を殺したんだ!?」

「知りませんよ！　私には見えないんですから！」

　ゴーダは顔に降りかかった返り血を拭った。この血の暖かさがありがたいと感じるほど、ひどく寒い。

　指にこびりついた血の色は赤黒く、肉片はいまだに蠢うごめいている。

　なるほどまともな生き物の残骸ではなさそうだ。

　脅きよう威いは悪魔だけではない。

　北に向かって飛ぶほどに、地上でも上空でも、怪物とも呼ぶべき奇妙な生物が出現するようになった。

　牙を持つ鳥に、馬ほどもある巨大なコウモリ。猪いのししは背に百万もの針を持ち、何の変哲もない木々かと思えば、根っこで歩き回って動物を捕食する。

　なるほど、人間に獣けものの魂を付加して〝獣けものの戦士〟が作れるのなら、悪魔がその気になれば新種の怪物を生み出すくらいお手の物というわけだ。

「まったく……！　本当に傭よう兵へい達は、こんな中をノックス大聖堂に!?　ヒースがいてもこの様だぞ！」

　ゴーダは忌いま々いましさに吐き捨てた。無理にでも大声を出していないと、意識を保っていられる自信がない。

「向こうにはゼロがついています！　めったな事じゃ死にませんよ！　こんな事になるのなら、我々も黒こく竜りゆう島とうの王女を連れてくるべきだった！」

　同じく、〝隠いん匿とく〟が声を張り上げ返す。

「姫にこんな行軍をさせられるか！　何より、姫様はお前の連れほど軽くない！」

〝お前の連れ〟とは、ヒースの背中から振り落とされまいと、必死で神父にしがみついているネズミの獣けもの堕おち──リーリの事だ。

　本来、ヒースが無理なく乗せて運べるのは成人の男二人程度。リーリは軽いので誤差の範囲だが、成人女性であるアムニルを乗せて運ぶには負担がかかりすぎる。

　と、ヒースが大きく高度を下げた。

「──くそ！　これ以上は飛ばせられない！」

「下りれば落雷で全滅します！」

「このままじゃどちらにせよ落ちる！　地面に激突して死ぬのと落雷で死ぬのを選べと言われたら、俺は地面で自害を選ぶぞ！」

「ちがう！」

　リーリが叫んだ。

「落ちるんじゃない！　ヒースが何か見つけたの！　あっち！　ヒースの自由に飛ばせて！」

　街道を避けて飛ぶようにヒースを御していたゴーダだが、その言葉で手綱を緩める。待っていたと言わんばかりにヒースは首をうねらせ、彼方かなたに見える街道へと速度を上げた。

「街道……？　教会騎士団の本隊でも見つけたのか？」

「よりによって今ですか!?　巻き添えにする事になる……！」

　ヒースがぐるぐると喉を鳴らした。

　直後に、リーリが歓声を上げる。

「見て！　木の上、魔女のお姉ちゃん！」

「ゼロが──!?　ゴーダ、あなたにも見えますか？」

　ゴーダは、雪に阻はばまれた視界の彼方かなたに見える街道に目をすがめた。

「いや、俺には何も……いや、待て」

　白い。どこまでも白い景色に、黒い点がぽつりと見える。

　それが高い木の上に立っている人影だと判別できたのは、ヒースがかなり高度を下げている証拠だった。

　あと数秒もしないうちに、地面に落ちる。

　この速度だと、ほぼ落ちる感じになるだろう。背中の人間を気遣って着地できる体力が、もうヒースには残っていない。

　ヒースの体が針葉樹の森に突っ込む、その直前──。




「よくきた。あとは任せろ」




　木の上に立つ人影の、すぐ横をすり抜けた。

　悠然とした女の声が、肩を叩たたくような気安さでゴーダの耳に滑り込み、その途端にどっと安あん堵どが押し寄せてくる。

　ふ、と〝隠いん匿とく〟が笑った。

「──聞こえました。確かにゼロの声だ」

　助かった。

　そう確信させるほどの力強さが、その声には確かにあって──。

「神父！　リーリを抱えて飛び降りろ！　──落ちるぞ！」

　命じて、ゴーダはヒースの背中から飛び降りた。

　下は降り積もった新雪だ。下手をすれば頭まで埋まって抜け出せなくなる。

　剣を鞘さやごと腰から抜いて、体の向きと平行に抱え込んだ。着地の瞬間、思った以上に体が深く雪に埋もれた。胸に抱えた剣に縋すがってどうにか雪から這はい出だして、木々をなぎ倒して墜つい落らくしたヒースの姿を探す。

「ヒース！」

　グルル、と弱々しい返事がある。

　雪に腰まで埋まりながら、どうにかヒースに駆け寄ると、ゴーダはぐったりとしたその体に飛びついた。

「ヒース……！　よくここまで飛んでくれた……！　よく……ゼロに気づいてくれた」

「安心するのは早そうですよ、破は竜りゆう王おう」

〝隠いん匿とく〟の声が降ってきて、ゴーダは頭上の枝を見上げた。

　リーリを小脇に抱えた〝隠いん匿とく〟が、「私が雪に埋もれるなんて間抜けな着地をするはずないでしょう」とでも言うように立っている。

　空の彼方かなたで、雷雲がはじけ飛ぶのが見えた。

　ゼロが始末をつけてくれたのだろう。──だが。

「敵は悪魔だけじゃない……あの子供の落書きみたいな怪物ども、私を無視して真っ先にあなた達の方に行きました。よほど腹が減ってるようだ」

「なぜ腹が減ると俺を狙うんだ？」

「あなたじゃなくて、竜ですよ。なるほど食いでがありそうだ」

　ヒースが狙われていると思うと、ゴーダの萎なえかけた心に力が宿る。

「共食いでもした方がはるかに簡単だと教えてやりたいものだな……！」

「同感です。食いではありそうですが、鱗うろこが硬くて食えたものじゃなさそうですしね」

　こんな状況で軽口が叩たたける〝隠いん匿とく〟の図太さに、少しだけ救われる。

　じりじりと、迫りくる気配がある。雷雲のような不気味さとは違う、実態のある威圧感。

　直接的な死の気配。

　ゴーダは眉み間けんの皺しわをさらに深く刻み、剣の鞘さやを投げ捨てた。

「腰まで雪に埋まっているこの様で、まともに戦えるとも思えんが……」

「それでもやるしかないでしょう。リーリ」

「ん……ダメみたい……ともだち、全然いなくなっちゃった……」

　この道中、リーリは何かと役に立った。

　ネズミの言葉が分かるから、水場や食料の位置を探れるのはもちろん、索敵もこなせる。

　だが北に進むにつれて森に生息するネズミの数が減少し、さらに野生動物達が化け物に姿を変える段階になると、リーリは完全に孤立した。

　無数のネズミ達の力を失うと、リーリはあまりにも無力だ。

「では、ヒースの傍そばに。あなたを守りながら戦えるほど、私も余裕はありません」

「くるぞ……！　構えろ神父！」

「ええ……見えていますよ」

　日の暮れかかった、雪の降る森の中──光は届かず、目が利きかない。

〝隠いん匿とく〟が眼帯を外せるほどの暗さだった。

　そして眼帯を外した〝隠いん匿とく〟は、夜の森を日中のように見通せる。

「見えないあなたが羨うらやましい。我々はすでに死んでいるのだと言われた方が、まだ心安らぐ光景ですから……！」

　闇の奥から、それは姿を現した。

　牙を持つ鳥や、馬ほどもあるコウモリなど足元にも及ばない、おぞましい姿だった。

　人間の手足が十対はあろうかという、ムカデめいた蛇へびの化け物。

　全身を目玉で覆おおいつくされた、牙の生えたカエルの群れ。

　刃物の角を持つ双頭の牡お鹿じか。

　その姿を見ただけで、生きる事を諦めそうになる。

「なるほど……これは……こ、これがあとどれくらいいるんだ？」

「数えきれないほどです。──震えてますよ、破は竜りゆう王おう。ヒースの後ろに隠れていては？」

「寒さのせいだ。体を動かせば温まるだろう……！」

　まず跳びかかってきたのは、人の手足を持つ蛇へびの化け物だった。神父の糸が絡からみつき、二対四本の腕を瞬またたく間まに切り落とす。

　この世のものとは思えない絶叫を上げもんどりうつ蛇へびの体に取りついて、ゴーダはその首を容赦なく叩たたき落おとした。
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「まず一匹！」

「さすが、竜を殺しただけの事はありますね」

「やめろ、ヒースの前だぞ」

　ゴーダが竜を殺した結果、ゴーダを主と認めた子竜──それがヒースという生き物だ。ゴーダとしては、いまだに複雑な気分が拭えない。

　蛇へびを殺した勢いのまま、ゴーダは双頭の鹿と退治する。

　だが突然足に痛みを感じ、声を上げて体勢を崩した。

「何事です!?」

「このカエル──いつの間に……！」

　牙を持つ、目玉だらけのカエルの群れが、新雪の下を泳いでゴーダと距離を詰めていた。足にかじりついたカエルを切り殺しても、すぐに別のカエルが嚙かみついてくる。

「ゴーダ！　前を！」

「見ている暇があると思うか!?」

〝隠いん匿とく〟の忠告に怒鳴り返して、ゴーダは雪の中で腰を落とした。

　刃物の角を振り回して突っ込んでくる双頭の鹿の心臓に、しっかりと脇に抱えた剣の切っ先を突き立てる。

「見ていなくても気配で分かるのは、お前だけじゃないぞ、神父」

「はいはい、さすがは破は竜りゆう王おう」

〝隠いん匿とく〟が樹じゆ上じようから地面に降りてくる。と同時に〝隠いん匿とく〟が操る高強度の糸が鹿の首に絡からみつき、その肉と骨を切断した。

　鹿は首を失った状態で、血液をまき散らしながらそこいらじゅうを跳ねまわり、ついにどうと雪に倒れる。

　改めて〝隠いん匿とく〟が大鎌と糸で周囲を薙なぎ払はらえば、カエルの肉片と血液が辺りに飛び散り、白い雪が見る見る不気味な緑色──カエルの血だ──に染まっていった。

　ゴーダは深く息を吐いた。

「まだ前ぜん哨しよう戦せんが始まったばかりといったところか……やっとかじかんだ手が温まってきた」

「いい感じに、雪が踏み固められて動きやすくなりましたね」

　どちらも見事に強がりだった。

　二人とも、とうに体力は限界に近づいている。雷雲を蹴散らしたゼロが駆けつけてくれるまで、持ちこたえられるかどうか──。

　そもそもゼロには、ヒースが落ちた場所が見えていたのだろうか。

「あの……神父様っ……あのね、あの……！」

「引っ込んでなさい、リーリ。今のあなたは足手まといです」

　ぴしゃりと言われて、リーリは何も言えずにヒースの背中に身を潜ひそめる。

　同時に、荒々しい獣けものの咆ほう哮こうが夜の森を揺るがした。

　ゴーダと〝隠いん匿とく〟は同時に身構え、背中合わせに闇を睨にらむ。

「どうした……？　こいつら、何な故ぜ仕掛けてこない？」

「分かりません。何かを警戒してるようですが……」

　また、森のどこかで獣けものが鳴いた。

　それは苦痛の叫びか、あるいは断末魔のように聞こえる。

　ゴーダ達を取り囲んでいた化け物が波のように引いていき、不気味な静寂が広がった。

　そして、新たな音が聞こえてくる。

　ざくざくと雪を踏む音。──二本の脚で歩く音だ。

　だが、人間にしてはあまりに大きい。風が吹くと、むっとする血なまぐささが鼻にまとわりついた。

　荒々しい獣けものの息遣いが聞こえる。

　そして。




「やぁれやれ──やっとたどり着いたぜ。くたばってねぇだろうな？　ったくよくもまあ、こんだけぞろぞろ引き連れてきたもんだ」




　闇の奥から、黒い塊がずるりと姿を現した。

　元の毛色が分からなくなるほど血泥にまみれた体に、臓物の絡からみついた剣。

　まごうかたなき化け物だった。それも、並みの神経ならば死を覚悟し、その場に崩れ落ちるほど凶悪な。

　──それだというのになぜ、こんなにも安あん堵どしてしまうのか。

　思わずゴーダは吹き出した。

　そのままゲラゲラと腹を抱えて笑い出したゴーダを見て、〝隠いん匿とく〟と化け物──ゼロの傭よう兵へいが神妙な面持ちで顔を見合わせる。

「……ひょっとして手遅れだったか？」

　と聞いた傭よう兵へいに、

「この極限状態であなたみたいな化け物が現れたら、誰だってこうなりますよ」

　と〝隠いん匿とく〟は吐き捨てた。

　それからリーリに向き直り、

「リーリ。あなた、これが近くに来ていると気付いてましたね？」

「うん」

「なぜ早く言わないんです！」

　だって、とリーリはヒースの背中に隠れまま耳を伏せた。

「足手まといだから、引っ込んでろって、神父様言ったから……リーリ、ちゃんと言おうとしたもん……」
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「これは……これは……まさか、本当に竜が現れるとは……」

　再会の挨拶もそこそこに、俺達が神父達を連れて町まで戻ると、ノックス大聖堂近この衛え騎士隊長ことオルルクスが、間抜け面で出迎えた。

　その第一声が見事に凡人めいていて、俺は少しだけこの坊やへの悪感情を和らげる。

　俺達が〝竜が落ちる〟なんて物騒な知らせを聞いたのは、このオルルクスと剣けん吞のんな空気で睨にらみ合あっている最中だった。

　バルセルが血相を変えて走ってきて、「館長からの伝言が」と切り出した。

　オルルクスは「黒こく竜りゆう島とうで目撃された竜は、再び長き眠りについたと聞いていますが？」と冷ややかに答えたが、俺達としては無視できない情報だ。

　何せ、竜が眠りになんぞついていない事は知ってるし、その背に乗ってる連中が誰かも知っているわけだからな。

　竜が落ちる予定の場所と、その状況を詳しく聞き出し、取る物もとりあえず森を駆け、どうにかギリギリ神父達の救出に間に合った。

　どういう理由で館長が俺達に神父の窮地を教えてくれたのかは知らねえが、後で褒ほめてやらねぇとな。

「だから言っただろうが。黒こく竜りゆう島とうで竜が目覚めて、それを下した破は竜りゆう王おうが竜を乗り回してるってよ」

「その当人である俺が言うのもなんだが……それを無条件に信じろと言うのは無理がある」

　竜の手綱を引いて俺達の後ろを歩いていたゴーダが、顰しかめ面つらでゆるゆると首を左右に振る。

　こいつ、相変わらず教会関係者には甘いな……。

「世界の半分が崩壊してる状況だぞ？　角が刃物の牡お鹿じかが森をうろつくご時世だ。竜の一匹や二匹飛んだって、何もおかしくねぇだろう。頭が固いってんだよ、近この衛え騎士隊長の坊ちゃんはよ」

「傭よう兵へい！　よかった、間に合ったん──うぐっ……」

　俺が舌を出して吐き捨てると同時に、ジェマがどこからともなく駆けてきて、血泥にまみれた俺の姿にぎくりとして立ち止まった。

「そ……れは……か、返り血か……？」

　俺は自分自身を指さして、

「黒の死し獣じゆうって感じだろ？」

　と投げやりに答えた。

　ジェマは笑いもせずにこくこくと頷うなずき、

「反射的に討とう伐ばつしたくなった」

　と恐ろしい事を大真面目に言う。

　それから、竜に乗ってやってきた三人に順じゆん繰ぐり視線を走らせた。

「破は竜りゆう王おうに……〈女神の浄火デア・イグニス〉の裁定官……それと、ネズミの獣けもの堕おち……確かお前達は、ルートラ大聖堂に向かったのでは……？　ユードライト騎士団長が、そうおっしゃっていたと思うのだが……」

「……それ、本気で言ってるんですか？」

　神父は町の明かりに眩まぶしそうに顔を顰しかめ、眼帯で両目を覆おおいながら苛いら立だたしげに聞き返した。

「我々はルートラ大聖堂に状況を伝え、ウェニアスに立ち寄ってからすぐに北に飛んだんです。なぜか？　あなた達と連絡がつかなかったからですよ」

　連絡？

　連絡って──。

「ああ、【魔女の手紙】か……！」

　俺は両手を打ち合わせた。

【魔女の手紙】ってのは対になっている二枚の羊よう皮ひ紙しで、一方に文字を書くと、もう一方にも同じ文字が浮かびあがるっていう便利な代物だ。

　確か、ゼロに預けておいたはずだが……。

「おお……あったな、そんな物が。すっかり忘れていた」

　すっとぼけたゼロの答えに、俺は全力で脱力した。

「じゃあお前、この行軍の間、一切ウェニアスの坊ぼう主ずと連絡取り合ってなかったのか!?」

「〈禁書館〉で、千せん眼がんの力を持つ司書をウェニアスに送り込んだだろう？　あの者がいれば、こちらの動向は知らせずともわっぱに届く。手紙を開く必要がなかったのだ」

「だからと言ってなぁ……！」

「過ぎた事は仕方がないだろう。しかし、神父よ。ウェニアス王国にとっても、竜の機動力は手放しがたいものだっただろう。わざわざ我わが輩はい達を追うほど、重大な事件でも起こったのか？」

　悪びれもしないゼロの様子に、神父はそっと額を押さえる。

「祭壇には誰もいない。ゆえに救出の必要なし。──そう、あなたがたに伝えて引き返させる予定だったんです。ですが、悪魔やら化け物やらの妨害にあって上う手まく進めず……」

　うわぁ、と俺は顔を顰しかめた。

「完全な無駄足だぞ……その情報、俺達昨日の夜聞いちまった……」

　俺の言葉に、今度は神父とゴーダが顔を顰しかめる。

「……ではもしや、教会の始まりに関する秘密も？」

　神父の問いに、俺達は神妙な面持ちで頷うなずく。

　途端に、神父が杖つえの先で俺の頭をひっぱたいた。

「何しやがる!?」

「八つ当たりです。──と言うか、あなた方の行軍が順調すぎるんですよ！　どうやったらあの化け物の群れの中を、予定通りの日程で行軍できるんです？　ウェニアスにきたマディアとかいう魔女が、世界を見渡す目を持つという悪魔の話をしていましたが……」

「うむ……まあ、それだ。その者のおかげで、襲いくる悪魔のほとんどを、難なく退ける事ができた。あとで挨拶をするといい」

「あー、失礼。皆様方──再会を祝うのは構わないのですが、いささか問題が」

　わざとらしい咳せき払ばらいで、オルルクスが会話に割って入ってきた。

　全員が注目する中で、オルルクスは相変わらずの胡う散さん臭くさい笑顔で少しだけ眉まゆを顰ひそめる。

「竜が飛ぶのは災厄の前触れ……ひどく不吉な事です。我々近この衛え騎士隊としては、その騎手たる破は竜りゆう王おうともども、町に受け入れる事はできかねます。もちろん、その汚けがらわしいネズミの獣けもの堕おちもです。目に入れるのも不愉快だ」

「……はぁ？」

　オルルクスによる笑顔の拒絶に盛大に聞き返したのは、やはりと言おうか神父だ。

　神父は口も性格も悪い男だが、教会関係者には基本的に腰が低い。教会騎士団に対してもそうだ。それでも、さすがにこれはイラついたらしい。

「ええと、失礼。あなたは……ノックス大聖堂の近この衛え騎士隊長という事は、オルルクス・コル様で間違いないでしょうか？」

「いやはや、〈女神の浄火デア・イグニス〉でも私の名前はご存知ですか。これはこれは、光栄な事ですね。穢けがれた身ながらも、そちらは教会の関係者。むろん受け入れは可能です」

「あなたに許可を頂かなくとも、我ら〈女神の浄火デア・イグニス〉は主教様に直接お目通りする権利を有しています。教会騎士団は、そもそも世俗の戦闘集団──末席ながらも教会の一員である私に指図できる立場じゃないんですよ。それすらご存知ないのなら、竜が教会にとって神聖な生物であるという大前提もご存知ではなさそうですねぇ」

　実に見事な、見苦しいまでに完璧な肩書きの殴り合いだ。

　神父の言葉による渾こん身しんの顔面強打に、オルルクスの表情が硬く引きつる。

「そして教会の一員である私が許可すれば、当然竜も、その騎手である破は竜りゆう王おうも、汚けがらわしいネズミの獣けもの堕おちですら、教会の領地に足を踏み入れる事ができる。それとも、これは私の記憶違いでしょうか？　ああ、おっと。そこにもう一人教会騎士団のお偉方がいらっしゃいますね。ジェマ北部遠征部隊長。私の言っている事は間違っていますか？」

　いや、とジェマが声を上げた。

「まったく……その通りだ。だから我々教会騎士団は、いつも〈女神の浄火デア・イグニス〉の傍ぼう若じやく無ぶ人じんさを苦々しく見ている事しかできなくて……」

「傍ぼう若じやく無ぶ人じんですみませんね……そうでもしないと、どこかの勘かん違ちがいした馬鹿に行動を制限されて、主教様の望む結果を早急に得られない事態が多発しますので……ねえ？」

　ここで、神父は眼帯越しにオルルクスを見る。

「オルルクス近この衛え騎士隊長殿？」

　顔面強打からの、息つく間もない全身への滅めつ多た打うちだ。

　オルルクスの背後に控えていた雑ぞう兵ひよう達が、口々に囁ささやき出だす。




　どうしますか、隊長殿。〈女神の浄火デア・イグニス〉に出てこられては……。

　そもそも、竜が実際に現れるなど想定外です。

　主教様にご相談しなければ。

　ルートラ大聖堂からきたなら、主教様からの伝言があるかも。




　等々。

　まあ、概おおむねオルルクスの決定に反する意見だ。

　オルルクスは笑顔を貼り付かせたままそっと拳こぶしを握り締め、

「──主教様に相談してまいります」

　と短く言って踵きびすを返した。

　が、それを神父は許さない。

「同行しましょう。南の状況を詳しくお伝えしたい。ウェニアス以南の情報を持っているのは、現状私達だけですから」

　こう言われては、当然拒絶できないのがオルルクスの立場だ。器用にも、笑顔のまま死ぬほど不機嫌そうな表情を作り、「ではこちらへ」と神父の前に立って歩き出す。

　立ち去る二人の背中を見送って、俺はやれやれと息を吐いた。

「リーリ、あの人嫌い……」

「神父が？」

「ちがくて」

「冗談だ。近この衛え騎士隊長だろ？　まあ、あれを好きになる奴やつぁいねぇだろう」

「私も同感だ。民を守るためとはいえ、彼は守るべき者とそれ以外の線引きが極端すぎる」

　俺達に同調して頷うなずいたジェマに、へえ、と俺は声を上げる。

「同じ教会騎士団なのに、そんな事言っていいのか？」

「当然だ。私は立場で人を判断したりはしない。いくら同じ教会騎士団で、いくら彼がノックス大聖堂の主教様より寵ちよう愛あいを賜たまわっている近この衛え騎士隊長だろうと、過あやまちは過あやまちだ。私の見ていない間に、傭よう兵へいと魔女殿を追い払おうとするなど……これを卑劣と言わずしてなんと言う？　レイラント副隊長殿も呆あきれていらっしゃる」

　ジェマは腕を組んで胸を反らし、鼻息も荒く主張する。俺達以上に、オルルクスには思うところがあるらしい。

「ともあれ、再び我が愛いとしき仲間が集った。ネズミのも破は竜りゆう王おうも疲れているだろう。馬車を寝床に改造してあるのだ、そこで少し休むといい」

「ああ、助かる……それと、ヒースに水と食べ物を与えたいんだが……」

　ゴーダの言葉に、はっとしてジェマが背筋を伸ばした。

「そ、そうか。竜も飲み食いはするんだな……」

　分かるぞジェマ、その気持ち。

　なぜか知らんが、竜ってのはどこかから無尽蔵に力を得てるような気がする感じ。

「その……ヒース？　は、何を食べるんだ？　すぐに用意させよう」

「肉以外なら、何でもだ。果物や植物……なんなら鉱物や宝石も」

「石を食べるのか？」

　ジェマが驚いて聞き返すと、ゴーダは雪の下に埋もれていた石を拾い上げ、ヒースの口元に放り投げた。

　ヒースは喜んでそれに食いつき、ばりぼりと嚙かみ砕くだく。

「ヒース、ここの石美お味いしいって」

　リーリが通訳すると、ゴーダは「そうか」と柔らかい表情を浮かべる。

「なら、人間の食糧を減らさずに済むだろう。──それと、これは今回の旅で知ったんだが、石炭と油を食わせると、歯で火花を散らして火を噴ける。大して役には立てないが、もし大きな火が欲しかったら言ってくれ」

「謙けん遜そんは無用だ、破は竜りゆう王おう。竜が町の防衛に加わってくれれば、これほど心強い事はない。とにかく、竜が食べられそうな物をいろいろ集めてみる」

「よろしく頼む」

　ここにきて、ようやく人心地ついたんだろう。

　ゴーダは深いため息を吐つくと、支えを失った棒切れのようにバッタリと気を失った。
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　噓うその気配が、した。

　オルルクスの後ろを歩きながら、〝隠いん匿とく〟は一人考え込んでいた。

　ゼロは【魔女の手紙】の存在を忘れていたと言った。──だが、本当に忘れていたのだろうか。

　あえて無視したとは考えられないか。

　アルバスからの〝戻れ〟という指示を。

　──理由なら、ありますよね……。

　ゼロはそもそも、教会騎士団とは無関係に祭壇を目指していた。

　自身の行軍に教会騎士団が役立つと踏んだから、その護衛も引き受けたのだ。

　祭壇に行く必要がなくなったからと、途中で引き返されては不都合だと踏んだのではないか？　だから手紙の内容を伝えなかった。

　──いや、考えすぎか。

　教会騎士団が引き返してしまったところで、ゼロは一人でも北を目指せる。

　では厭いとったのは、ウェニアスまで引き返す教会騎士団を護衛する手間か。

　ゼロが護衛してやらねば、教会騎士団は無事に引き返す事もできなかっただろう。それを見捨てて自分達だけ先に進むのを、ゼロが許しても傭よう兵へいが許さない。

　──しかし、何か考えがあるにせよ……。

「……一言、相談が欲しかったものですね……」

「はい？　今、なんと？」

〝隠いん匿とく〟の呟つぶやきに、オルルクスが首だけで振り返る。

「いえ、信頼は対話から生まれる──という話です。あなたも独断で動くあまり、主教様の寵ちよう愛あいを失わないよう、せいぜい努力する事ですね」

「これはこれは……お心遣い痛み入ります」

「ええ。あまりおいたが過ぎると、落とし子といえどただでは済みませんから」

　オルルクスは立ち止まり、〝隠いん匿とく〟に体ごと向き直った。

〝隠いん匿とく〟も合わせて立ち止まり、オルルクスと向かい合う。

「……今、なんと？」

「私の主な聖せい務むは情報収集──ゆえに、いろいろな噂うわさを耳にします。例えば、ノックス大聖堂を抱く北部国家ルクステラの国王は大変な女好きで、国中にその落とし子がいるとか……王のお手付きになり、王の子を身ごもった教会騎士団の騎士がいるとか……その騎士としてあまりに不名誉な事実を隠すため、生まれた子は孤児として教会で育てられたとか……」

「……その子供が母の面影を追って教会騎士団に入り、近この衛え騎士隊長まで上り詰めたとか？」

「美談ですね」

「そうでしょう？」

「ですが、勘かん違ちがいをしてはいけない。教会は哀れな境遇の子が好きだ。哀れな子が努力し、高みを目指すのが好きだ。ですが、哀れな子がその範はん疇ちゆうを逸脱するのを嫌います。これは忠告ですが、オルルクス近この衛え騎士隊長──哀れなままでいる事です。そうすれば、主教様はあなたの多少の暴挙は、広い心でお許しになる」

「……言いたい事はそれが全てでしょうか？　よかった。無駄話は嫌いですので」

　オルルクスは、再び〝隠いん匿とく〟に背を向けて歩き出した。

　だが、何かを思い出したように立ち止まる。

「なんでもご存知のようですが……その、子を捨てた教会騎士団員が今、どうしているかはご存じですか？」

「さて……そこまでは」

　オルルクスは失笑する。

「なら結構です。ある日教会騎士団から失しつ踪そうしてしまった母を、私は今も探しているのです。もし情報があるのならうかがいたかったのですが……残念ですね。実に残念だ」

　ぞわりと背筋を這はうような噓うその気配に、〝隠いん匿とく〟は口元を歪ゆがめた。

「なるほど……美談ですね」

「ええ、そうでしょう？」
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「竜の背に乗って一昼夜飛び続け、化け物に囲まれて命の危機にさらされたかと思えば、ノックス大聖堂の近この衛え騎士隊長に拒絶され──しかもそれらがすべて無駄足だった。普通の人間が、よくここまで持ちこたえたというものだ。我わが輩はい、破は竜りゆう王おうを少しばかり見直した」

「竜を従えてる男を〝普通の人間〟て言っていいのか微妙だがな……」

　倒れたゴーダを馬車に引きずり込み、体をふいてやって、楽な服に着替えさせると、真っ青だった顔色も随分マシになってきた。

「王様大丈夫……？　死んじゃわない……？」

　リーリがそわそわしながら、落ち着きなくゴーダの周りをうろつきまわる。俺はリーリの体をむんずと捕まえると、積み上げてある布の上に座らせた。

「てめぇもちょっと休んでろ。あとパンでも食ってろ」

「あぅ……」

　袋からパンを引っ張り出して放り投げると、リーリは小さな両手でそれを受け取り、せかせかとパンをかじり始める。

　ちなみに俺はついさっき湯をかぶり、ゼロに乾かしてもらった結果〝黒の死し獣じゆう〟状態からおさらばできた。

　ジェマは竜が食べられそうな物を集めに出かけ、竜は「自分が食べる物は自分が決める」とばかりに、ジェマにくっついてのしのしと歩いて行った。

「しかし、何な故ぜネズミのまでついてきたのだ？　ルートラ大聖堂で両親に会ったのだろう？」

　うん、とリーリは頷うなずく。

「ウェニアスに行ったら、トーレス様がお仕事くれるよって言ったの。そしたら、お父さんとお母さん、ウェニアスに行くって。でもヒースは、そんなにたくさん運べないから、リーリだけ先にウェニアスに戻ったの」

「ではそのままウェニアスにとどまり、両親の到着を待てばよかっただろう。北に来れば危険だと分かっていたはずだ」

「だ……だめだった？」

　ゼロの言葉に、リーリは口いっぱいにパンを頰張ったまま愕がく然ぜんとなる。

「そうではない。ただ、よく神父が同行を許可したと思ってな」

「されてないの」

「……されてないのか？」

　思わず聞き返したのは俺だ。

　リーリはこくりと頷うなずいて、

「神父様、ダメだって言ったの。でもリーリ一緒にきたかったから、ヒースにお願いして連れて来てもらったの。リーリ、一番高い木のてっぺんで待ってるから、出発するときに迎えに来てねって」

　言いながら、リーリは手で竜のかぎづめの形を作り、もう片方の手の指を一本立てる。

　リーリの手の動きから察するに、竜が上空から飛んできて、樹じゆ上じように立っているリーリを回収し、そのまま神父に有無を言わせず北の地への旅が始まったという運びらしい。

「……怒らなかったのか？　神父」

「めちゃめちゃ怒った」

「……だよな」

　ふと、俺はリーリがルートラからついてきた経緯を思い出した。

　そういえばこいつは、俺が何度ついてくるなと言っても、「勝手についてく」と言い張って、結局本当についてきちまった頑がん固こ者ものだ。

「でね、追い返されそうになったけど、王様が味方してくれたの。リーリ、ヒースと喋しやべれるし、お友達もいっぱいいるから、役に立つだろうって」

　でも、あんまり役に立てなかった……とリーリはしょぼくれる。

　北に近づけば近づくほど、森で見かける生き物っつったら悪魔の気まぐれで作られた不気味な化け物ばかりになる。

　そしてネズミを操れなくなったリーリは、ただの小さくてちょっとばかりかわいい毛玉生物以外の何物でもない──まあ、かじった相手が伝染病にかかるっていう隠し玉はあるわけだが、それを襲いくる化け物相手に発揮するのは難しそうだ。

「そう気を落とすな、ネズミの。守る者が傍そばにいた方が、人は生存率が高いらしい。特に神父は捨て身の戦術をとる事が多いのでな。君が傍そばにいた方が、多少は自重するだろう」

　少なくとも、とゼロは続けた。

「我わが輩はいは君と会えて嬉うれしく思う。傭よう兵へいもそうだろう？」

「いや俺は別に」

　そっけなく言うと、リーリは頰を膨らませ、辺りに転がってる物を手当たり次第に俺に投げつけてくる。

「ばかばか！　いじわる！　お兄ちゃん嫌い！」

「よすのだ、二人とも。我わが輩はいを抜きにして楽しそうにじゃれ合うな」

「──そして俺が寝ている横で、物を投げるのもやめてもらいたいものだな……」

　苦々しげな声を上げたゴーダに、俺達は一斉に顔を向けた。

「なんだ、目が覚めたのか」

　俺が顔を覗のぞき込こむと、

「近づくな、獣けもの臭くさい」

　と、どこか懐なつかしい調子で返される。……思ったより元気じゃねぇか。

　ゴーダは重たそうに上半身を起こすと、ゼロに差し出された葡萄ぶどう酒しゆを一気に飲み干した。

「どれくらい気を失っていた？」

「さほど長くはない時間だ。竜の食料を探しに出かけた隊長も戻っていない」

「そうか……三日三晩は寝続けたかと思ったが、そう長くは眠っていられないものだな」

「我わが輩はいの魔法で眠らせようか？」

「いや、遠慮しよう。オルルクスと言ったか……あの男の態度を見る限り、俺が寝ている間にヒースの首でも刎はねそうだった」

　ありえるな、と俺達がひとしきり笑っていると、馬車に近づいてくる足音が聞こえた。

　ほどなくして馬車の幌ほろを押し上げて、バルセルが顔を覗のぞかせる。

「あのぉ……さっき隊長の後ろを竜がつけまわしてたんですが、ありゃなんの嫌がらせで？」

「何も隊長さんを食おうとしてるわけじゃねえから安心しろ。──館長に書かせてた悪魔の一覧はどうなったんだ？」

　俺の質問に、バルセルは紙の束をばさばさと振って答える。

「御覧の通り、本が一冊書けそうな勢いです。書写に回す前に、一度魔女殿にお見せしとこうかと思いまして」

「いい判断だ、従卒よ。さっそく見せてくれ」

　バルセルはゼロに紙の束を手渡し、起き上がっているゴーダを見て目をしばたたく。

「ああ、そちらが噂うわさの破は竜りゆう王おうで？　思ったより普通の坊ちゃんなんですねぇ」

「……貴様は？」

「こりゃあ、申し遅れました。ジェマ隊長の従卒をやらせて頂いてます、バルセルってもんです。──今のところは、ですが」

「粗そ相そうをして首にでもなったのか？」

　バルセルは苦笑した。

「なるほど、傑けつ物ぶつだ。ズケズケとお聞きになる。──でそっちの小さいのは……」

「リーリ」

　リーリの手短な自己紹介に、バルセルは「なるほど」と呟つぶやく。

「〈女神の浄火デア・イグニス〉と南に向かったっていうネズミの獣けもの堕おちですね。もうちっと凶きよう悪あくな見てくれを予想してたんですが……」

「かわいいだろう？　我わが輩はい、ネズミのを抱きしめて寝るのは大好きだ」

「そりゃ気持ちよさそうだ」

　バルセルとしては何気ない相あい槌づちだったんだろうが、リーリはびくっと肩を跳はねさせ、そそくさと俺の背中に回り込む。

「え……？　ちょ、なんです今の反応。あたし何か悪い事しました？」

「胡う散さん臭くささを感じ取ったんだろ。で、館長の様子は？」

「休憩中です。さすがに、ぶっ続けで書き物してると疲れるらしい。〝読むより書くのがつらいとは知らなかった。発見だ〟とかなんとか言ってましたよ。馬車にお連れしようと思ったんですが、先客がいるって聞いてたんでどうしようかなと」

　先客ってのは、まあゴーダの事だ。

　実際問題、一つの馬車で俺とゼロとゴーダとリーリと館長が過ごすのは無理がある。

「館長は、そのまま天幕で寝かしときゃいいんじゃねえか？　腐っても悪魔だ。そこまで気合い入れて護衛する必要もねえだろう」

「ふむ……確かに館長は、敵対する悪魔の名を見抜ける。ゆえに悪魔に害される心配はあまりないが、人間や凶暴化した動物に襲われると、あの体ではひとたまりもない」

「そこは、さすがに教会騎士団がきちんと護衛させていただきますよ。館長の能力が町の防衛に有用だって事は、あのオルルクス近この衛え騎士隊長も認めてますんで」

「そうか……ならば、傭よう兵へいの案でいこう」

「とすると、あたしは魔女殿を館長の天幕にお連れしなきゃならねぇな」

「我わが輩はいを？」

　ゼロは紙の束をめくる手を止めた。

「なんか話があるとかで……」

「なるほど……ならば出向こう。傭よう兵へい、ここを頼めるか？　消しよう耗もうした破は竜りゆう王おうと、操れるネズミのいないネズミのだけでは、いささか心もとない」

「晩飯には戻れよ」

「無論だ。君の作る食事は、常にすべてに優先される」





３






　ゼロが立ち去ってしばらくすると、満足げな竜を連れたジェマが、どこか申し訳なさそうな表情で馬車まで戻ってきた。

「よう。竜の食料は見つかったらしいな」

「見つかったというか……その……まあ、そうだな」

「なんだ？　人間でも食ったのか？」

　俺が顔を顰しかめると、横になっていたゴーダが「ヒースは人を食わない」と強く主張する。

「確かに。この竜は人も肉も食わないが、それ以外は手当たり次第に食べるらしい。市壁に飾られていた歴史ある彫像を、嚙かみ砕くだいて飲み込んでしまった……」

　笑っちゃ悪いと分かってはいるが、吹き出さずにはいられない。

「笑いごとではないんだぞ！　どうにか市壁から引ひき剝はがしたら、道に止めてあった馬車を食べてしまうし……鍛か冶じ屋やでは熔とけた鉄を吞のんでしまった。この短時間で、私は一生分の謝罪を口にしたぞ」

「だめだな。ますます笑っちまう」

　俺がゲラゲラ笑う後ろで、ゴーダが静かに頭を抱える。

「すまない……普段は俺が許可した物しか食べないんだが……」

「では、次から食料探しには貴公にご同行願いたい……当座の食料として、石灰を荷車に積んで持ってこさせる。どうも、素の鉱石よりも加工された建築材料の方が口に合うらしい」

　って事は、竜にとって町はごちそうにしか見えないわけだ。

　たらふく食って満足したのか、竜は盛大なげっぷでジェマを軽く脅おどかすと、馬車のすぐ横で尻尾を抱いて眠り出す。

　ジェマはそんな竜を見下ろして、

「伝承では竜が町を襲ったという話はよくあるが……たぶん、こういう理由だったのだろうな」

　と曖あい昧まいに笑った。

「あ、神父様戻ってきた」

　突然、リーリがぴんと耳を立て、馬車から飛び出してきた。

　リーリが走っていく方向に目をやると、なるほどこちらに歩いてくる黒い人影が見える。

　神父は杖つえをついて歩くから、足音が特徴的だ。リーリの耳なら、意識していなくても接近に気がつける。

「首尾は？」

　と短く問うと、

「上々」

　と短い答えがある。

「主教様の計らいで、教会騎士団の兵舎にゴーダとリーリの部屋を用意していただけました。オルルクス近この衛え騎士隊長が大反対してましたが、主教様としても、結界の内部でのうのうとしていた近この衛え騎士隊長より、悪魔の群れを振り切ってきたルートラからの使者を優先したいと考えていらっしゃるようで」

「そりゃありがてぇな。正直、あの馬車に四人は手狭だと思ってたとこだ」

　館長はやせっぽちのチビだから大して気にならなかったが、ゴーダは立派な体格の剣士だ。リーリはどうせゼロが抱いて寝るから誤差みたいなもんだが、それでも狭い馬車に四人で寝るのはそれなりに厳しい。

「リーリ、町に入れるの？」

「ええ。と言うか、入れて当たり前なんですよ。阿あ呆ほうが自分の権威と権力を守りたくて、居い丈たけ高だかな態度を取っているだけです」

　でも、とリーリが俺を見る。

「俺達はいいんだよ。館長は結界の張ってある町には入れねぇが、危険に一番早く勘かんづくのはあいつだ。なら俺達も館長に付き合って、結界の外にいるのが一番いい」

「そっか……」

　しゅんとなるリーリに、神父が溜ため息いきを吐つく。

「馬車で眠る方がいいなら、無理にとは言いませんよ。私は暖かい部屋の柔らかな寝床で眠りますけどね」

「や、やだ！　リーリもそっちがいい……！　寒いの嫌い……！」

　だろうな。リーリは日差しが肌を焼く南の出身だ。この寒さは辛いだろう。

「傭よう兵へいとゼロに関しても、追い払いはしないと主教様より確約を頂きました。一部条件付きですが……」

「条件だぁ？」

「ゼロはどうしました？」

　俺の質問に答える前にと、神父はここにいないゼロの気配を探すように耳を澄ました。

「今はいねぇよ。館長に呼び出されてな」

「館長？」

「〝万ばん里りを掌しよう握あくせし千せん眼がんの哨しよう〟。ウェニアス王国でマディアから聞いたんだろ？」

　ああ、と神父は気のない声を上げる。

「ようは悪あく魔ま憑つきでしょう？　よく教会騎士団が許容しましたね」

「隊長さんの計らいでな」

　俺がちらとジェマを見ると、ジェマは「しー」とでも言いたげに唇くちびるに手を当てる。腐っても神父は〈女神の浄火デア・イグニス〉だ。

　悪あく魔ま憑つきを「若き館長の尊き犠牲」などと言って教会騎士団に受け入れさせた経緯など、とても説明できないだろう。

　まったく、これじゃあ俺達も教会の噓うそを責められやしねぇ。

　世の中噓うそで回ってる事ばかりだ。

　神父もそれはよくよく理解しているのか、あえて深く突っ込んではこなかった。

「では、条件についてはゼロが戻ってきたら話しましょう。とにかく、ノックス大聖堂の主教様も魔女との協力体制に同意してくださいました。最悪の場合、ノックス大聖堂を捨ててウェニアスまで撤退する事もありえると」

　俺は口笛を吹いた。

「そりゃ大移動だな。それこそ、うちの最強魔女の協力がなきゃ不可能だろうよ」

「しかし、その最強魔女は世界を救うためにさらに北を目指す。もちろん、ゼロが目的を達成できれば万々歳ですが……正直言って、主教様は憂ゆう慮りよしておられる。私もです」

　それは、とジェマが不安げな声を上げる。

「ゼロ殿が負けるかも……という話ですか？」

「それ以前の問題です」

　それ以前？　と首を傾かしげるジェマの視線を受けて、俺は肩を竦すくめた。

「〝途方もなさすぎる〟って話だろ。成功するしないの問題じゃなくて、そもそも〝本当にやるつもりか？〟って感じだ。誰だってそう思うだろうよ。当事者に近い俺だって、いまだに実感がわかないんだ。世界を救うなんてよ」

「わ、私はそんな風に思った事はないぞ」

「そりゃお前が聖女もびっくりの清らかな心をお持ちだからだよ」

「気のせいだろうか、馬鹿にされた気分だ」

「よく気づいたな。馬鹿にしたんだ」

　そっとジェマが戦せん斧ぷに手を伸ばすのを、ゴーダが「ここではやめてくれ」とたしなめる。

　神父は続けた。

「教会としては──いえ私としても、ゼロにウェニアス王国までの撤退に協力してもらいたいというのが正直なところです。例の悪あく魔ま憑つき──館長と呼ぶんでしたっけ？　とにかく、その力があれば、教会の保有する対魔女用の技術で十分対応可能だとは思うのですが……やはりもう一段階保険が欲しい」

「しかし、神父殿。〝最悪の場合〟というのは、つまりゼロ殿が魔女の討とう伐ばつに失敗したときを想定しているのでしょう？　成功すれば、そもそも撤退の必要もないわけだから……」

「いえ。どの道、もうこの土地では暮らせません。〝最悪の場合〟とは言いましたが実のところ、今がまさにそれです」

　え、とジェマが不思議そうな顔をすると、神父が杖つえで軽く地面を叩たたいた。

　雪の降り積もった地面だ。新雪の下には、溶けた雪が夜中に凍ってできた氷の層がある。

「以前、ここは一面畑だったそうです。見ての通り、それが寒波で全滅した。ここだけじゃありません。近隣の農村は農民ごと壊滅状態……つまりここで再び人間が暮らせるようになるまで、何年もかかります。魔女の討とう伐ばつに成功しても、民は飢えて死ぬでしょう」

　凍り付いた土じゃ、作物は育たない。土の中で春を待っていた種も、この寒さであらかた死んじまっただろう。

　この世界から悪魔が消えて、冗談みたいな寒さが過ぎ去ったとして、氷った海が溶けるるのにどれくらいの時間がかかる？

　死んだ魚は生き返らないし、森をうろつく動物は、まともな狩人かりゆうどじゃ近づけもしない化け物に変わった。

　悪魔が消えても、事象は残る──つまり悪魔が面白半分に作った森の化け物どもは、今後も森をうろつきまわる。

　まともな動物が消えた森は死んでいく。死んだ森の近くで人間は生きられない。

　ジェマが神妙な顔で口を開いた。

「では……撤退は決定事項なのか……」

「主教様も、心の内ではもう決断しておられます。ですが、民を説得するのは困難だ。民がここを動かなければ、主教様も民を見捨てては動けない」

「そりゃ、安全な結界から出て、住み慣れた土地を捨てて、魔女と教会がよろしくやってるウェニアスまで危険な道を旅するぞって言われても、はいそうですかとは言えねぇだろうなあ」

「だからこそ、絶対の安全を保障したいのです。ウェニアスからここまで教会騎士団を護衛してきたゼロが一緒なら、主教様も民を説得しやすい。さらにその護衛が成功した暁には、魔女と教会の共存の強力な土台になります。ですが仮にゼロが祭壇に向かい、そこで命を落としたら、我々は護衛と同時に共栄の礎いしずえを失う事になる」

　俺は苦笑した。まったくこいつは、歯に衣きぬを着せない。

「なるほど、言いたい事は分かったが、それこそ魔女が戻ってくるのを待って説明すべきだったんじゃねえか？」

「馬鹿でも多少は考える努力をして欲しいものですね。あなたから言った方が効果的だから、こうして事前に説明してるんでしょうが」

　俺は渋じゆう面めんを作った。

「何度も説明してると思うが、俺と魔女はそういう関係じゃねえ。付き合いは長いし、俺はあいつのために戦うし、あいつも俺を気に入ってるんだろうが、それだけだ」

「それで十分でしょう？」

「逆に言うと、俺も魔女に頼まれたからって意思を曲げるような事はしない。つまり、俺はゼロについてくと決めた──たとえゼロが〝くるな〟と言ってもだ。で、ゼロは北に行くと決めた。俺が〝行くな〟と言ってもだ」

　別に、ゼロとそういう話をした事があるわけじゃない。

　ただどうしてか、俺が何を言ってもゼロは北へ進む事をやめないだろうという確信がある。

　ゼロは世界を救うと決めて、救えると思ってる。

　ほかの誰が「世よ迷まい言ごとだ」と考えて、より堅実で現実的な案を出したって、ゼロには何の関係もない。

「だから、お前から説明してダメだった事が、俺から説明すりゃ通るなんて事はねぇんだよ」

「……なるほど」

「御理解いただけたか？」

「ええ、あなた方が途方もない馬鹿である事が」

　神父のいつもの軽口に、俺は笑って立ち上がった。

　そろそろ飯の支度を始めないと、ゼロが帰るまでに間に合わない。

　その俺を、

「傭よう兵へい」

　ふいに神父が呼び止めた。

　振り返ると、妙に神妙な空気の神父が眼帯越しに俺を見てる。

「……聞かないんですか？」

「何がだ？」

「あなたが私に頼んだ事です」

「……あぁ」

　忘れていたわけじゃない。

　ただ、神父が切り出さない限り、自分からは聞かずにおこうと思っていただけだ。

　神父達が南に飛ぶと聞いて、俺は自分の村がどうなったか……両親がどうしているかを確認してくれるよう神父に頼んだ。

　だが、確認している時間がなかったかもしれない。

　胸を張って報告できるような結果じゃなかったかもしれない。

　例えば──。

「……死んでたのか？」

　そう、そんな可能性だっていくらでもある。

　突然重苦しい話題になって、ジェマは「この話は私が聞いていいものなのか？」とうろたえた挙句、ぱっと耳を塞いで何も聞かない体勢を取った。

　聞かれたところで問題もねぇんだが……。

　俺の質問の答えを知っているんだろう、ゴーダとリーリの表情も硬くなる。──って事は、あまりいい返事は聞けなさそうだ。

　俺は心に自己防衛の布をかけた。「死んだ」と言われても、絶対に傷つかないように。「死んでいて当たり前だ」と何度も自分に言い聞かせる。

　神父はしばし黙って、ゆっくりと首を左右に振った。

「いいえ、生きてましたよ。二人とも実に健康でした」

　拍子抜けする答えに、俺は顎あごを前に突き出した。

「生きてたのに、なんでそんな雰囲気なんだよ」

「あるいは、死んでいるより残酷な現実だからですよ」

「っつーと？」

「あなたに怒り狂っていました。二度と村に戻ってくるなと」

「ああ……そりゃまあ……そうなるよな」

　俺は気性の激しいおふくろと、厳格な親おや父じが青筋を浮き立たせて怒っている姿を想像し、懐なつかしい気持ちで苦笑した。

「あなたが村から消えてくれて、正直せいせいしていたそうです。両親にすら人望がないとは、さすが堕だ落らくの象徴。一応、ウェニアスへの避難を勧めておきましたが、あの調子だと村に残るでしょうね……まあ、どの道先の長くない限界集落です。早晩消えてなくなるでしょう」

「そうか……それを聞いて安心した。ありがとうよ」

　ずっと胸につかえていた。俺が村を出た事を、両親が悲しんでいたらと思うと憂ゆう鬱うつだった。また盗賊に襲われてやしないかと心配だった。

　何度も村に戻りたくなった──だが、戻る勇気もなかった。

　生きていてくれたのか。

　二度と戻ってくるなと言ってくれたか。

　いなくなってせいせいすると、そう思ってくれていたか。

　それが俺には何よりの救いになる。

　俺は馬車を下りて、荷物から芋いもを取り出して皮を剝むき始はじめた。俺の得意料理は、さして手の込んでない単純な芋いものスープ──俺が初めて作れるようになった料理だ。

　親おや父じが作り方を教えてくれて、おふくろが「やるもんじゃないか」と褒ほめてくれた料理だ。

　俺を店の跡継ぎだと言ってくれた。

　自慢の息子だと言ってくれた。

　獣けもの堕おちだからどうしたと、そう言ってくれた。

　ああ──。

「……下へ手た糞くそが。噓うそ吐つくなら、もっと上う手まく騙だましてくれねぇと……」

　騙だまされるふりもできやしねぇ。

　俺は芋いもを剝むく手を止めて、わけもなく空を仰いだ。

　人間ならきっと、涙を堪こらえるときにこうする。俺の体じゃ涙の一筋も流れやしないが、それでも空を見上げたくなった。

　俺の呟つぶやきが聞こえたんだろう、神父が馬車から降りてくる。

「噓うそを吐つくのが仕事の〝隠いん匿とく〟に対して、なんとも心外な評価ですね」

「実際、噓うそなんだろう……？」

「……信頼関係をにわか仕込みの噓うそで崩すのが難しいのは認めましょう。あなたには、私の噓うそを信じないだけの理由があった。──あなたには、自分が村を訪ねたら、両親がどう反応するか想像できるんですね。まるで親密な親子のようだ」

　そうだ。

　俺には手に取るように分かる。目に浮かぶ。

　たった十三年──離れて過ごした時間の方が長い。それでも、両親がどんな風に怒るのか、どんな風に見捨てるのか、俺はちゃんと分かっている。

「親おや父じとおふくろが、心底俺を嫌ってるなら、俺の事を切り出されても〝誰だそいつは〟って言うだろうよ。そんな息子は知らねぇってな。何があっても、親おや父じは他人を悪く言わなかった。おふくろもだ。〝どうだっていいさ〟〝気にするだけ損さ〟って……」

　まだ俺がガキで、小さくて、臆病で、旅人や近所の連中に〝ケダモノ〟と言われては落ち込んでた頃、両親は俺に何度もそう言い聞かせた。

　怒ったって相手は変わらない。自分を嫌ってる奴やつの言う事なんて、とっとと忘れて笑って生きるのが一番だと。

「……真実を？」

　自分の下へ手た糞くそな噓うそを棚たなに上げて、神父は俺に選択を迫った。

　下へ手た糞くそな噓うそを信じて能天気に生きるか、それとも神父が隠した現実を知るか。

　そして、

「……頼む」

　俺は真実を望んだ。

「はやり病です。それで村の半分がやられた。あなたの両親は生きのびましたが……小さな村です。人が減れば村そのものが立ち行かなくなる。多くの人が村を離れました。それでも、あなたの両親だけは村に残った。あなたが帰ってくると信じて」

「……だが俺は帰らなかった」

　そのようですね、と神父は呟つぶやく。

「遺体は埋まい葬そうしておきました。あなたの父が先に亡くなり、あなたの母は机で日記を書きながら事切れていました。──これを」

　古ぼけた、今にも崩れ落ちそうな紙を差し出されて、俺は受け取った。

「日記の最後です。……字は読めますね？」

「ああ。おふくろに習った……習ってる途中で村を出ちまったから、中ちゆう途と半はん端ぱだけどな」

　俺は折りたたまれた紙を開こうとして、どうしても開けない事にうろたえた。

　ここに何が書いてあるか、知りたくない。

　知りたいが、知るのが怖い。

「お前は読んだのか、神父」

「ええ。だから持ってきました」

「……覚えてるか？」

「呆あきれた臆病者ですね」

　神父の溜ため息いきに、俺は言い返せなかった。

　そうとも、俺は自分でも笑っちまうくらいの臆病者だ。

「〝直接言いたかったけど、お前の帰りがあんまり遅いから、もう待ってられないみたいだ。しょうがないからここに書いておくよ。お帰り、私達の馬鹿息子〟」

　俺は声を上げた。

　とても抑えてはおけない──たぶん、これは泣き声だ。

　今、無性に村に帰りたくてしょうがない。

　両親に「ただいま」と言いたくて仕方がない。

　どうして、俺は帰らなかった。

　何を恐れた？

　何を疑った。

　両親に──村のみんなに拒絶されるのが恐ろしくて、どうせ誰も俺の事なんざ誰も待っちゃいないと言い聞かせてきた。

　待っていてくれたのに。

　愛していてくれたのに。

　俺はただ、自分を守るために逃げ続けた。

「……お兄ちゃん」

　いつの間にか、リーリが俺の傍そばにいた。ぐいと袖そでを引っ張られ、俺はようやく叫ぶのをやめる。

「あの、あのね……リーリ、お兄ちゃんがいたから……前にお兄ちゃんが、罪悪感で逃げたけど、逃げなきゃよかったって……後悔してるって言ってくれたから……お父さんとお母さんのとこに帰れたの。お兄ちゃんのおかげなの……だから……えっと、あの……」

　リーリは自分が何を言いたいのかも、よく分かっていないようだった。

　俺もリーリが何を言おうとしてるのかは分からない。

　だが、気持ちだけは少しだけ伝わった気がして、俺はリーリの頭をぐしゃぐしゃと撫なでた。こんなガキに心配されて、いい大人がみっともない。

「あなたの両親はとても強く、立派な方々だった。村を飛び出した息子というだけでもすでに問題外なのに、獣けもの堕おちであるあなたを最後まで待ち続けた。息子として愛し続けた。たった一言の恨み言も残さずに」

「説教か？　神父らしいこったな」

　吐き捨てて、俺は溜ため息いきを吐ついた。

「……続けてくれ。今はお前の胡う散さん臭くさい説教でも心に響きそうだ」

　なんでもいい、とにかく誰かと会話をしていたかった。

　俺の服を摑つかむリーリの存在が、淡々とした口調で語る神父の存在が、こんなに心強く感じた事はない。

「正直言って、あなたが羨うらやましいですよ。私の両親は、私のこの目が気に入らなくて、私を森に置き去りにした」

「そうか……？　俺はお前が羨うらやましいがな」

「はぁ？」

「少なくともお前は、親が死んだところで悲しくもなんともねぇ……愛してくれてた親を疑って、疑い続けて……待ちぼうけを食わせて孤独に死なせたりせずに済む。そうだろう？」

　神父は嗤わらった。いつもの調子で。

「地獄は人の数だけ存在する。誰より不幸な自分に浸ひたりたいなら邪魔はしませんよ。それに付き合ってやるほど私は優しくない」

「神父なのにか？」

「〈女神の浄火デア・イグニス〉ですから。持ち合わせている慈悲は最低限をやや下回っている程度です」

「リーリが聞いてあげる！」

　勢い込んで、リーリが俺の腕を引っ張った。

「悲しいときは、悲しいって言うの。それでね、たくさん慰めてもらうの。でないと心が痛くて死んじゃうからって、お母さんも言ってた」

「……じゃお前の事抱きしめていいか？」

「いいよ！　リーリ、ぎゅってしてあげる！」

　リーリが小さな両手を俺に向かって差し出した。……冗談のつもりだったんだが、どうやら、本気で俺を慰めてくれるつもりらしい。

　だが、神父がそれを許しはしない。

　杖つえで俺の頭をひっぱたき、リーリの襟えり首くびを摑つかんでぐいと俺から引ひき剝はがした。

「馬鹿を言える余裕があるなら、慰めも不要でしょう。とっとと食事の支度でも進めなさい。せいぜい、ゼロが戻ってきた時に思い切り慰めてもらう事ですね」

　神父がそう吐き捨てると同時に、ジェマが気まずそうに馬車からそっと顔を出す。

「そ……そろそろ出て行っても大丈夫だろうか。必要なら、ゼロ殿を呼び戻してくるが……」

　お前もか、ジェマ。

　つーかなんでお前らは寄ってたかって、俺がゼロ無しじゃ生きられないみたいな扱いをしてくるんだ？

　とは、声に出せないまま溜ため息いきとなって消えていく。

　俺は静かに鍋なべを摑つかみ、

「もしお暇ひまなら、汚よごれてない雪を探して鍋なべに詰めてきていただけますかね、隊長殿。まだ飯が用意できてねぇのに、魔女を呼び戻したりしたらうるさくてしょうがねぇっての」

　と、ジェマに向かって放り投げた。
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「い……いつまで夢を……見ている？」

　館長の天幕に足を踏み入れるなり、そんな言葉に出迎えられて、ゼロは片かた眉まゆを吊つり上あげた。

「妙な事を聞くではないか。我わが輩はい、今は目覚めている」

「そ、それこそが夢、だ。夢で見るのが……現実だ……わ、分かっているはずだ、お前は。すべて、すべて分かっていて……いつまでも夢を見ている」

「鏡ばかりを見ている貴様に、我わが輩はいが何を見ているか分かるのか？」

　館長は椅子に深く腰を下ろしたまま、じっと鏡に映る自分の姿を見つめ続けていた。一度もゼロに視線をよこさず、自分の姿がこの世の何にも代えがたい宝物だとでも言うように、飽きる事なく凝ぎよう視ししている。

　床には色とりどりの衣服が散らばり、さながら宴席に着ていく服を選ぶ乙女のようだ。

　館長は忍び笑いをこぼした。

「ひ、きひひ……ああ、苛いら立だっているのか……こ、心地よい夢から揺り起こされて……むずかる幼子のように……はは、ひはは……哀れなものだ……惨みじめなものだ……」

　ぴりりと、空気が鋭く張り詰めた。

　ゼロを天幕に案内してきたバルセルが、居心地の悪さを咳せき払ばらいで緩和しようと試みたが、失敗に終わってますます居心地が悪くなる。

「あの……じゃあ、あたしは外で待ってますんで……」

　そそくさと天幕を出たバルセルの言葉にも、動きにも、ゼロと館長はピクリとも反応を返さなかった。

　それほどに、お互いに集中している。

「か、勘かん違ちがいをするな……忠告だ、これは……お前のための、忠告だ……お前の大切な……あの獣けものの戦士のための……」

「ほう？」

「上う手まくはいかんぞ……何一つ……す、全てを失う。お、お前も……奴やつも……ど、泥どろ闇やみを倒し、世界を救い……それで、平和か？　それですべてが、解決するか……？　に、人間は難しい。とても難しい。わ、ワタシは百年、見てきた……人間達を、見てきた。ど、度どし難がたい人間達の、愛いとしくも愚かな営みを……お、お前が穴ぐらに引きこもり、幼稚な夢に浸ひたっている間もな……人間と魔女の、共存などと……ひ、ひはは……あは、は、ははは……ッ」

　館長の哄こう笑しようが天幕に響いた。

　ひとしきり笑った館長はむせかえり、苦しげに咳せき込こんで胸を押さえる。

「……何も、言わないか……それか、何も言えないか……？　そうだな、そうだ……毎夜苦しむお前の顔を、わ、ワタシは見ている。だから、目覚めろ……夢はもう、終わりにすべきだ」

「話したい事というのは、これか？」

「そ、そうだ……お前が目覚めれば、全てが変わる……救われる……人間、救われる……ワタシ、嬉うれしい。なぜならば、ワタシは──」

「人間を愛しているのだから」

　ゼロと館長の言葉が重なった。

　ひひひ、と館長は笑い、

「そうだ、そうだ……その通り……」

　と繰り返す。

　ゼロは何の表情も浮かべないまま踵きびすを返した。

　外で待機していたバルセルが、ゼロの姿を見て「お戻りですか」と声を上げかけ、黙った。

　美しい女だと思っていた。これほどの美女は見た事がないと。

　その強さに畏い怖ふの念を抱いていたし、決して怒らせまいとも思っていた。

　だが同時に、親しみやすさも感じていたのも事実だ。

　たった今、この一瞬前までは。

　天幕から歩き去るゼロの後ろ姿を見送って、バルセルは深々と溜ため息いきを吐ついた。

　恐る恐る天幕の中をうかがい、機嫌よく鏡に見入っている館長の姿に安あん堵どする。歩き去るゼロの雰囲気からして、中に惨ざん殺さつされた館長の死体が転がっていても不思議はないとすら思っていたからだ。

「いやあ、怖い怖い……一体何を言ったら、あの魔女殿をあそこまで怒らせられるんで？」

「現実だ」

　へぇ、とバルセルは生返事をする。

「そりゃ怒られてもしょうがねえやな。現実なんざ、知らない方がいい事ばっかりだ」
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　地獄は人の数だけ存在する。

　そう言い捨てた〝隠いん匿とく〟の言葉が、リーリの耳に強く残っていた。

　傭よう兵へいの地獄は、きっとゼロが癒いやしてやれるのだろう。

　では〝隠いん匿とく〟が抱く地獄は、一体誰が癒いやしてくれるのだろう。

　教会の神だろうか。

　それとも、リーリの知らない誰かに縋すがる事もあるのだろうか。

　リーリは〝隠いん匿とく〟と出会って、まだ間もない。過去どころか、〝隠いん匿とく〟の現在すら知らない。

　それを、知りたいと思う事は罪だろうか。

　支えになりたいと考えるのは傲ごう慢まんだろうか。

「……リーリ。言いたい事があるのなら、口に出して言いなさい。微妙な距離でウロチョロされると気が散ります」

　背中を向けたまま苛いら立だたし気に声をかけられて、リーリはびくりと飛び上がった。

　傭よう兵へいとジェマが食事の支度にとりかかっている間、〝隠いん匿とく〟は少し離れた場所で、野営地に残った少数の兵の声を聞いているようだった。

　実のところ、〝隠いん匿とく〟は料理ができない。

　ウェニアスからノックス大聖堂に向かう道中でも、ゴーダとリーリが作るものを口にするばかりで、自分から手を動かす事はなかった。

　何な故ぜかと言えば、〝隠いん匿とく〟の五指は指輪から延びる細い糸で杖つえに固定されている。──基本的に、杖つえを置く事ができないのだ。

　風ふ呂ろに入るときも、眠るときも、食事をするときも。

　それが日常生活でどれほど不便かは、リーリにも想像ができる。

　だがそれほどの業ごうを背負う〝隠いん匿とく〟の罪が何なのか、リーリには想像もできなかった。

「……神父様の地獄って、なに？」

　促されて、リーリが口にした質問に、〝隠いん匿とく〟は露骨に舌打ちした。

「踏み込み過ぎです」

「ごめんなさい……でも気になる」

「私の地獄を知って、どうしようって言うんです？　同情でもしたいんですか？」

「わかんないけど……」

　リーリはしゅんとなる。

「……でも、知らなきゃ何にもできないなって。リーリ、何かしたいの」

「踏み込み過ぎです」

「うん……」

「この際だからはっきりと言っておきますが……リーリ、私に懸け想そうしても無駄ですよ」

　突然心の内を言い当てられて、リーリは毛並みの下で真っ赤になった。

「ち、ちが……！　リーリ、べつに、ちがくて……！」

「勘かん違ちがいならそれで結構。知っての通り、私は教会に命を〝貸し与えられている〟死人です。あなたがどれほど私を知りたいと望んでも、私はここに存在すらしていない」

　リーリはぴんと耳を立てた。

「……でも、神父様ここにいるよ」

「そういう話をしているんじゃないんですよ……あなたに言っても分からないかもしれませんがね。とにかく、私に深入りしない事です」

「でも」

「リーリ」

「でも、リーリが決める事だもん……！」

　意を決して言うと、〝隠いん匿とく〟がゆっくりとリーリに振り向いた。

　これはいつも〝隠いん匿とく〟が口にする言葉だ。〝それは私が決める事です〟と、意にそわない他人の指図をいともたやすく退ける。

「リーリが神父様の事好きなんだもん……教えるのが嫌なら、無理に教えてって言わないけど……知りたいって思うのは、リーリの勝手だもん……無駄かどうかなんて、関係ないもん」

　すべて言ってしまってから、リーリは怖くなって震え出した。

〝隠いん匿とく〟はリーリを「嫌ってはいない」と言ってくれていた。だがこれで、決定的に嫌われてしまったかもしれない。

　踏み込み過ぎだと忠告されたのに、リーリは引かずに踏み込んだ。

　なんて図々しく、大それた事をしてしまったのか──。

「……あの。それだけ」

　リーリはくるりと踵きびすを返した。

　だがその場から逃げようとしたリーリの体が、急にピクリとも動かせなくなる。

　神父の操る細い糸だ。それが、いつの間にかリーリの体に絡からみついている。

　あ、と思うともう雪の上に仰向けに転がっていて、ぱちぱちと目をしばたたくと、曇り空を背にリーリを見下ろしている神父の顔が視界いっぱいに広がった。

「あの……ご、ごめんなさい……？」

「私は獣けもの堕おちが嫌いです。特に女は最悪だ。私に懸け想そうする女の獣けもの堕おちなど、最悪の組み合わせです」

「……あぅ」

　この言葉を聞きたくなくて、リーリは逃げ出そうとしたのだ。

　今すぐにでも逃げ出して、雪に穴を掘って潜り込み、そのまま冬眠してしまいたくてしょうがない。

　だが〝隠いん匿とく〟の糸は、リーリにそれを許さなかった。

「理由を聞きなさい、リーリ」

「……ふえ？」

「何な故ぜだと、聞きなさい。私の地獄が知りたいのでしょう？」

「……どうして獣けもの堕おちの女の人、嫌いなの……？」

「自信がないからですよ。いつだって自分の醜みにくい姿を嘆いて、それを理由に誰彼構わず敵視して、疑っている浅ましさが我慢できない」

　吐き捨てるような言い方に、リーリはぎくりとした。

　自信……確かに、リーリに足りないものだ。

　だが獣けもの堕おちに生まれた女が、どうして自分に自信など持てるだろう。普通の人間として生まれた女を羨うらやまずにいられるだろう。

「私は両親に捨てられ、狐きつねの獣けもの堕おちに拾われました。彼女は私に、盗賊として生きる術を教えてくれました。日の光の中でまともに歩けない私を、〝自分と同じ、夜に生きる住民だ〟と受け入れてくれた。私は彼女を愛していました。獣けもの堕おちかどうかなんて、気にした事は一度もなかった。彼女を美しいと思っていた。彼女の声が、言葉が、あらゆる所作が、どんな女性よりも美しいと感じていた。笑えるでしょう？　十代の半ばにも達していない愚かな少年の、崇すう拝はいに近い盲目的な恋心です。──ですが、彼女は私の愛をいつだって疑っていた」

　胸がどきどきとして、苦しかった。

　頭から熱湯を浴びせるように、神父は容赦なく自分の過去をリーリに語る。

「ある日、彼女は小さな村に目を付けました。さる大商人の娘が病気の療養にやってきていて、彼女が暮らす小さな家には大金が隠されていた。私は商人の娘を誘惑し、金の隠し場所を聞き出す役目を引き受けました。娘は私に夢中でしたよ。美しい娘だが無知だった。騙だますのは簡単でした。その偽りの愛を──〝彼女〟は信じた。私の心が商人の娘に移ったと信じ込み、嫉しつ妬とに狂って私を罰するように娘を殺し、村に火をつけ、私を置いてどこかへ消えた」

　燃え盛る炎は、光を嫌う〝隠いん匿とく〟の目には痛いほどに突き刺さった事だろう。

　愛していた人に信じてもらえず、裏切られ、捨てられた少年の心を想像するだけで、リーリは叫びだしたくなる。

「商人の娘を殺し、村に火をつけた罪で、私は死罪になりました。あの火事で私は死んだ。そして〝隠いん匿とく〟という〈女神の浄火デア・イグニス〉の裁定官が生まれた。〝隠いん匿とく〟の罪ざい業ごうを得た裁定官は、その聖務のさなかに女め狐ぎつねと再会を果たした。──私は彼女に愛を囁ささやきました。憎んではいない、すべて許すと。もちろん彼女は信じなかった。本心だったんですがねぇ」

「……それで……どうしたの……？」

「逃げるのを追って、首を落としました。近隣の民の生活を脅おびやかす害悪として、教会から駆く除じよの要請が出ていましたから」

　ああ──。

　なんて、悲しい。

　家族の愛情を信じられなかった傭よう兵へいを、リーリは哀れだと思った。

　だが捧ささげた愛を信じてもらえなかった〝隠いん匿とく〟は、それよりもっと辛いと思う。

〝隠いん匿とく〟はいつも、自分を顧かえりみない無謀な闘い方をする。その体は傷だらけで、今生きているのが不思議なくらいずたずただ。

　きっとこの男は、心に負ったのと同じだけの傷を体につけたがっているのだ。そして、心の傷で死んでしまいたいと願っている。

「……なんて。いかにもそれらしい噓うそでしょう？　私がこの話をすれば、多くの女性は引き下がる。あなたもこれで諦めてくれると助かるんですがね」

　リーリの体を縛り付けていた拘束が解けて、リーリは慌あわてて雪の上に立ち上がった。全身が雪に冷やされて、危なく氷漬けになるところだった。〝隠いん匿とく〟はもうリーリに背を向けて、先ほどと同じように、野営地の声に耳を澄ましている。

　リーリはそんな〝隠いん匿とく〟にそろそろと近づいて、傍かたわらにぺたりと座り込んだ。

〝隠いん匿とく〟の溜ため息いきが聞こえる。

「強いですね……あなた」

　呆あきれた調子でそう言われ、リーリはぷくりと頰を膨らませる。

「ん。狐きつねより強いの」

　嘯うそぶくリーリに〝隠いん匿とく〟は「それはそれは」と呟つぶやいて、少しだけ口こう角かくを上げた。

「あのね神父様。リーリね、神父様の言う事、全部信じる。だからね、噓うそでもリーリに好きだって言ったら、すごく信じちゃうからね」

「それはそれは」

　同じ言葉を繰り返し、〝隠いん匿とく〟は軽く肩を竦すくめる。

「肝きもに銘めいじておきましょう。噓うそでも決して口にしないようにね」
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「早かったじゃねえか。まだ飯はできてねぇぞ」

　さほど遅くならないうちに、ゼロがふらりと馬車に戻ってきた。

　まだ鍋なべで煮られている野菜が、ようやく柔らかくなり始めた頃だ。

　ジェマがリーリとおっかなびっくり距離を詰め、なんとなく仲良さげに会話を始めた頃でもあり、ゴーダが馬車から這はい出だしてきて、竜に餌を与えていた頃でもある。

　神父は飯の支度を手伝いもせず、馬車の近くに座って黙々と杖つえの手入れをしている。さっきリーリとなにやらゴタゴタやってたが、まあ俺の知ったこっちゃない。

　ゼロはそんな俺達の様子をぐるりと見まわし、ふ、と肩の力を抜いた。

「なるほど。もう少し時間を潰してくるべきだったか……それか、教会騎士団から何か食材をくすねてくるべきだったか」

「ゼロ殿！　食糧はきちんと配給してあるはずだ。教会騎士団の兵から奪うのはやめてくれ」

　青ざめて腰を浮かしかけたジェマに、ゼロはケラケラと笑ってみせる。

「冗談だ、隊長。我わが輩はいの食欲は、常に傭よう兵へいの手料理優先だ」

「館長とかいう悪魔と話をしてきたのでしょう？　何だったんです？」

　神父が杖つえの手入れをしながら、物のついでのように聞く。

「大した事ではない。悪魔の一覧作成の進しん捗ちよくについて少しな」

「なんだぁ？　時間がかかりそうなのか？」

「館長の知識量は、我わが輩はいの想像をいささか上回っていた。危険性の大きい悪魔を優先的に書くように伝えてきたので、明日中には仕上がるだろう」

　ゼロの説明を聞きながら、ジェマがきょろきょろと周囲を見回した。

「失礼、ゼロ殿。バルセルは……？」

「天幕に残った。館長の護衛としてな」

　そうか、と呟つぶやくジェマは、安あん堵どしたような、がっかりしたような微妙な態度だ。

「おい神父。魔女が戻ったぞ。〝条件付き〟ってのは？」

　ゼロが「何の話だ？」と俺を見たので、「滞在は許可されたが条件付きらしい」と答える。当然、ゼロは顔を顰しかめた。

「図々しい話もあったものだな。条件など知った事か。我わが輩はいは好きなようにする」

「まずは話を聞きなさい、ゼロ。そう無茶な条件ではありませんよ。何せ、あなた方二人が教会に……いえ、民にとっての脅きよう威いとなりえるのは事実です。ですので、主教様が一度お会いしたいと」

「はぁ!?　主教が俺達に会う!?」

「物資不足で晩ばん餐さんに招く事はできないが、客分としてお招きするとの事です」

　気でも違ったかと聞き返すも、どうやら主教の乱心でも俺の聞き違いでもないらしい。

　教会の最高権力者と言っても過言ではない、七大聖堂の主教が、客分として魔女と獣けもの堕おちを招くなんざ前ぜん代だい未み聞もんの大事件だ。

「正直言って……死ぬほどお断り申し上げてぇんだが……」

「私だってあまり気乗りしませんが、オルルクスがあまりにも強固に反対するものだから、主教様が直々にあなた方の顔を見て最終的な決定を下す事になったんです。これを断れば、今度は〝やましい気持ちがあるから主教様との謁えつ見けんを拒否した〟と騒がれる」

「心底めんどくせぇ坊やだな……」

　俺が頭を抱えると、ゼロがくるりと手の平を返して俺をなだめた。

「我わが輩はいと傭よう兵へいを街に迎え入れるとは、なかなか肝きもの据すわった主教だ。美しい大聖堂を間近で見られるのなら、我わが輩はいは喜んで出向こう」

「お、おい魔女！　館長の護衛はどうするんだよ！」

「教会騎士団というのは、一瞬の留守も守れないほど無能なんですか？」

　神父の言いざまに、ジェマが唇くちびるを引き結んで戦せん斧ぷに手をかける。

「お望みなら、今ここで教会騎士団の実力をお見せしようか」

「謹つつしんでご遠えん慮りよ申し上げます。聞きましたか、傭よう兵へい。館長の護衛は、教会騎士団にお任せしても問題ないそうですよ。よかったですね」

　この野郎、本当に性格ねじくれてやがるな……。オルルクスよりはマシかと思ったが、実際に顔を合わせてみるとどっちもどっちって気がしてくるぞ……。

　だが、これで俺とゼロの主教謁えつ見けんは決まっちまった。はっきり言って嫌な予感しかしないんだが……ゼロ一人で行かせるくらいなら、俺もついてった方が多少はマシだろう。




　俺達は晩飯もそこそこに、ジェマに館長を任せてノックス大聖堂に向かう事になった。

　町の連中に姿を見られないよう、俺はフードとマントで全身をすっぽり覆おおう。

　そんな俺の涙ぐましい努力に、神父は冷徹だ。

「はっきり言って、そっちの方が怪しいと思いますよ」

「うるせぇ、ほっとけ」

　ゼロも俺の真ま似ねをして、外がい套とうのフードを目ま深ぶかに被かぶって人外の美び貌ぼうを隠した。ゴーダは竜に騎乗して手綱を握り、リーリは神父の脚に引っ付くようにして歩いている。

　町の入口ではオルルクス率いる近この衛え騎士隊がずらりと並んで待ちかまえており、「下手な事をしたら殺すぞ」とばかりの警戒ぶりで全員が剣に手を添えている。

「出迎えご苦労様です」

　というのは、出会い頭に放たれた神父による最大級の皮肉だ。

　オルルクスとしてはこの状況は当然耐えがたいものらしく、胡う散さん臭くさい笑みを浮かべる余裕もない。

　大門をくぐり、町を囲む市壁の中に入ると、大勢の怯おびえた視線が突き刺さった。歓迎されるとはこれっぽっちも思っちゃいなかったが、予想はしてても気分は悪い。

　──見ろ、竜だ。昼間あいつが町に入ってきて、なんでもかんでも食っちまいやがった。

　──獣けもの堕おちって、あの大きいの？　じゃあ、小さい方が魔女？

　──怪しい連中だよ……近この衛え騎士隊が、ちゃんと主教様を守ってくれるといいけど。

　──そもそも、〈女神の浄火デア・イグニス〉なんてのが出しゃばってきたのが問題だって聞いたぜ。

　とまあ、こんな感じで言われたい放題だ。

「お前も大たい概がい人望ねぇな、裁定官様よ」

「〈女神の浄火デア・イグニス〉が民からの人望を得られるはずないでしょう」

「お、お前達は慣れているんだろうが、俺はこれほどの居心地の悪さを感じた事はいまだかつてないぞ……敗戦国の王として辛しん酸さんは舐なめたと思っていたが、お前達は常にこんな悪意にさらされているのか……？」

　竜の背で青ざめるゴーダに、俺は「マシな方だ」と答えてさらなる恐怖を植え付ける。ゴーダは「神よ」と呟つぶやいて大聖堂を仰ぎ見た。

「……ルートラ大聖堂より、随分と簡素なのだな」

　俺の隣を歩きながら、ゼロが神父の背中に語り掛ける。

　飾り気のない白い壁面に、これまた簡素な四角い鐘しよう楼ろう。建物自体もどこか小ぢんまりとしていて、ルートラ大聖堂のようなきらびやかさは皆無だ。

「ノックス大聖堂が建てられた頃は、まだまだ信者も少なく、建築技術も今ほど発達していませんでしたから……七大聖堂で最も権威ある大聖堂でありながら、その作りは最も簡素です。後世になって作られた市壁の方が、手間も費用もかかっているくらいで」

「どんなでかい組織にも〝まだ小さかった頃〟ってのはあるもんだなぁ……」

　長い年月で何度も作り直された結果だろうが、扉だけは新しく、ほかの大聖堂と遜そん色しよくない細工が施された立派な物だった。

　教会の大聖堂が無駄にでかく作られているのは、「誰だろうと受け入れる」という意思表示なのだと言う。

　初めてそれを聞いたとき、俺は「でも俺は受け入れてくれないんだな」と嗤わらったもんだ。

　その扉が今、俺とゼロを招くために開かれている。

　なんだか妙な気分だった。




「ようこそ、よくぞ招きに応じてくれました」

　大聖堂の中心部──つまり祭壇の正面で俺達を待っていたのは、恐ろしく質素な服を着たしわくちゃのばあさんだった。

　ノックス大聖堂は、外観同様に内部も地味だ。

　床に絨じゆう毯たんは敷かれておらず、壁にかけられた絵え織おり物ものも古ぼけて、天井は長年蓄積されたろうそくのススで真っ黒になっている。

　それでも、背筋が伸びるような、奇妙な威厳と荘そう厳ごんさがあった。

　それがこの大聖堂の雰囲気なのか、それとも祭壇の前に立っている地味なばあさんの雰囲気なのか、俺にはよく分からない。

　だが、このばあさんが主教だ。それだけは間違いなく確信できた。

「……おや、まあ……強大な力を持つ魔女だと聞いていたけれど……なんて綺き麗れいな目をしているのでしょうね。こちらへきて。どうか、その目をよく見せて」

　求めに応じて、ゼロはフードを脱いで主教に歩み寄った。

　腰が曲がり、杖つえに縋すがって立つ主教は、ゼロよりもずっと小さい。

　だが、そんな小さな主教が静かに手を上げるだけで、近この衛え騎士隊の連中がぴくりとも動けないまま、ゼロに主教への接近を許していた。
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「驚いた……主教よ。君はまるで、名のある魔女のようだ」

　囁ささやくようなゼロの言葉は、恐らく最大の賛辞だろう。

　それに、ふふふ、と主教の笑い声が答える。

「そしてあなたは、名もなき聖人のよう……ああ、許してくださいね。オルルクスがひどい事を言ってしまって。悪い魔女を見分ける目を、あの子はまだ持っていないのです」

「なんの。我わが輩はい、それほど善良というわけでもない」

「そうでしょうとも。あなたはとても危険な存在。それは疑いようもありません。ですが、裏も表もありはしない……こちらの色を映して見せる、よく磨いた鏡のよう」

「主教様！」

　見つめ合うだけでお互いの意思疎通でもするような、冷えた冬の湖よりも澄んだその場の空気を、オルルクスの声が打ち砕いた。

　ゼロと主教は、同時にその視線をオルルクスにそそぐ。

「どうか……思し慮りよ深ぶかきご判断を。その魔女の心が鏡なのなら、今聖人のように見えたとしても、それは主教様の御心を映しての事。相対する者が変われば、その魔女は教会に仇あだなす危険な存在となりましょう」

「では、みなが聖人のように振る舞えばいいのです。オルルクス……お前は民を思う優しい心を持ったよい子です。ですが寛容さを学ばねばなりません」

　旗色が悪くなったのを見て先手を打ったつもりだろうが、完全に裏目に出たな。

　主教はゼロを追い払う気を完全になくしたらしく、むしろオルルクスを穏やかに叱しかりつける。わがままな孫を叱しかる祖母って感じだが、部下達の前でたしなめられたオルルクスは心中穏やかじゃないだろう。

「……は。差し出がましい事を申しました。このオルルクスの短たん慮りよと狭きよう量りようを、何なに卒とぞご容赦いただきたく」

　と思ったが、深々と腰を折ったオルルクスは素直なもんだ。

「あなたの日頃の働きには、とても感謝していますよ、オルルクス。ここはもう大丈夫。民が不安に思わぬうちに、近この衛え騎士達を通常任務に」

「は。ありがたきお言葉。全て主教様の仰おおせの通りに」

　オルルクスが顔を上げるのと、近この衛え騎士隊が大聖堂から消えるのと、ほぼ同時に感じるくらいの迅じん速そくさだった。

　大聖堂には、俺とゼロ、神父と主教の四人だけが残される。

　リーリとゴーダは、今頃柔らかいベッドに転がってぬくぬくと休んでる事だろう。まあ、そもそも謁えつ見けんの必要があったのは俺とゼロだけだからな。

「んで？　結局俺達は、ここに残ってていいわけか？」

　一応確認のために口に出して聞いておく。──と、案の定、神父の杖つえが容赦なく俺の向むこう脛ずねをひっぱたいた。

「口を慎つつしみなさい堕だ落らくの象徴！」

「ぃってぇ！　畜生、頭以外を狙いやがったな……！」

　今度こそ防いでやると意気込んで頭をかばったってのに、もろに脛すねにくらっちまった。

「そちらの獣けもの堕おちの傭よう兵へいも……こちらの魔女に劣らず、純粋な──。あら。まあ、そうなのですね。魔女はあなたの色を映しているからこそ、これほどに無む垢くなのですね」

「おい神父……あのばあさん、軽くボケがきてんじゃねえのか……？」

「黙りなさい。今すぐに。縫い付けられたくないのなら」

　神父が表情を消して俺の鼻はな面づらを鷲わし摑づかみにした。

　次に一言でも俺が何か喋しやべったら、本気で口を縫い付けられそうだ。

「正式に、二人の滞在を認めます。時が許せば、この古くて小さな町を、少し見て回ってごらんなさい。堂々と胸を張り、フードを脱いで大聖堂を出てゆけば、民は教会があなた方を受け入れたと知るでしょう」
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「オルルクス隊長……あの……」

　大聖堂を後にし、兵舎に戻ったオルルクスは、恐る恐る声をかけてきた部下に笑顔で振り向いた。

　そして、

「正義とは何だと思います？」

　と問う。

「は、それは……民を守る事では……？」

「そう。自己犠牲です。民のために己を擲なげうち、その盾たてとなる事です。我ら教会騎士団は、たとえ死せる未来が分かっていたとしても、守るべき者のためにその身をさらさなければならない。我々は神の剣にして民衆の盾たて。その大義を果たすためなら、私は喜んで罵ののしりを受けます。今までも──これからも」

　部下達がざわめく。

「では、やはり……」

　不安に濁っていた近この衛え兵へい達の顔に笑顔が浮かんだ。

　オルルクスを隊長にいただくノックス大聖堂の近この衛え騎士隊は、雑用に至るまで全員がオルルクスを崇すう拝はいしている。

　何な故ぜならば、オルルクスの方針に従えない者達は、みな何らかの〝やむにやまれぬ事情〟によって近この衛え騎士隊を去るからだ。

　あるいは病に倒れ、あるいは罪を犯し、あるいは任務の最中に命を落とす。

　そうでなければ突然ふらりと失しつ踪そうし、二度と姿を現さないのだ。

　オルルクスに疑いがかかる事は何度もあった。だがそのたびに、オルルクスは身の潔白を証明してみせた。

　そして「不義によって生まれたこの身ゆえ、心悪しきを疑われるのですね」と悲嘆にくれる。そのたびに、オルルクスの信奉者は数を増やした。

　教会は哀れな境遇の子が好きだ。

　哀れな境遇で努力をする子の美談が大好きだ。

　──まさに、〈女神の浄火デア・イグニス〉の裁定官が語った通り。オルルクス自身が、誰よりそれを理解している。

　だが主教ばかりは、どうにも思い通りにはできなかった。

　主教はオルルクスの内面を見抜きながら、慈愛をもって近この衛え騎士隊長として受け入れた。

　昔からそうだった。

　オルルクスがまだ幼い頃から、ノックス大聖堂の主教は変わっていない。王の落とし子であり、教会騎士団員として不名誉な子であったオルルクスを、主教はほかの孤児達と同じように受け入れてくれた。

　悪さをすれば叱しかり、よい事をすれば褒ほめ、その膝ひざに抱き上げて本を読んでくれた。

　まるで、夢に見た実の母のように。

　オルルクスは主教を心から守りたいと願い、教会騎士団に入った。実母の面影？　そんな下らないものを追った事など、ただの一度もありはしない。

　あの清らかな方が母ならばよかったと思った。

　この身に流れる血が好色な王のものではなく、また不義の子を恥じて教会に押し付けるような母のものでなく、主教の血ならばよかったのにと。

　主教を傷つける者を、オルルクスは許しはしない。傷つける可能性のある存在を許容するなど、どうあっても不可能だ。

「主教様は清らかな心をお持ちでいらっしゃる。それを汚けがすなど、決して許されぬ事です。ならば我々が汚けがれなければ」

「いかがいたしましょう、オルルクス隊長」

「油を集めましょう」

　オルルクスは笑顔で答えた。

「主教様は彼らを受け入れた。今夜は一層冷え込むでしょうから、彼らに暖かな火を贈って差し上げなければ」
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　主教の指示通り、俺とゼロはフードを脱いで、顔を上げ、胸を張って大聖堂の正門から外に出た。

　その瞬間、俺達に突き刺さった驚きよう愕がくの視線は、今まで向けられてきた恐怖と憎ぞう悪おとはまた違った居心地の悪さを感じさせた。

「そりゃ、いきなり受け入れてもらえるわけねぇやな……」

「しかし悪意は確かに軽減したようだ。ここの主教は民に心から信頼されているようだな」

「ノックス大聖堂の主教様は、七大聖堂で最も権威ある存在と言っても過言ではありません。制度上は七人同列ですが、ノックス大聖堂の主教様は〝代行の声を聞く方〟ですから」

　神父の説明に、俺は鼻で笑う。

「その〝代行〟が実在しないなら、実質ノックス大聖堂の主教が〝代行〟って事だろ？　そりゃ主教連中の中でも一目置かれる奴やつが配属されるわな」

「声が大きい！　その事実はまだ民に伏せられています。民にこれ以上の不安を与えたくはありません」

「ああ、へいへい」

　そりゃ、教会以外に頼る先もないってのに、その教会が大本で噓うそを吐ついてたなんて知れ渡っちまったら、絶望しかなくなるわな。

「せっかくだから、軽く町を見て回ってはどうです？　店を見て回れば、買い足したい品が見つかるかもしれませんし……民にあなた方の姿を見せておくのは、悪い事ではない」

「民が我わが輩はい達を見たから、どうだと言うんだ？」

「それは傭よう兵へいから説明があるでしょう。私は雑務が残っているのでこれで失礼しますよ」

　言うだけ言って、神父はさっさとどこかに消えていった。

　ゴーダはフラフラでまともに歩けもしねぇってのに、あいつはよくあんなに動き回れるな。あらためて〈女神の浄火デア・イグニス〉の化け物ぶりには恐れ入る。

　ゼロは軽く神父の背中を見送って、

「説明とは？」

　と俺を見上げた。

「あー……いや、なんかこの町の連中がウェニアスまで撤退するつもりらしくてな」

　神父の野郎、俺から説明したところで結果は同じだと言っておいたのに、結局俺に説明を押し付けやがった。

「撤退……？　それはまた、大それた決断を下したものだな」

「で、お前に護衛して欲しいと」

　ゼロはあんぐりと口を開いた。

　俺の短い説明だけで、教会側の意図が読み取れたんだろう。さすがは天才魔女、説明の手間が省けて助かるぜ。

「つまり、我わが輩はいにきた道を引き返せと言うのか？」

「俺が言ってるわけじゃ……」

「あの、失礼ですが」

　意識の外から声をかけられて、俺は耳を立てて振り向いた。なんの変哲もない商人風の男が、おっかなびっくりという感じで立っている。

「……俺か？」

「ええ、はい。そうです。あなた方は、ウェニアスの方からおいでなさったんでしょう？　教会騎士団を護衛して」

「ああ、まあ……」

「ぜひ、話を聞かせてください。教会騎士団の方々にお声をかけても、あんまり詳しくは聞けなくて……お近づきのしるしに、一杯奢おごらせてもらいたいんです」

　ほら、と男が視線で示す先には、老ろう若にやく男なん女によが集まってそわそわと俺達を気にしている。

　俺は少し悩んで、

「獣けもの堕おちと魔女だぞ？」

　と確認を取った。

「ええ、分かってますとも。近この衛え騎士隊の方々は〝危険な奴やつらだ〟って言ってたけど、主教様はあなた方をお認めになった。だったら、俺達は歩み寄らなきゃ」

　ふうん、と声を上げたのはゼロだ。

　その美び貌ぼうで、ずいと男と距離を詰める。

「なるほど……主教が我わが輩はい達を〝人間〟と認めた結果、ようやく人々の〝品定め〟の対象となれたわけか。問えば答える存在であると、ようやく知ってもらえたわけか」

「え、あの……いえ、そんな、気を悪くされたのなら……」

「いいや。我わが輩はい、むしろいい気分だ。ぜひ、一杯奢おごってくれ。そして、我わが輩はいに多くの事を問えばいい。君達の気が済むまで、我わが輩はいは答えよう」

　あ、と。

　俺は声を上げかけた。

　質問をされる事、それに答える事──初めて会った時から、ゼロはそれを好んだ。

　俺がゼロと会ったばかりの時、ゼロは俺に「質問をされるのが嬉うれしい」と言った。

　──君が聞いて、我わが輩はいが答える。そうする事で、我わが輩はいと君は互いの事を理解する。

　その言葉は、当然だが俺以外にも適用されるらしい。

　だから何って事もねぇが……微妙にこう、もやもやする。

　だが、教会が魔女との共存を決めるってのは、こういう事だ。ゼロはほかの人間達に受け入れられて、俺がいなくても話し相手に困らなくなる。

「傭よう兵へい」

「んあ？」

「嫉しつ妬とか？」

　にやりと笑ったゼロの言葉が、固まっていた俺の体を打ち砕いた。まるで俺の考えなんぞお見通しだとでも言うようだ。

　ちげぇよ、と怒鳴りかけて、俺は一瞬考えた。

　いや──。

　いいや、何も違わない。

　なので、

「……そうだよ。悪いか？」

　と答える。

　それだけで、からかうようなゼロの表情が、喜びの笑みに変わるもんだから、俺のちゃちな嫉しつ妬と心しんなんてのはどっかに消えてなくなっちまう。

「我わが輩はいを失うのが恐ろしいか？　我わが輩はいが君を失うのを恐れるのと同じように、君も恐れてくれるのか」

「そうだっつってんだろうが！　何度も言わせんな！」

　吼ほえると、ゼロはケラケラと笑う。

　その直後に、何か考え込むように表情を陰らせた。

「……魔女？」

「うん？　ああ、いや……君と同じだ、たぶん。我わが輩はいも君と同じ事を考えている」

「俺は自分が何考えてのかもよく分かってねぇのにか？」

　首を傾かしげると、ゼロは俺の手を摑つかんでぐいと引っ張った。

「それでも、同じ事を考えているのだ。行こう、傭よう兵へい。力なき者が打算なく、我わが輩はいと君について知りたがっているのだ。ならば我わが輩はい達は答えなければ」

「お前、ただ飯に釣られてるだけじゃねぇだろうな……？」

「馬鹿を言うな。我わが輩はい、君が作る夜食を楽しみにしていたのだ。それをお預けにしてでも、赴おもむかねばならぬ任務というものがある」

　任務ねぇ、と俺は呆あきれて尻尾を揺らす。

　いつまでも動かない俺にじれたのか、ゼロは俺を残して跳ねるような足取りで酒場に向かって歩き出した。

　その後を、仕方なく俺も追って歩き出す。




　町の連中は陽気だった。

　最初は俺とゼロを遠巻きに見ていた連中も、俺達が〝人間みたいに喋しやべる〟と分かると、酒を片手に寄ってきて話をねだり始める始末だ。

　ゼロに魔法を見せろとせがんだり、俺の爪がどれほど鋭いかを知りたがった。

　まるで、ずっと昔に戻ったような気分だった。俺がまだガキで、両親の酒場を手伝っていて、みんなが俺を怖がらなかった頃に。

　その上、隣にはゼロがいて、豪快に酒をかっくらいながら、俺の作る料理がいかに美う味まいかを力説してる。

　獣けもの堕おちでよかった。俺が普通の人間だったら、泣き上戸のおっさんみたいにわんわん泣いていただろう。

　俺は今日、両親が俺を待ち続けて死んだ事を知らされた。

　自分が最後まで疑い続けた両親の愛情が、本物だったと知らされた。

　それなのにこんなに明るい気持ちでいられるのは、なるほど確かに、この女がいてくれるおかげだった。
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「うえぇ……酔った……この俺が……こんなに酔うなんて事は今まで……ぉえ……」

　そして、あっという間に夜がふけた。

　ノックスの酒は今まで経験した事がないほど強く、ゼロがそれを水みたいに飲むもんだから、つられて俺も馬鹿みたいに飲み過ぎた。

　ゼロはほろ酔い気分という感じでケロリとしたもんだが、俺は見事に胃の中身を路地裏にぶちまけた。

「だらしがないぞぉ、傭よう兵へい。君は我わが輩はいよりも飲んでいないではないか」

「うるせぇ化け物……！　てめぇは俺を上回る怪物だ……！」

　実際、ゼロは酒場の連中が引くほどのうわばみだ。絶世の美女であるところのゼロを酔い潰してやろうと飲み比べを挑んだ大酒ぐらいの男どもがことごとく床に沈んでいく様は、いっそ痛快ですらあった。

　とはいえ、酒を飲んで夜を明かせるほど、世界は平和とは言いい難がたい。

　酒場が店をたたむ時間になると、各おの々おの別れを惜しみながらぽつぽつと帰路につき、俺達もふらつく足で町を後にする運びとなった。

　酒のせいで体が熱く、雪の降る外の気温が心地よく感じるほどだ。

　どうにか馬車まで帰り着き、隙すき間ま風かぜが身に沁しみる客車の床に、ゼロと二人横たわる。

　ゼロの吐く息が白かった。俺の息もそうだ。

　それでも、別に寒くはない。

　次の瞬間にも眠っちまいそうだったが──。

「……なあ、傭よう兵へい」

　ふと、ゼロが俺を呼んだ。

「お前が寝しなに話しかけてくる時ってのは、大体下らねぇ話なんだよな……」

　投げやりに答えると、ゼロは「かもしれないな」と楽しげに肩を揺らした。

「例えば、この世界には救う価値があるのかどうか、という話はどうだ？」

「ほら見ろ、下らねぇ」

　俺はあくびを嚙かみ殺ころした。

「世界についてだぞ、傭よう兵へい。どこが下らないと言うのだ」

「忘れたか？　俺はスープと世界を天てん秤びんにかけて、スープを選ぶ男だぞ？　正直言っちまえば、世界なんざどうだっていいんだよ」

　初めて会った時、ゼロは俺に「スープをよこさなきゃ世界を滅ぼす」と脅おどしをかけた。そして俺はゼロに「勝手にしろ」と答えた。

　それを思い出したのか、「そうだった、そうだった」と声を上げてひとしきり笑う。

「しかし、昔と今では状況も随分違う。実際に君は、世界を救うために戦う決意をしたではないか」

「違うな。〝お前のためなら戦う〟って言ったんだぞ、俺は。世界のためじゃねえ」

　ゼロは黙った。

　黙ったまま、暖を求める子供みたいに俺に体を摺すり寄よせてくる。

「我わが輩はいのためか」

「そうだな」

「……では、我わが輩はいが祭壇に行くのをやめたら？」

「神父の頼みを聞いて、ウェニアスまでの護衛を引き受けるって事か？」

　うん、とゼロは控えめに頷うなずく。

「それも悪くない……と思ってな」

「世界を救うのはやめるのか？」

　ほら、とゼロが笑った。

「気になるだろう？　だから〝この世界に、救う価値があるのかどうか〟という話をしているのだ、我わが輩はいは」

「価値って……なあ魔女。お前最近おかしいぞ？」

「おかしい？」

「夜中にやたら目を覚ますし、気が付くと何か考え込んでるかと思ったら、今度は世界を救う価値だぁ？　そんなもん考えたって仕方ねぇだろう。世界が滅んだら全部終わりだ。考え事は、とりあえずてめぇの師匠を見つけて殺してからでも遅くねぇだろうよ」

「……本当に、お師匠様を殺すべきなのだろうか」

　俺は体を起こした。

　ゼロは馬車の床に寝転がったまま、じっと虚こ空くうを見つめている。その表情に、酒で浮かれていたさっきまでの陽気さは見当たらない。

「どういう意味だ……？」

「分からないか？　今、暫ざん定てい的てきにでも教会と魔女が手を組んでいられるのは、お師匠様が悪の化身として君臨しているからだ。教会の主教が我わが輩はい達を受け入れ、町の者が我わが輩はい達を受け入れたのは、共通の敵がいるからだ」

「そりゃ……まあな……」

　我わが輩はいは、とゼロは膝ひざを抱えた。

「楽しかったのだ……今日。こんな日がずっと続けばいいと願った。だが我わが輩はいがお師匠様を殺せば、世界は再び二つに割れる。ならば、いましばらくこのままにしておいた方がいいのではないか？　防衛にのみ専念し、数世代の代替わりを待ち、教会と魔女の関係がまさしく盤ばん石じやくになった時こそ、お師匠様を倒せばいいのではないか？」

「お前……ずっとそんな事考えて……」

　その時。

　弓の音が聞こえて、俺は咄とつ嗟さにゼロの体を担かつぎ上あげた。次の瞬間、瓶びんが割れる音と同時に、布と木でできたボロ馬車に一気に炎が広がる。

「火矢だと!?」

　俺はゼロを抱えたまま、馬車から飛び出した。

　それを待ち受けていたように矢が飛んできて、そのうち一本が俺の肩に突き刺さる。

「くそ……殺気に気づかなかった……！　だから弓兵ってのは嫌いなんだ！」

　おまけに、しこたま酒を飲んだせいで完全に注意力が散漫になっていた。

　達者な奴やつが本気で狙えば、町の胸きよう壁へきからでも俺達の馬車に矢は届く。──そう、間違いなく、矢は町の方から飛んできていた。

　燃える馬車を盾たて代わりにして身を隠し、肩に刺さった矢を引き抜くと、ゼロがすかさず魔法で傷を癒いやしてくれる。

　ぱちぱちと燃える馬車が、大きな焚たき火びみたいであったけぇなと笑ってられればいいんだが、重装備の兵がこっちに向かってくる気配があっちゃ、そう気楽に構えてもいられない。

「どうなっているのだ、傭よう兵へい……！」

「さてな。襲撃者ご本人にうかがった方が早いんじゃねえかな……！」

　剣を握って立ち上がり、マントを脱いで放り投げると、すかさず五本の矢が俺のマントを射抜いて森の木に縫い付ける。

　完全に殺す気で来てるな、こりゃあ……。

　でもって、この状況で俺達を殺したい奴やつなんて言ったら、一人しかいないだろう。

「どういうつもりだ、オルルクス！　主教様に従順な近この衛え騎士隊長様が、主教様の意向を無視して俺達を殺そうってのか!?」

　進軍する兵の足音が、一斉にピタリと止まっ。

　部下に命じてやらせただけかと思っていたが、オルルクス本人がきちんと襲撃に参加しているらしい。中々骨のあるクズだ。

「これは、これは……愚かな獣けもの堕おちのわりに、察しはよいのですね。ですが誤解しておいでのようだ」

「へえ？　馬車に火矢を放ったのは、ちょっとした手違いだって？」

「いいえ……ですが、殺すつもりなど。私はただ、あなた方にここから出ていってほしいだけなのです。このまま森へ去るのなら、深追いはしないと誓いましょう。馬車の陰にコソ泥のように隠れたまま、どうか森へお逃げください」

　俺は静かに頭を抱え、立ち上がろうとするゼロの腕を摑つかんで無理やりその場に座らせた。

「ダメだ、応戦するな」

「なぜだ！　奴やつらは我わが輩はい達に、明確な殺意を持って攻撃をしてきた。馬車に火を放ち、傭よう兵へいを矢で傷つけた。我わが輩はい、極めて不愉快だ……！」

「それでも、俺達はあいつらを攻撃できない。したら終わりなんだよ……！」

「なぜだ！」

「俺が獣けもの堕おちで、お前が魔女だからだ！」




「いかにも、その通りです」
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　ひょいと、オルルクスが胡う散さん臭くさい笑顔を張り付かせ、俺達が潜ひそむ馬車裏を無警戒に覗のぞき込こんできた。

「てめぇ……！」

「ご自分の立場をよくわきまえていますね。褒ほめて差し上げましょう」

　咄とつ嗟さに剣を構えるが、オルルクスは面白そうにその剣を見るばかりか、殺せと言わんばかりに両手を広げて見せる。

「私を殺すんですか？　さあ、どうぞ。その瞬間、あなた方は人間からの信頼を失う。主教様から、教会騎士団から、町の力なき民から。そうなれば、どの道あなた達はここから排除されるでしょうからね。悪を排除するためならば、私は喜んでこの命を投げ出します」

　俺は嘲ちよう笑しようした。

「そりゃご立派な自己犠牲精神だこったな。分かってねぇようだから説明してやるが、魔女がその気になりゃ、お前を殺して町の全員を殺す事だってできるんだ。なんでそれをしないと思う？　俺達がお前らの敵じゃねぇからだよ！」

「では、次の瞬間にも町が滅ぼされるかもしれませんね。あなた方がそうしないという保証はどこにもない。闇に乗じて町を襲うかもしれません。魔女が悪魔を引き入れるやも。どうかご理解ください。我々には、あなた方にただ一晩の猶ゆう予よも与える事はできないのです」

　だめだ。

　まったく話が通じない。

　ここで押し問答を続けてりゃ、異変に気付いた誰かが駆け付けてくれるだろうが──。

　俺の企たくらみに気づいたのか、オルルクスが剣を抜いた。それを合図に、抜ばつ剣けんした騎士がぐるりと馬車を取り囲んだ。

「待っても助けは来ませんよ。こちらもそれなりに対策はしてあります。あなた方に声をかけ、酒場に誘った方々が、誰からの後押しを得て行動に踏み切ったと思うんです？」

　ちくしょう、まったく俺は心底馬鹿だ。

　主教が俺達を受け入れたって、防衛を担になっている近この衛え騎士隊の連中が俺達を拒絶していたら、町の連中が選ぶのは「傍ぼう観かん」であって「歩み寄り」じゃない。

　あの男が俺達を酒場に誘う勇気を出せたのは、ほかならぬ近この衛え騎士隊が「声をかけてやれ」とその背中を押したからだ。

　やけに酒が強かったのも、近この衛え騎士隊が手を回した結果だろう。

　だが俺達と飲んでいた連中は誰一人としてその謀ぼう略りやくを知らず、ただ俺達を受け入れて、一緒に楽しく飲んでいただけだった。

　だと言うのに、翌朝俺が近この衛え騎士隊の連中を皆殺しにしたと知ったら、どうなる？

　一度心を許したにも関わらず、それを裏切られたと感じたら、町の連中は二度と魔女と獣けもの堕おちを信じない。

「考える時間は十分に与えました。さあ、選択してください。処刑を甘んじて受け入れるか、我々を殺すか、大人しく立ち去るか。あと十秒だけ時間を差し上げましょう。では十から始めますね。十……九……」

　俺は剣を鞘さやに納めてまとめてあった荷物を摑つかみ、凍り付いたように動かないゼロを抱きかかえた。

　楽しげに数字を謳うたい上あげるオルルクスの声を苦々しい気持ちで聞きながら、夜の森に足を踏み入れる。

「素晴らしい、英断です！　どうか、頑張って世界を救ってくださいね。我々教会騎士団一同も、心から期待していますよ」
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「……もういい、傭よう兵へい。我わが輩はいは自分で歩ける」

　森に入ってしばらくすると、死体か人形のように固まっていたゼロがふいに動き出し、ぽんぽんと俺の肩を叩たたいた。

「雪が積もってんだぞ。お前じゃまともに歩けねぇよ」

「歩けるとも。我わが輩はいは魔女だ」

　溜ため息いきを吐ついて、俺はゼロを地面に下ろす。

　普通ならその体は膝ひざまで雪に埋まるはずなんだが……ゼロはどうやってか、さらさらとした新雪の上に優雅に立った。

「なるほど、魔女っぽい」

　俺は苦笑したが、ゼロは笑わない。

　森に入って、もうかなり歩いた。

　一応海を目指したつもりだが、実際のところ自分がどこにいるかは分かっていない。

　町の明かりはとっくに見えなくなっているし、視界の利きかない夜の森をこれ以上行軍する意味もないだろう。

　すっかり酒も抜けちまって、冷え込む空気が身に沁しみる。

「これだけ離れりゃ、オルルクスの野郎が追ってきて文句をつける心配もねぇだろう。朝まで寝なおしてから、祭壇に向かうぞ。結局館長は置いてくる事になったが──」

「我わが輩はいは怒っているのだ、傭よう兵へい」

「そりゃ俺だってそうだよ」

　言いながら、俺は腕を伸ばして枯れ木の枝を摑つかみ、力任せに圧へし折おった。

　踏み固めた雪の上に火床を作り、空気を含むように枯れ木を組み上げて焚たき火びの準備を進める俺の頰を、急にゼロがぐいと摑つかんで引き寄せる。

「君にだ、傭よう兵へい。我わが輩はいは君に怒っている」

「……そりゃ俺だってそうだよ」

　同じ言葉を繰り返すと、ゼロの方が傷ついたような顔をする。

　俺はゼロの体を押し返し、無理やり焚たき火びの準備を再開した。

　くそ、まったく火が点つきやしねぇ。

「なんで逃げたんだって言いたいんだろ？　悪い事なんざしてねぇってよ。お前が言ってる事は正しい。大正解だよ。正論だ。だが、正論なんぞ何の役にも立たねぇ。あの根っからの教会信者で、真面目一辺倒の隊長さんでさえ、正論を通すのには苦労した。なのに俺達が〝教会騎士団が襲ってきたから応戦して、全員殺した〟なんて言ったらどうなる？　誰も信じやしねぇ」

「それは……」

「俺はお前を、教会騎士団を虐ぎやく殺さつした悪の魔女にしたくなかった。だから逃げた。逃げる以外に方法を思いつかなかった自分が情けねぇし、腹も立つ」

「では、何な故ぜ甘んじるのだ！　正当な理由で教会騎士団を返り討ちにして、それで我わが輩はい達を糾きゆう弾だんする者がいるのなら、させておけばいいのだ。そんなもの、我わが輩はいは恐ろしくない」

　俺はわざと乱暴に溜ため息いきを吐ついた。心底うんざりしたように。

「なあ、魔女。この話はもう終わりにしねぇか？　何な故ぜだとかどうしてだとか、そんなの十代のガキの頃にさんざん自問自答した。悪いのは相手だ、俺じゃねえってな。だが世界は変えられねぇ。俺が変わるしかない──諦めて、我慢して、受け流していくしかないんだよ」

「そんな世界、我わが輩はいは救いたくはない！」

「だから、お前がそんな世界を変えるんだろうが」

　俺はゼロの胸に爪の先を突き付けた。

　怒りの燃えていたゼロの目が、毒気を抜かれたように丸くなる。

「お前が世界を救って英雄になるんだろ？　で、その傍そばに獣けもの堕おちの俺がいる。完璧な英えい雄ゆう譚たんだ。そんで俺達はノックス大聖堂に堂々と凱がい旋せんして、あのオルルクスとかいうクソ野郎をボロクソに言ってやるわけだ。そんで思いっきり恩に着せながら、ノックス大聖堂の連中をウェニアスまで護衛してやる──どうだ？　完璧な作戦だろう」

　ゼロは何度か口を閉じ開きし、苦々しげに俯うつむいた。

　どうやら、まだ俺に同意はできないらしい。

「……どうせまた、教会が噓うそを吐つく」

「噓うそ？」

「世界を滅ぼさんとした魔女を討うったのは、まさに教会であるとな。我わが輩はいの存在は闇に葬ほうむられるのだ。寝首をかかれ、代行のように封印されるやもしれない」

　なるほどその可能性はあるな。

　教会の始まりの話を聞いた後だと、あり得ないとは言い切れない。

「……じゃあ、どうする。ノックス大聖堂に戻って、連中を返り討ちにするか？」

　ゼロは首を左右に振った。

「じゃあお前はどうしたいんだ、一体」

「我わが輩はいと逃げないか、傭よう兵へい」

　思いがけない言葉に、俺は一瞬言葉に詰まった。

「な……に、逃げるって……どこに？」

「君は世界ではなく、我わが輩はいのために戦うと言った。ならば世界が滅んでも、我わが輩はいは君が傍そばにいればいい。世界はいずれ変わる。ゆっくりとだ。我わが輩はい達はただ隠れ暮らし、それを眺めていればいい」

「おい、魔女……」

　ゼロが俺の服を摑つかんだ。

　顔を上げたゼロの表情は、必死に俺を説得するように硬くこわばっている。

「傭よう兵へい。名前を教えてくれ、今こそ。そうすれば我わが輩はいは、君に我わが輩はいに比ひ肩けんする長い命を与えられる。ともに生き、ともに朽くち、ともに死のう。そうだ、穴ぐらに帰るのだ。我わが輩はいと君で」

　それは、とてつもなく魅力的な誘惑に思えた。

　何せ、もう戦わなくて済む。

　命の危険にさらされずに済む。

　人目を恐れて暮らさずに済む。

　盗賊の襲撃に怯おびえずに済む。

　ゼロと一緒にいられれば、世界の崩壊からだって守ってもらえるだろう。

　──だが。

「……なあ、俺さ、お前と旅するの結構楽しかったんだわ」

「ああ、我わが輩はいもだ」

「たった一年くらいだが、いろんな事があったし……いろんな奴やつと会った。俺一人だったらすれ違ってただけの連中と、なんでか一緒に行動もした」

　はっと、ゼロの目が見開かれた。相変わらず察しのいい女だ。俺の言わんとする事を、この時点であらかた察しちまったらしい。

「俺は神父の野郎が大嫌いだが……あいつが死んだら割と落ち込むだろう。チビが死んだら、守れなかった自分を責める。ウェニアスにいる坊ぼう主ずは、一人ででも世界を救おうと必死になるんだろうなとか、ぼんやりしっぱなしの聖女様がまたドジやらかしてるんじゃねえかなとか、黒こく竜りゆう島とうのお姫さんがまた無茶をやらかしてるんじゃないかとか心配して……きっと、しまいには空を見て、破は竜りゆう王おうの乗った竜が俺達を探しにきやしないかと待ち始める」

　そんな惨みじめな毎日が、目に浮かぶようだった。

　俺は世界と自分を秤はかりにかけて、自分を選ぶようなクソ野郎だ。だからと言って、自分が一番大切なわけじゃない。

「傭よう兵へい……君は……」

「ああ……俺は結局、悪人にもなりきれねぇ小市民だ。〝ふり〟だけなら随分上う手まくなったと思うがな……最後の一歩が踏み出せねぇ」

　ほう、とゼロが溜ため息いきを吐ついた。

　それは呆あきれか、諦めの溜ため息いきだったのかもしれない。

　俺の服を硬く摑つかんでいた手が緩み、その体が離れていく。

「あ、でも待てよ。お前一人ででも穴ぐらに引っ込んで、世界が滅ぶのを傍ぼう観かんするってんなら、俺もそっちについてくぞ！　俺一人で祭壇に行ったところで何もできねぇし、お前に見捨てられたら俺はこの森で悪魔に殺されて死ぬ事になるんだからな！」

　慌あわてて言うと、ゼロが不意を突かれたように吹き出した。

「君という男は……まったく、緊張感というものが感じられないな。いつもいつも、深刻な事を茶化して、まるで今夜の献立のような扱いにしてしまう」

「献立は重要だろうが」

「世界よりもか？」

「食わなきゃ世界がどうなろうが人は死ぬ」

　もっともだな、とまた笑って、ゼロは俺が組み上げた木の枝に魔法で点火した。やっぱり魔法ってのは便利なもんだ。

　無事に火を確保したところで、雪を踏み固めて寝床の準備を整える。適当に雪を積み上げて風よけを作り、荷物を枕代わりにした簡単な寝床の完成だ。

　まず俺が横になり、次いでゼロが俺のマントにもぐりこんでくる。

「……君は暖かいな、傭よう兵へい」

「自力で発熱する毛皮の塊だからな」

　くつくつとゼロは笑った。

　かと思うと、俺のマントの中でもぞもぞと動き始める。

「なんだ？　何やってんだ？」

「服を脱いでいる」

「自殺かよ」

「君が暖かいから問題はない」

　ばさりと、ゼロが外がい套とうを雪の上に投げ出した。続いてシャツとブーツが投げ出される。

　って事は今、ゼロは俺のマントの中で、靴下とズボンしか着ていない事になる。

　……いや。いやいや、

　何が〝着ていない事になる〟だ。何を冷静を装よそおってるんだ俺は。

　ゼロの裸くらい、もう何度も見た事はある。そもそも今は密着してるし、マントの中にいるゼロの体は見えないわけで──。

　だから問題ねぇって？　そんなわけあるか、大ありだ！

「一つ確認してぇんだが……なんで脱いだんだ？」

「邪魔だろう？」

「何をするのに？」

「これからする事に」

　俺は仰向けに寝転がったまま空を見上げた。──星が綺き麗れいだ。なんて現実逃避はそう長くは続かない。ゼロは俺の装備を外しにかかる。

「ちょ、待て待て容赦ねぇなお前！　なあ、今そういう流れだったか……!?」

「そういう流れに持っていこうと思ったのだが、君が茶化して台無しにしたのだ。もはや自然な流れで──などと意気地のない事は言わせない」

「っつーかそもそも、俺達は別にそういう関係じゃ……！」

「では我わが輩はいを雪の上に突き放すか？」

　ゼロはマントから顔を出すと、仰向けに転がったまま固まっている俺に馬乗りになった。

　まあそのなんだ。

　つまり服を着ていないゼロがだ。

　森は暗いが焚たき火びは明るく、獣けもの堕おちは夜目が利きく。

　俺は思わず目を閉じた。

　何度も見た事はある。だが状況が違う。雰囲気が違う。気分が違う。湯を浴びるために服を脱ぐのと、意味が違う。

　全身が燃えるように熱かった。

　どくどくと心臓が脈打って、やたらと喉が渇く。

　だと言うのに、

「触っていいんだぞ、傭よう兵へい。君だけが我わが輩はいに触れていい。君にだけ許す」

　この上ゼロは俺を煽あおった。

　ああ──神よ。

　それか悪魔に縋すがるべき局面か。

　俺はゼロの体に手を伸ばした。柔らかくて、冷たい。

「馬鹿！　お前、凍死するぞ……！」

　慌あわてて俺は体を起こし、ゼロの体をマントの中に抱き込んだ。くすくすとゼロが笑う。

「では君が温めてくれ。我わが輩はいが凍えたりしないよう、決して我わが輩はいを離さないでくれ」





２






　朝、傭よう兵へい達の様子を見にきた〝隠いん匿とく〟は、燃え尽きた馬車を前に憮ぶ然ぜんとして立ち尽くした。

　甘く見ていた──侮あなどっていた。

　オルルクスという人間の噂うわさを耳にしていながら、こうもあっさりと、みすみすしてやられるとは──！

「しかし、主教様の決定をこうも簡単に無視するとは……」

　昨晩、何か妙だとは感じていた。

　傭よう兵へい達の存在にあれほど拒否反応を示していたオルルクスが大人しすぎたし、抜け出す暇が少しもないほど、あらゆる者にルートラやウェニアスの様子を聞かれ続けた。

　世界から孤立したノックス大聖堂の人々が、ほかの町の様子を知りたがるのは当然だと考えて対応していたが、すべては〝隠いん匿とく〟を足止めしておくための謀はかりごとだったわけだ。

　しかも、神父に話を聞きにきている当人達には、謀はかりごとの片棒を担かついでいる自覚がない。

　オルルクス・コルは手段を択ばない事で有名だった。

　自分の目的を達するためなら命令無視も厭いとわず、むしろ上に立つ者を陥おとしいれ、蹴落とし、踏み台にして今の地位に立っている。

　なぜそんなたちの悪い男が、ノックス大聖堂の主教の傍そばに侍はべっていられるのかと言えば、有能だからとしか言いようがない。

　目的を達するまで謀ぼう略りやくの尻尾を摑つかませないあざとさが、あの男にはある。

　何より、民に好かれていた。

　弱き者に手を差し伸べる慈悲の心は本物で、盗賊に占領された村を解放するため、自らの命を人質として差し出した事すらあるという。

　無論、無傷で生還できる策あっての行動だろうが、とにかく下の者からの人気取りが上う手まいのだ。

　ただ、その慈悲の心は、決して魔女や獣けもの堕おちには向けられない。それはまるで傭よう兵へいやゼロと出会う前の自分を見るようで、余計に忌いま々いましく感じられた。

　あの二人に限って、殺されているという事はないだろうが──。

〝隠いん匿とく〟は舌打ちを残し、館長の天幕を目指した。

　館長が──世界を見渡す目を持っている悪魔がいながら、傭よう兵へい達の危険が〝隠いん匿とく〟に知らされなかった理由があるはずだ。

　そして、その理由は即座に判明した。

　天幕に足を踏み入れた瞬間に感じた、奇妙な違和感。気配からして、床に二人の人間が転がっている。

　しかも、寝床でぐっすり眠っているという感じでもなさそうだ。

「……ひょっとして、縛られてます？」

　尋ねると、もごもごと答える声があった。口も塞がれているらしい。

〝隠いん匿とく〟は杖つえを大鎌に展開し、二人の縄を切ってやった。

「いやぁ、どうも助かりました。まさか味方の教会騎士団に裏切られるとは思ってなかったんで、完全に油断してまして……」

「名前は忘れましたが、あなたも教会騎士団ですよね……みすみす縛られたんですか？」

「バルセルです。隊長の従卒で……弓兵ですんで、腕っぷしの方はあんまり……」

「傭よう兵へいとゼロの姿がありません。二人がいた馬車は燃やされていました」

「な、燃やされた……!?　ちくしょう、あのガキやりやがったな……！」

「館長、あなたはなんでも見る事ができるのでしょう？　二人は今どこに？」

〝隠いん匿とく〟の質問に、館長は口を開きかけ、どうしてか少し困った顔をした。

　そして、

「……無事だ。森にいる」

　と答える。

　曖あい昧まいだが、それだけ分かれば当座は十分だ。

「結構。どうにかして連れ戻さなくては……」

〝隠いん匿とく〟は呟つぶやき、ふと足音に気づいて口を閉ざした。

　無言のまま天幕を出て、事の元凶であるオルルクスと対たい峙じする。

「おや……こちらにいらっしゃいましたが、〈女神の浄火デア・イグニス〉の裁定官殿。昨晩は遅くまで多くの民に話を聞かせてくださっていたのでしょう？　今朝はもう少しゆっくり休まれた方がよろしかったのでは？」

「馬車の近くに、血の付いた矢が落ちていました。傭よう兵へいとゼロを矢で射うったんですか？」

〝隠いん匿とく〟の問いに、オルルクスは笑顔を崩さない。

「はて……私は特に報告は受けていませんが……血の付いた矢が？　妙ですねえ……物資の少ない現状では、矢は捨て置かずに回収するようにと部下に申し付けています。矢が残っていたのなら、それは教会騎士団以外の者の仕業でしょう。私が思うに、誰かが食糧を得んとして獣けものを射うったのでは？」

「ではゼロと傭よう兵へいの馬車が燃え尽きていたのも、狩りのついでに起こった事故か何かだと？」

「燃え尽きていた？　お二方の馬車が？　なんと──それで、お二人はご無事なのですか？　昨晩は冷え込みましたから、油を多めに差し入れるよう部下に申し付けたのですが……それが災いしたとするなら、申し開きの次第もございませ──」

　オルルクスの言葉を最後まで聞かず、〝隠いん匿とく〟は杖つえを振り上げた。渾こん身しんの力を込めてオルルクスの膝ひざを叩たたき折おり、悲鳴を上げて崩れ落ちたオルルクスの首に、大鎌の刃を押し当てる。

「あ、が──ぐぁああぁぁああ！」

「この私に向かって、べらべらと下手な噓うそを捲まくし立たてないでいただきたいものですね。聞いているだけで反へ吐どが出る。裁定官が教会騎士団を攻撃するとは思いませんでしたか？　志を同じくする者同士分かり合えると？　残念でしたね。〈女神の浄火デア・イグニス〉は、教会騎士団の人間など消しよう耗もう品ひんの捨て駒としか見てはいませんよ──とくにあなたのような使えない存在はね」

　オルルクスの悲鳴に驚いて、天幕の中からバルセルが飛び出してきた。

「な、何やってるんですか！」

　次の瞬間にも殺されそうなオルルクスの姿を見て、〝隠いん匿とく〟の肩を摑つかむ。

「まずいですよ、裁定官殿！　こいつはクズでも、ノックス大聖堂の近この衛え騎士隊長です……！」

「そうですか。ですがそれも今日までです。膝ひざが砕けては、その職を退かねば」

〝隠いん匿とく〟は笑いもせずに肩を竦すくめた。

　あまりにも平然としたその態度に、バルセルは〝隠いん匿とく〟の肩を摑つかむ手を緩める。

「〈女神の浄火デア・イグニス〉の裁定官ってのは……やっぱり全員どうかしてやがる……！」

「どうかしてる？　私がですか？　それとも、防衛の要だったゼロと傭よう兵へいを、薄汚い偏見で追い立てたこの男がですか？」

「両方だ！　人間は暴力の前に、会話で物事を解決すべきでしょうよ……！」

「言葉を持たぬ者に向ける言葉こそが暴力です。傭よう兵へいとゼロが、何も言わずに逃げたと思いますか？　なんの弁明もせずに？」

　バルセルの表情が曇った。

「少し考えれば分かるでしょう。戦うしかない状況に追い込まれたんですよ。そして二人は逃げた。教会騎士団側に一人の死傷者も出さず、ただ逃げたんです。その理由が？」

「……戦えば勝つから……でしょうね……」

　そして、勝てばますますまずい状況に追い込まれる。そう踏んだから二人は逃げた。

　怒りで腸はらわたが煮えくり返りそうだった。

　傭よう兵へいとゼロを襲った近この衛え騎士隊にはもちろんの事、戦わずに逃げた二人にも。

「殺してしまえばよかったんです。自らを守るために振り下ろす正当な拳こぶしを、誰も責めはしなかった……この私が責めさせはしなかった！」

　結局のところあの二人は、少しも信じてはいなかったのだ。

　教会の事も、人間の事も、〝隠いん匿とく〟の事も。

　その事実にわずかでも心を揺さぶられている自分にも腹が立つ。

「今、命がある事を感謝するんですね、オルルクス近この衛え騎士隊長。攻撃され、激怒したゼロを傭よう兵へいが止めたのでしょう。でなければ、この町は昨晩のうちに滅んでいてもおかしくはない。あなたはそれほどの事をした。主教様の決定に背き、強力な味方であった者を敵に回し、町を危険にさらした。死罪でもなお軽い……！」

〝隠いん匿とく〟は、オルルクスの顔に唾つばを吐き、大鎌の刃をたたんで杖つえに戻した。

　オルルクスは砕かれた膝ひざを抱くように丸くなり、痛みで雪を搔かきながらすすり泣く。

　長い逡しゆん巡じゆんを挟んで、バルセルはオルルクスを抱き起した。

「とにかく、町に運んで医者に見せます。あなたの言い分は分かりますがね、裁定官殿。それでもあたしは、こんな事をすべきじゃねえと思いますよ」

「ええ、そうです……！　こんな事、民が、主教様がお許しにならない……！　汚けがらわしい〈女神の浄火デア・イグニス〉め！　貴様は夜を待たずに、貸し与えられた命を剝はく奪だつされるでしょう！」

　膝ひざを砕かれた衝撃からいくらか立ち直ったのか、オルルクスがバルセルの肩に縋すがりながら叫んだ。

〝隠いん匿とく〟はそれを黙殺し、バルセルがふと溜ため息いきを吐つく。

「……ほら。こういう手合いは、下手に生かすとたちが悪い。あたしが見てないうちに殺しちまうべきだった」

　ひ、とオルルクスが喉を震わせる。

「ま、ご心配なさらず。あたしは教会騎士団の人間です。抵抗できない人間を殺したりはしませんよ」

「──神父！」

　館長の切迫した声がして、〝隠いん匿とく〟は何事かと天幕に戻った。

　先ほどまで泰たい然ぜんとしていた館長が、白い顔をなお青くして森の方を指さす。

「わ、ワタシは……借りは、必ず返す。必ずだ。お前は助けた……この私を」

「それを今、わざわざ言う必要が？」

「そう、今だ。い、今すぐに森へ行け。馬を用意し、ワタシを連れて。──お前の友を、救いたければ」
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　目が覚めると、昇り切った太陽の日差しが新雪を溶かし始める時刻だった。

　のっそりと起き上がると、いつものように、ゼロが俺の腕の中にいる。──ただし服を着ていない。

「あー……」

　うわぁ……夢じゃなかった。

　やっちまった。

　マジで。

　ゼロと。

　やっちまった。

　こんなに恐ろしい事があるか？　恐れ多い事があるか？

　踏み込んじゃならない一線を、見事に飛び越えちまった感じがある。

　俺は再三「こいつとはそんな関係じゃねえ」と言い続けた。だが今後、二度とそんな言い訳は立たなくなる。

　俺が頭を抱えていると、同じく目を覚ましたらしいゼロが、くすくすと肩を揺らして薄目を開ける。

「なんだ、傭よう兵へい。その顔は。絶世の美女と契ちぎっておきながら、まるで世界の破滅にでも直面したようではないか」

「まさにそんな気分だよ……！　ちくしょう、どうすんだこれ。俺はお前とこんなふうになる気はこれっぽっちもなかったってのに……！」

　もだえる俺を捨て置いて、ゼロは脱ぎ散らかした服をてきぱきと身に着けた。

　まったく、平然としたもんだ。

　昨晩は──いや昨晩の事は思い出さないでおこう。忘れる。よし忘れた。

「うん、思っていたより悪くなかった。中々いい経験だったぞ、傭よう兵へい」

「あぁああぁうるせぇ！　感想とか言ってんじゃねえ！　悪くなかったなら幸いだよ畜生！」

「まあ、そう落ち込むな。いい思い出になったと思えばいい」

「……あん？」

　今〝思い出〟っつったか、この女。

　つまりこの次はないって意味か？　それはそれでもったいねぇな。

　そんなクズな事を思いながら、俺はゼロに振り向いた。──その、まるで興味を失った玩具おもちやを見るような、冷たい目。

　ゼロは俺の装備を拾い上げた。

　俺の手にしっくりと馴な染じんだ大ぶりのナイフは、ゼロの小さな手が持つとやたらとでかく、恐ろしげな凶器に見える。

「……魔女？」

「君はついに我わが輩はいに落ちた。──遊びは終わりだ、傭よう兵へい」

　ゼロの手の中で、俺のナイフに黒い文様がみるみる浮かび上がっていく。

　俺はこの魔術を知っていた。

　だからこそ、背筋が凍る。そのナイフが意味する未来を、とても認められなくて──。

「噓うそだろ？」

　それしか言葉が出てこなかった。

　次の瞬間、ゼロが俺の胸に飛び込んできた。

　黒いナイフの切っ先を、俺の心臓に向けたまま。

　とん、と軽い衝撃がある。

　噓うそだろ？

　噓うそだ。

　こんな終わり方──。




「さらばだ、傭よう兵へい。たった今より、我わが輩はいは君との契約を終了する」




　嫌だ。

　喉まで出かけた言葉は出てこない。

　ただ全身を引き裂くような激痛に襲われて、俺は化け物にお似合いの叫び声を上げながら、雪の中を暴れ狂った。










【幕まく間あい　晴天に轟とどろく霹へき靂れき】










「あっ……」

　かつん、と指が瓶びんに当たって、インクが机にぶちまけられた。

　書類仕事にあたっていた、ウェニアス王国主席魔法使い──詠よみ月つきの魔女アルバスは、みるみるダメになっていく羊よう皮ひ紙しを前にして「ああああ」と情けない声を上げる。

「あーもー休憩休憩！　ホルデム！　甘いもの持ってきて！　ハチミツだばだばの揚げパンとか！」

「体動かさねぇで甘いもんばっか食ってると太るぜ、お嬢さん」

　そう言いながら、アルバスが望んだ通りのものをすかさず差し出したのは、アルバスの下僕である白い狼おおかみの獣けもの堕おちだ。

　アルバスはじろりとホルデムを睨にらんでから、用意されたハチミツパンを口いっぱいに頰張った。

「頭使ってれば太らないの！　見てよ、この書類の量。救助された近隣国家の住民に、仕事と食べ物と住む場所を用意しなきゃいけないし、ルートラ大聖堂の主教様への手紙の返事。魔法使い志願者への対応もしなきゃだし、おまけにゼロと傭よう兵へいからの返事はまだこない！」

「つっても、お嬢さんが真面目に対応しなきゃいけない事なんざ魔法使い志願者への対応だけだろう？　あとはそれぞれ、国王陛下やらクレイオンの領主やらユードライト騎士団長やらが対応してるし、魔法関係だって、黒こく竜りゆう島とうの王女様や聖女様が手伝ってくれてるじゃねえか」

「だから僕は頑張ってないって言いたいわけ？」

「そうは言ってねぇよ。実際、あの化け物みたいに有能な連中に混ざって、凡人寄りのお嬢さんはよくやってると思うぜ」

「凡人寄りで悪かったな！」

　とはいえ、実際アルバスは天才と言えるほどの才覚は持ち合わせていない。

　十三番から引き継いだ強大な魔力と、ソーレナの直系という血筋──それがなければ、まだまだ経験の足りない小娘だ。

　十三番が生きていてくれれば、と何度も思った。ソーレナが生きていてくれれば、ゼロが傍そばにいてくれれば──そう、何度思ったか知れない。

〈禁書館〉からきた魔女──マディアと名乗った──の話によれば、ゼロ達は問題なく行軍を続け、竜の背に乗って北に向かった〝隠いん匿とく〟とも無事に合流できたという。

　それでもまだ、ゼロ達はアルバスに手紙の返事をよこさない。

「……どうしちゃったんだろう、一体。なんで返事をくれなくなったの？　【魔女の手紙】をなくしちゃったのかと思ったけど、ちゃんと持ってるみたいだし……」

「忙しいんだろ、いろいろ」

「お前はいつもいつも、楽観的でいいよね」

「悲観的でいるよりはマシだって、聖女様の従者がよく言ってるぜ」

「ああ、カルって言ったっけ？　いいよねぇ、鷹たかの獣けもの堕おち。僕もああいう下僕がよかったな。何より女好きじゃないし……」

「俺だってソーレナ一筋だ！」

　どうだか、と鼻で嗤わらうアルバスだが、別にホルデムの忠誠を──ソーレナに対する情を疑っているわけではない。

　ただ、ホルデムの忠誠が向かう先は、永遠にソーレナ一人だ。自分だけの下僕がいないというのが、少し寂しい気もする。

　だからと言って、今更新しい下僕を探す気にもなれないのだが──。

「……僕も北に行ければよかったのに」

「お嬢さん……」

「分かってるよ。僕には僕の役目がある。結界の維持に──その拡大。教会の協力があれば、もう少し北の方まで結界を広げられるはずだ。ウェニアスは狭い国だし、安全な国土を増やすために最優先でやらなきゃならない」

　七大聖堂の中で唯一無傷で残ったのが、南のルートラ大聖堂だ。ルートラの主教はウェニアスへ避難はせず、南の土地に新たな結界を張って保護する方針を取った。

　大聖堂そのものが悪魔に対する強力な結界となる事は、ノックス大聖堂が身をもって証明してくれた。

　ウェニアスに集った魔女の英知と、教会が作り上げてきた技術を組み合わせれば、今まで以上に強力な結界を広範囲に張る事も不可能ではないはずだ。

　一歩ずつ、前進している。

　ぎこちなくではあるが、魔女と教会は力を合わせ始めている。教会騎士団と魔法使いは、すでにお互い補佐し合う事が前提になりつつある。

「二人が安心して戻ってこられるように、僕達が国を守るんだ」

「その意気ですよ、お嬢さん！」

「さぁて……！　甘いものも食べたし、もうひと頑張りしようっと！」

　アルバスは思い切り伸びをして、こぼれたインクでぐちゃぐちゃになった机を片づけた。

　その時だ。

「主席魔法使い様！　た、大変です！」

〈禁書館〉の司書ことマディアが、血相を変えて部屋に飛び込んできた。

「ああ、マディアさん。どうしたの？　っていうか、その呼び方恥ずかしいから……」

「ゼロ様が、傭よう兵へいさんを刺しました」

　あまりにも突とつ拍ぴよう子しのない話を聞いたとき、人は思わず笑うものだ。

　そんなバカな事があるものかと、冗談もほどほどにしてくれと。

　だが青ざめたマディアの表情が、アルバスにそれを許さない。──それでも。

「……ありえない。ゼロがそんな事するはずないよ。だってゼロは……！」

　あれ？　と、アルバスは言葉を飲み込む。




　ゼロは、どうして傭よう兵へいと一緒にいるんだっけ？




　写本を探す護衛として、そうだ。

　その報ほう酬しゆうとして、人間に戻すため。

　消費した魔力が戻るのを待つため。

　ここまでは、分かる。

　けれど──その先は？

　ゼロが世界を救うのに、傭よう兵へいの力などそもそも必要ないはずだ。

　あの二人は、アルバスが初めて会った時から二人一緒だった。だから二人でいるのが当たり前のように思っていたが、改めて考えれば一緒にいる理由がない。

「……ゼロは……傭よう兵へいの事を……好き……なんだよね？」

　アルバスはホルデムを見る。

　ホルデムは曖あい昧まいに頷うなずいた。

　だが、誰も。

「なんで？　ゼロって、なんで傭よう兵へいの事好きなんだっけ？」

　その疑問に答えられる者はいなかった。
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　まったく──これだから、他人を信じるなって言うんだ。

　分かってたはずだろう？

　他人を騙だまそうとしてる奴やつは、一年や二年を平気で準備に費やすって。

　なのになんで、俺はあの魔女を信じたりした？

　賢くて、強くて、誰もが見ほれる絶世の美女が、なんで俺なんかを好いてくれると、おめでたい妄もう想そうを信じ込んでいられたんだ？

　笑えるじゃねえか。

　いや、だめだな。やっぱ少しも笑えねぇ。

　笑えないどころか、指一本も動かせなかった。全身の感覚がなくなって、どんどん深い闇に落ちていくような感じがする。

　ああ、なんだ。

　死ぬのか、俺は。そりゃよかった、早いとこ死んでくれ。

　もうたくさんだ。こんな惨みじめな気分でいるのは耐えられない。




『……ナ……トイウ……ザマ……』




　闇の中からふと声が聞こえて、ぼんやりと目を開けた。

　開けたはいいが、結局そこにも闇が広がっているばかりで何も見えない。




　──ただ、声が。




『ナントイウ様ざまダ、ト言ッタノダ。彼シキノ絶望デ、此こレホドノ深しん淵えんニ落チルトハ……』




　なんだ？　誰の声だ？

　どこかで聞いた事があるような──。




『苦痛ヲ恐レ、現うつつヲ厭いとウカ？　矮わい小しようナル者ヨ……此こノ侭まま野の垂たれレ死じニ、朽くチ果はテルヲ望ムノカ。否。否ダ。目ヲ覚マセ』




　ごちゃごちゃうるせぇな。

　別にいくら寝てたっていいじゃねえか。

　どうせ目を覚ましたって──。




　──目を、覚ましたって……。




『目覚メノ先ニ、如い何かナル歓喜モ在リハシナイ。苦痛ニ満みチタ現──唯ただ其そレダケガ矮わい小しようナル貴き様さまヲ待ッテイル。其そレデモ──其そレデモダ……』




「目を覚ませ、ゼロの傭よう兵へい」
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「わぁああああ！　あぁああぁ──あぁあああ！」

　自分の叫び声で、目が覚めた。

　飛び起きると、全身の骨が軋きしむような痛みが走る。

「い……て……！　クソ……なんだ……？」

　呻うめいて背中を丸めると、すぐに違和感に気がついた。

「……なん……だ？　この手……」

　自分の手が、やけに小さく感じる。見下ろすと、俺の手があると思っていた位置に、見慣れない人間の手があった。

　試しに手を握ってみると、視界の中の人間の手が、俺の意思に合わせて動く。

「これ……は……どういう……？」

　嫌な予感に、ドクドクと心臓が脈打った。

　恐ろしく寒いのに、全身から汗が噴き出す。

　──この、異常な寒さはなんだ？

　この、汗が頰を伝って流れるような、くすぐったい感覚は？

　尻尾の付け根がざわつくようだ──そう思ったが、そもそも尻尾の感覚が消えている。

　鼻が麻ま痺ひしたように利きかず、音もどこか濁って遠い。

　音？

　音というより、耳そのものに違和感がある。

　俺は震える指で、自分の顔に触れた。

　さらりとした手触り──まるで、人間の顔に触ったような。

「噓うそだ！」

　俺は叫んで、ベッドから転がり落ちた。

　だが上う手まく立てず、盛大にすっ転ぶ。床に打ち付けた肩の痛みに、俺は声を上げた。

「い……ぎ……いってぇ……」

　どうなってるんだ？　何が起こってる？

　そもそも、ここはどこだ？　俺はゼロと森の中にいたはずだ。

　なのにここは屋内で、俺はベッドに寝ていて……妙な夢を見たが、もう内容は思い出せない。

　そもそも、これは現実なのか？

　まさかゼロとの旅の方が夢だったなんて言わねぇよな？

　誰か──誰でもいい。何か俺に説明をしてくれ。

「だれ、か……いねぇのか！　おい！」

　絞り出すように大声を出すと、勢いよく扉が開いて誰かが飛び込んできた。

　首を反らすと、見慣れた神父の顔がある。知っている顔を見て、少なからずほっとした。よかった、神父が現れたって事は、少なくともゼロとの旅は夢じゃなさそうだ。

　だが、同時に疑問が湧き上がる。

「神父……お前、なんでここに……」

「なんでも何も、私が森で気絶してるあなたを連れてきたからですよ」

「気絶……？　なんで俺が……なあ、魔女は……」

「まずはベッドに戻しますよ。まったく……目を覚ますなり、何をやってるんですか、あなたは。その体で、いきなり立ち上がれるわけないでしょう」

　呆あきれたように言いながら、神父がずかずかと部屋に踏み込んでくる。

　俺の腕を摑つかんで自分の肩に回させたかと思うと、そのまま俺の体を持ち上げるようにして立ち上がった。

　さすがに、ぎょっとする。

　俺の体重は神父の倍を優に超える。その俺を、どうしてこんなに軽々と──。

「……お前、そんなに力強かったっけか……？」

「何を寝ぼけた事言ってるんですか。あなたが軽くなったんですよ」

「軽く……って……」

　神父の肩を借りてベッドに戻り、俺はただただ困惑して神父を見上げた。

　──見上げた？

　俺が、神父を？

　今まで俺が椅子やベッドに座っていても、視線の位置は神父と同じか、それより高いくらいだったはずだ。

　神父が急にでかくなった？

　違う──明らかに、俺の体が縮んでる。

「お兄ちゃん！」

　リーリの声が聞こえた。

「お兄ちゃん、お兄ちゃん、お兄ちゃん……！　よかった、よかったよぉ……！」

　小さなネズミの獣けもの堕おちが部屋に飛び込んできて、俺の胸に突進してくる。受け止めて、その重さにぎょっとした。

　俺にとってリーリの重さなんぞ、抱えてる事を忘れるくらいのもんだったのに──。

　リーリの後に続いて、ゴーダやらジェマやらバルセルやら、とにかくおなじみの面々が部屋に入ってくる。

　その全員が、なんとも言えない表情で俺を見ていた。

「……なんだよ。なんて顔してるんだ、お前ら……」

「本当に……お前は……傭よう兵へいなんだな……」

　ジェマが妙な事を言った。まるで知らない人間を見るような目で。

「なあ……俺、は……どうなって……」

　俺は震える声で訊きいた。

　この場にいる全員の顔を順じゆん繰ぐりに見て、最後に縋すがるような気持ちで神父を見る。

「おめでとう……と、言った方がいいんですかね、この場合」

　まったくめでたいと思っていないような口調で、神父が答える。

　早はや鐘がねを打つ心臓が痛くて、俺は摑つかむように胸を押さえた。

「破は竜りゆう王おう……鏡を持ってきてください。実際に見た方が実感も湧くでしょう」

　神父に指示されて、ゴーダは部屋の隅すみに立てかけてあった鏡をベッドの前まで運んでくる。

　そこに映った見知らぬ男の姿を、俺は直視する事が出来なかった。

　噓うそだ。

　噓うそだ噓うそだ噓うそだ。

　望んじゃいない。

　俺はこんな事、ほんの少しも望んじゃいなかった。

「これは……悪い夢、なんだろ……？　それか魔女のいたずらか、たちの悪い冗談で……どっかに魔女が隠れて笑ってるんだろ？」

　沈黙。

　俺は頭を抱えてうずくまった。

「頼む……冗談だって言ってくれ……夢だって……！」

　神父は静かに首を左右に振った。

「夢でも幻でもありません。──なんて顔をしてるんです、傭よう兵へい。ずっとあなたの夢だったはずだ」

　言うな。

　その先を言わないでくれ。

　どうか──。

　どうか、頼むから。

「ゼロはここを去りました。人間に戻したあなたを森に置き去りにして。今までの護衛の報ほう酬しゆうとして、あなたは人間に戻れたんですよ」
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　凍り付いた海をしばらく歩くと、祭壇のあるジェネロス島が見えてくる。

　ゼロは唸うなる吹雪に目を細めながら、氷の上に突き出している小さな島に上陸した。

　無論、一人でだ。

　いつも傍かたわらに立っていた、暖かくて大きな存在はもういない。あの男が宿していた獣けものの魂は、ゼロが奪って持ち去った。

　小こ瓶びんに封じて胸に抱いたその魂が、少しだけ暖かい。

　ジェネロス島は小さく、殺風景な島だった。

　教会が一つと、荒れ果てた畑が一つ。

　毎年食糧が運び込まれているはずだが、それもあくまで表向きなのだろう。食べ物が腐ったような臭いはしなかった。

　聖堂の傍かたわらには、死んで代行の肩書きを与えられた代々の主教の墓が、淡たん々たんと並べられている。

　ゼロはまっすぐに聖堂に向かった。
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　微み塵じんも風化の気配を感じさせない、立派な木製の大扉を苦労して押し開けると、外観通りの質素な部屋がゼロを出迎える。

「──人々に〝代行〟と呼ばれた魔女は、我わが輩はいが敬愛する魔女だった」

　ゆったりとした声が聖堂に響き、ゼロは足を止める。

「人間どもの裏切りがなければ、彼女はよき魔女を教会に取り込み、悪あしき魔女を討うち滅ほろぼぼし、まったく新しい組織を作り出していただろう。我わが輩はいはその世界が見たかった。だが彼女は裏切られ、魔女は狩られ、我わが輩はいは失意のうちに穴ぐらに引きこもった」

「そのまま、永遠に穴ぐらから出なければよかったのだ」

　冷酷に切り捨てたゼロの言葉を、穏やかな忍び笑いが受け入れる。

　真っ暗だった聖堂に、突然明かりが灯ともった。

　壁の松明たいまつという松明たいまつが炎を灯ともし、聖堂全体を照らし出す。

　聖堂は円形で、祭壇はその中心にあった。その周りを、かつて椅子だった木材の残骸が取り囲んでいる。

　そして、祭壇に立つ黒衣の魔女が一人。

　手に人の頭ず蓋がい骨こつを持っている。

　魔女はゆったりとした口調でゼロに語り掛けた。

「我わが輩はいが彼女ならばよかったと、何度思ったか知れない。人間に裏切られ、孤島に幽ゆう閉へいされ、朽くちていくのが我わが輩はいならばよかったと。然しかるに──我わが輩はいが彼女に成る事にした。彼女が作るはずだった世界を作る事にした」

　あるいは独り言だったのかもしれない。

　それでもかまわない。ゼロもまた、独り言のような言葉を吐いた。

「そのために、世界を一度破壊したか……」

「目もく論ろ見みは、夢で貴様に語った通りだ、ゼロよ。そして貴様は、その目もく論ろ見みに賛同した。よくぞ来てくれた、我が愛いとしき娘。さあ──ともに世界を救おう。我わが輩はいには、お前の体が必要だ」











──『ゼロから始める魔法の書Ｘ　─ゼロの傭よう兵へい〈下〉─』に続く。












　　あとがき




　ふー。いやあ。ふー。あのー。

　読みました？　九巻なんですけど、読みましたかね？

　読んだ事前提であとがき書きますね。あ、虎こ走ばしりかけるです。気づけばデビューして三年が経過しました。これも皆様のおかげです。ありがとうございます、ありがとうございます。

　で、内容なんですけどもね。

　ラブコメ成分マシマシだよ～。

　リーリと神父もイチャイチャしてるよ～。

　傭よう兵へいとゼロの関係も極まったよ～。

　などという言葉では隠しきれぬ、最後のアレなんですけども。

　あの……私ケモナーじゃないんですけど、獣けものキャラが人間の姿になると「ブルータスお前もか」って気持ちにすごくなる畑の人間なんですよ。

　でもねえ……この……私個人の感情とは全く別の次元で、物語というものが自動的に行く先を決めてしまう事があって、今回の場合はそういうアレでして。

　今まで傭よう兵へいを好きでいてくれた方々が「ブルータスお前もか！」って叫ぶ姿が目に浮かぶようなんですが、それでも傭よう兵へいは一度こうならなきゃいけなかったんです。

　それでも私もショックを受けている。

　お話の続きや展開を思いつくときは、大体ある日突然「あ、そういう流れなの？」という感じで頭に降ってくるんですが、これが降ってきた時は「あ、え？　えぇえぇー!?　だめだよそんなのよくないよ！」ってひとしきりもがき苦しみました。

　第一巻を書き上げた時点である程度の展開は決まっていた本作ですが、こうなるとは最近まで予想していなかった。

　で、結局傭よう兵へいはどうなってしまうの？

　ゼロは何を考えてるの？

　世界は一体どうなるの？

　というような事が気になりましたら、次の巻をぜひ手に取っていただけたらと思います。

　あ、あと二○一七年の四月から『ゼロから始める魔法の書』のアニメが放送中です！　この本を手に取ってくださった皆さんも、ぜひぜひテレビで暴れまわるゼロ達を見てくださいね。
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虎こ走ばしりかける

寅年の射手座。東京の下町育ち。２０１７年でついにデビューから三年が経過した事に呆然としている。最近遊園地にも行けていないので、どうにかして人生に遊びをねじ込んでいこうと虎視眈々している。
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イラスト／しずまよしのり

埼玉県在住。主人公が獣人という一風変わった作品なので最初、傭兵を描くのにてこずりましたがさすがに慣れてきました。ゼロと傭兵のこれからの物語を楽しみにしつつイラストでより魅力のある作品に出来たらと思います！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「虎走かける先生」係

「しずまよしのり先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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ゼロから始はじめる魔ま法ほうの書しょIX




―ゼロの傭よう兵へい〈上じょう〉―








虎こ走ばしりかける
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